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「自己点検・評価報告書2023」について 
 

国立大学法人愛知教育大学評価に関する規程第４条の規定に基づき実施する自己点検評価は、同規程第４条第２項に掲

げる基本項目のうち、外部評価、認証評価、法人評価の実施年度を勘案した上で、当該年度の自己点検評価項目を選定

し、実施する。 

 

１．実施目的 

本学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について調査・分析を行い、その結果を「自己点検・評

価報告書」として作成・公表することにより、本学の理念・目標・計画に基づく成果や課題、問題点を明らかにし、本学

の教育研究水準の向上及び大学運営等の改善に資することを目的とする。 

 

２．自己点検評価の実施方法 

（１）対象範囲 

自己点検評価の範囲は、令和４～５年度の活動状況（令和４年４月１日 ～ 令和６年３月31日）とする。 

（２）自己点検項目 

・教育活動 

・研究活動 

・地域連携・社会貢献 

・国際交流 

（３）評価基準 

「評価基準」は、大学改革支援・学位授与機構の「教育研究の状況についての評価」「大学機関別認証評価」を活用

し、目次に該当の基準を示している。 

・教育研究の状況についての評価「実績報告書作成要領（令和３年10月改訂）」 

・大学機関別認証評価 「大学機関別認証評価 自己評価実施要項（令和６年度実施分）」 

自己点検評価に当たっては、指定された「評価基準」に照らして評価を行い、評価結果を分かりやすい文章で簡潔に

記載する。 

 

３．記載上の留意点 

本書は、本学Webサイトにて公表するため、公表に支障がある箇所については、記載を省略するなどの配慮を行ってい

る。 

 

４．基礎資料集 

本書とは別に評価の根拠を「基礎資料集」としてまとめている。 
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４－２－１
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領域４施設及び設備並びに学生支援に関する基準

学生の部活動や自治会活動等の課外活動が円滑に行われるよ
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他の大学又は大学以外の教育施設等における学習、入学前の既
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こと
６－３－２
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りやすいように、①教育課程の編成の方針、②教育課程におけ

る教育・学習方法に関する方針、③学習成果の評価の方針を明

確かつ具体的に明示していること

６－２－１

基準６－１学位授与方針が具体的かつ明確であること
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６－１－１
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6
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かを検証するための取組を行っており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てていること

４－２－４

５－１－１

基準５－２学生の受入が適切に実施されていること

10
学生受入方針に沿って、受入方法を採用しており、実施体制に

より公正に実施していること
５－２－１

基準５－１学生受入方針が明確に定められていること

9
学生受入方針において、「求める学生像」及び「入学者選抜の

基本方針」の双方を明示していること

障害のある学生その他特別な支援を行うことが必要と考えられ

る学生への生活支援等を行う体制を整備し、必要に応じて生活

支援等を行っていること

領域５学生の受入に関する基準

５－３－１

11 ５－２－２
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況になっていないこと
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成績評価基準に則り各授業科目の成績評価や単位認定が厳格か

つ客観的に行われていることについて、組織的に確認している
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基準６－６教育課程方針に則して、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されていること

28

成績評価基準を学位授与方針及び教育課程方針に則して定めら

れている学習成果の評価の方針と整合性をもって、組織として

策定していること

６－６－１

27
正規学生が海外で学習する機会を提供し、有効に活用されてい

ること（より望ましい取組として分析）
６－５－５

26
障害のある学生、留学生、その他履修上特別な支援を要する学
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６－５－４

25
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各科目の授業期間が10週又は15週にわたるものとなっている

こと。なお、10週又は15週と異なる授業期間を設定する場合

は、教育上の必要があり、10週又は15週を期間として授業を

行う場合と同等以上の十分な教育効果を上げていること

６－４－２

22
教育上主要と認める授業科目は、原則として専任の教授・准教

授が担当していること

基準６－４学位授与方針及び教育課程方針に則して、適切な授業形態、学習指導法が採用されていること

19
１年間の授業を行う期間が原則として35週にわたるものとなっ

ていること
６－４－１

21
適切な授業形態、学習指導法が採用され、授業の方法及び内容
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６－４－３

20
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39

42

42
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39
就職先等からの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位

授与方針に則した学習成果が得られていること
６－８－５

43 教育課程方針が学位授与方針と整合性を有していること ６－２－２

基準６－２教育課程方針が、学位授与方針と整合的であること

41
学位授与方針を、大学等の目的を踏まえて、具体的かつ明確に

策定していること
６－１－１

42

教育課程方針において、学生や授業科目を担当する教員が分か

りやすいように、①教育課程の編成の方針、②教育課程におけ

る教育・学習方法に関する方針、③学習成果の評価の方針を明

確かつ具体的に明示していること

６－２－１

基準６－１学位授与方針が具体的かつ明確であること

40

教育の国際化の優れた取組により、その取組の目的に則した学

習成果の向上が図られていること（より望ましい取組として分

析）

６－８－６

基準６－８大学等の目的及び学位授与方針に則して、適切な学習成果が得られていること

35

標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準修業年限×1.5」

年内卒業（修了）率、資格取得等の状況が、大学等の目的及び

学位授与方針に則した状況にあること

６－８－１

34
卒業又は修了の認定を、卒業（修了）要件（学位論文評価基準

を含む）に則して組織的に実施していること
６－７－４

36
就職（就職希望者に対する就職者の割合）及び進学の状況が、

大学等の目的及び学位授与方針に則した状況にあること
６－８－２

33
策定した卒業（修了）要件（学位論文評価基準を含む）を学生

に周知していること
６－７－３

32

大学等の目的及び学位授与方針に則して、卒業又は修了の要件

（以下「卒業（修了）要件」という。）を組織的に策定してい

ること

６－７－１

基準６－７大学等の目的及び学位授与方針に則して、公正な卒業（修了）判定が実施されていること

＜教育学研究科＞
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46

56
夜間において授業を実施している課程を置いている場合は、配

慮を行っていること
６－４－９

55
教職大学院を設置している場合は、連携協力校を確保している

こと
６－４－８

54

大学院において教育方法の特例（大学院設置基準第14条）の取

組として夜間その他特定の時間又は期間に授業を行っている場

合は、法令に則した実施方法となっていること

６－４－６

53
専門職大学院を設置している場合は、履修登録の上限設定の制

度（ＣＡＰ制度）を設けていること
６－４－５

52
教育上主要と認める授業科目は、原則として専任の教授・准教

授が担当していること
６－４－４

51
適切な授業形態、学習指導法が採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されていること
６－４－３

47

大学院課程（専門職学位課程を除く）においては、学位論文

（特定の課題についての研究の成果を含む）の作成等に係る指

導（以下「研究指導」という）に関し、指導教員を明確に定め

るなどの指導体制を整備し、計画を策定した上で指導すること

としていること

６－３－４

46

他の大学又は大学以外の教育施設等における学習、入学前の既

修得単位等の単位認定を行っている場合、認定に関する規定を

法令に従い規則等で定めていること

６－３－３

50

各科目の授業期間が10週又は15週にわたるものとなっている

こと。なお、10週又は15週と異なる授業期間を設定する場合

は、教育上の必要があり、10週又は15週を期間として授業を

行う場合と同等以上の十分な教育効果を上げていること

６－４－２

基準６－４学位授与方針及び教育課程方針に則して、適切な授業形態、学習指導法が採用されていること

49
１年間の授業を行う期間が原則として35週にわたるものとなっ

ていること
６－４－１

44 教育課程の編成が、体系性を有していること ６－３－１

45
授業科目の内容が、授与する学位に相応しい水準となっている

こと
６－３－２

基準６－３教育課程の編成及び授業科目の内容が、学位授与方針及び教育課程方針に則して、体系的であり相応しい水準であるこ

と
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47

49

65 成績に対する異議申立て制度を組織的に設けていること ６－６－４

64

成績評価基準に則り各授業科目の成績評価や単位認定が厳格か

つ客観的に行われていることについて、組織的に確認している

こと

６－６－３

63 成績評価基準を学生に周知していること ６－６－２

基準６－６教育課程方針に則して、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されていること

62

成績評価基準を学位授与方針及び教育課程方針に則して定めら

れている学習成果の評価の方針と整合性をもって、組織として

策定していること

６－６－１

61
正規学生が海外で学習する機会を提供し、有効に活用されてい

ること（より望ましい取組として分析）
６－５－５

60
障害のある学生、留学生、その他履修上特別な支援を要する学

生に対する学習支援を行う体制を整えていること
６－５－４

59
社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組を実施

していること
６－５－３

58
学生のニーズに応え得る学習相談の体制を整備し、助言、支援

が行われていること
６－５－２

基準６－５学位授与方針に則して適切な履修指導、支援が行われていること

57
学生のニーズに応え得る履修指導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われていること
６－５－１
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認証評価

教職大学院

認証評価

教職課程の

自己点検評価
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51

54

3　教職課程の点検評価 90

76 教育理念・学修目標 ①

82 関係機関等との連携 ⑦

81

74
就職先等からの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位

授与方針に則した学習成果が得られていること
６－８－５

73

卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経た卒業（修了）生か

らの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位授与方針に

則した学習成果が得られていること

６－８－４

教職指導（学生の受け入れ・学生支援） ⑥

④

77 授業科目・教育課程の編成実施

72
卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結果により、大学等の

目的及び学位授与方針に則した学習成果が得られていること
６－８－３

71
就職（就職希望者に対する就職者の割合）及び進学の状況が、

大学等の目的及び学位授与方針に則した状況にあること
６－８－２

基準６－８大学等の目的及び学位授与方針に則して、適切な学習成果が得られていること

70

標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準修業年限×1.5」

年内卒業（修了）率、資格取得等の状況が、大学等の目的及び

学位授与方針に則した状況にあること

６－８－１

69
卒業又は修了の認定を、卒業（修了）要件（学位論文評価基準

を含む）に則して組織的に実施していること
６－７－４

68
策定した卒業（修了）要件（学位論文評価基準を含む）を学生

に周知していること
６－７－３

67

大学院教育課程においては、学位論文又は特定の課題について

の研究の成果の審査に係る手続き及び評価の基準（以下「学位

論文審査基準」という。）を組織として策定していること

６－７－２

基準６－７大学等の目的及び学位授与方針に則して、公正な卒業（修了）判定が実施されていること

66

大学等の目的及び学位授与方針に則して、卒業又は修了の要件

（以下「卒業（修了）要件」という。）を組織的に策定してい

ること

６－７－１

78 学修成果の把握・可視化 ③

80 情報公表 ⑤

79 教職員組織

②
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第１章 教育活動 

１.教育学部 

（１）教育学部の教育目的と特徴 

 

１． 教育学部の実績 

①  愛知教育大学は、明治６年に設置された愛知県養成学校を礎として、150 年以上にわ

たり教員養成を行ってきた歴史を有している。 

②  教員就職者数は、令和２～５年度にかけて４年連続で国立の教員養成大学・学部中

全国１位、正規教員就職者数も、過去 10 年において全国３位以内の実績を上げている。  
③   学校教員となった卒業生は、愛知県各市町や名古屋市の校長、教頭、教育委員会の教

育長や課長、主幹、指導主事等に任命されており、愛知県や名古屋市を中心とした学校

教育を牽引するリーダーとして活躍している。 

④  ７つの附属学校園は、先進的な教育実践を提示することでモデル校的な役割を果た 

   してきた。附属学校園では、ほぼ全員に近い教員が教育委員会との人事交流による採用

であることから、転出後は愛知県下の公立学校園において指導的立場を担うなど、地域

におけるスクールリーダー養成の拠点的な役割も果たしてきた。 

 

２．教育学部の目的 

①  学校教員養成課程では、多様な教員養成プログラムを通して、平和な未来を築く子ど   

もたちの教育を担う優れた教員の養成を目指している。 

②   教育支援専門職養成課程は、心理・社会福祉・教育行政等の専門性を深め、教育活動

と子どもたちを支援する専門職の養成を目指している。 

 

 

３．教育学部の特徴 

①   教育学部では、全課程共通の共通教育科目に、教養、外国語、情報、スポーツ科目以

外に、教員及び教職を支える専門職として基礎的な素養となる教職教養科目、現代的教

育課題対応科目、実践力育成科目を全学必修として配置し、課程にかかわらず全学生

が、教育や教育課題について学んだ上で、学校現場を体験することのできる教育課程と

している。 

②  学校教員養成課程は、主として教員免許取得に係る専攻基礎科目、教育実習関係の教

育実践開発科目及び各専攻・専修の専門性を深める専攻科目等で構成された教育課程

により、教職の専門性及び各々の教科や分野の専門性を持った個性豊かな教員を養成

し、幅広い教育分野や学校種で活躍できる人材を育成している。どの専攻、専修におい

ても、卒業要件を満たすことで１～２種類の１種又は２種免許状を取得可能である。ま

た、７つの附属学校園及び公立学校園の協力校（前期教育実習では 200 校、後期教育

実習では 300 校を超える）との連携・協力体制の中で、学校体験活動や教育実習を充

実させ、子どもたちを取り巻く現代的な教育課題に対応できる実践的指導力を育成し

ている。 

③  教育支援専門職養成課程は、共通教育科目で学ぶ教育や教育課題、学校現場の体験の

上に、教育学基礎科目、教育支援科目及び専攻科目等で構成された教育課程により、「チ

ーム学校」の実現に必要不可欠な専門性を持つ人材を育成している。各コースにおい

て、社会福祉士受験資格、公認心理師受験資格（要大学院進学）、スクールソーシャル

ワーク教育課程修了資格、愛知教育大学教育メディエーター資格を取得可能である。 
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（２）「教育の水準」の分析 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況  

＜必須記載項目１ 学位授与方針＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 公表された学位授与方針（別添資料 1-i1-1 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

（特になし） 

 

＜必須記載項目２ 教育課程方針＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 公表された教育課程方針（別添資料 1-i2-1 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

（特になし） 

 

＜必須記載項目３ 教育課程の編成、授業科目の内容＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 体系性が確認できる資料（別添資料 1-i3-1、1-i3-2 ） 

・ 自己点検・評価において体系性や水準に関する検証状況が確認できる資料 

    （別添資料 1-i3-3 ） 
・ 研究指導、学位論文（特定課題研究の成果を含む。）指導体制が確認できる資料 

（別添資料 1-i3-4 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 本学が使命とする、教育が直面する現代的課題への対応力を有し、子どもたちの未来

を拓くことができる豊かな人間性と確かな実践力を身に付けた専門職業人の養成に向

けて、全学必修の共通教育科目において、 

・教職教養科目（「教職論」「教育原論」「特別支援教育基礎」「発達障害のある児童生

徒理解基礎」）として４科目 

・現代的教育課題対応科目（「ジェンダー・セクシュアリティと教育」「外国人児童生徒

支援教育」「情報の活用と管理」「学校保健・学校安全」）として４科目 

・実践力育成科目（「学校体験活動入門」「学校体験活動Ⅰ」「学校体験活動Ⅱ」「地域

協働教育体験活動」）として４科目を配置し、１～２年次のうちから学校現場での様々

な活動の体験と大学における理論的な学びを往還した学修を行い、３～４年次の各課

程、専攻、専修ごとの専門的な学びの基礎を固めるカリキュラムを構築している。[3.1] 
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〇 １～２年次に全員必修の「学校体験活動入門」「学校体験活動Ⅰ」に加えて、３～４

年次に「学校体験活動Ⅱ」又は「地域協働教育体験活動（自然領域・多文化領域・社会

領域）」のいずれかの体験活動を選択必修とし、また、それぞれの課程・専攻・専修・

コース等において、教育実習、心理実習、社会福祉実習、スクールソーシャルワーク実

習、学校・自治体インターンシップ等の実習をカリキュラムに位置付けており、４年間

の教育課程を通じて現場での実践を重視した構成としている。[3.1] 

〇 本学で主として養成する教員及び教育を支援する専門職等の、教育に携わる専門職業

人として求められる資質・能力について、本学の所在する愛知県の全市町村に加え、地

域的な流動性の高い近隣の岐阜県、三重県の出身学生の多い地域の教育長を学長が個別

に訪問して意見交換を行い、本学への期待として「外国人児童生徒の増加をはじめとす

る子どもたちの多様化」「特別支援教育」「ICT 機器を有効に活用できる教員の養成」等

の現場のニーズを聞き取っている。なお、本学では、全学生が受講する必修科目「外国

人児童生徒支援教育」「特別支援教育基礎」「発達障害のある児童生徒理解基礎」「情

報の活用と管理」を開講しており、地域のニーズにも応えられる教育課程を編成してい

る。また、学校教員養成課程の必修科目として、教育職員免許法施行規則改正に伴って、

令和４年度に「学校教育における ICT 活用」の授業科目も新設し、現場のニーズに即し

た授業科目を開講している。[3.2] 

〇 令和３年度の改組に合わせ、愛知県教育委員会からの要請を踏まえて特別支援学校教

諭免許状の取得機会を拡充し、特別支援教育専攻以外の幼児教育専攻、義務教育専攻、

高等学校教育専攻学生を対象とした「特支２種免プログラム」を新設した。[3.2] 

 

＜必須記載項目４ 授業形態、学習指導法＞ 

【基本的な記載事項】 

・ １年間の授業を行う期間が確認できる資料（別添資料 1-i4-1 ） 

・ シラバスの全件、全項目が確認できる資料、学生便覧等関係資料 

     （別添資料 1-i4-2、1-i3-1（再掲） ） 

・ 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数（別添資料 1-i4-3 ） 

・ インターンシップの実施状況が確認できる資料 

     （別添資料 1-i4-4、1-i4-5、1-i4-6 ） 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 GIGA スクール構想の前倒しによる１人１台端末などの先端技術を活用した新しい教

育環境に対応できる学生の育成を図るために、令和４年に教職キャリアセンターへ「ICT

活用等普及推進統括部門」を設置（一部統合）し、４年間を通じて「教員の ICT 活用指導

力」を確実に身に付けさせるためのモデルカリキュラムを構築するとともに、学びの転換

に対応した先導的な教職科目を開発、実施した。また、令和４年度に教育交流館２階のア

クティブ・ラーニングルームを「こらぼ」と改めて ICT 活用等普及推進統括部門の活動拠

点とし、本学の教職員及び学生を対象に、学生 ICT 支援員による各種アプリの操作の支

援、プログラミング体験、プレゼンテーション資料作成等のソフトの使い方等 ICT に関す
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る相談受付、ICT 関連機器の貸し出しを行った。その結果、ICT 活用指導力チェックリス

トの得点が令和４年度卒業生は 47.4 点であったところ、令和５年度卒業生は 50.8 点（第

４期中期目標期間最終年度までに 64 点満点中 56 点以上）となった。[4.3] 

〇 多様なメディアを活用した授業形態として、新型コロナウイルス感染症流行時に培っ

たノウハウを生かして、非常時の特例としてではない、通常授業における遠隔授業の在り

方を整理し、令和４年度に「愛知教育大学遠隔授業実施要領」を整備した。本学における

遠隔授業については、学生の移動時間等を考慮し、原則として本学の LMS である「まなび

ネット」を利用したオンデマンド方式で行うこととした（大学院、専攻科の授業で、学生

の前後の時間割から移動等に支障がないことが確認できている場合や、休日に実施され

る集中講義の場合は、同時双方向型の方式で実施することも可能）。また、出席管理や受

講学生との連絡方法、迅速な問い合わせ対応等の授業運営に係る留意点や、学生の活動量

に配慮した授業コンテンツ作成上の注意事項等を明示し、質の保証を担保している。[4.3] 

〇 学生が、自らの学修状況を振り返り、自己の課題を認識してそれを改善する学  修

計画を立て実行する、自律的な学修者として成長していけるよう、各授業科目の成績以外

に学修成果を可視化する仕組みとして、ディプロマ・ポリシーへの到達度を示し、自己評

価及び教員による評価を同一画面で比較できるよう、教務情報システムを改修し、学修ポ

ートフォリオ機能を実装した。このことにより、学生本人だけでなく、教員も当該学生の

学修成果を把握できるようになり、学習指導上参照可能な情報が増加し、指導の質の向上

につながった。[4.7] 

 
＜必須記載項目５ 履修指導、支援＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 履修指導の実施状況が確認できる資料 

（別添資料 1-i5-1、1-i5-2、1-i5-3、1-i5-4、1-i5-5、1-i5-6、1-i5-7、 

1-i5-8、1-i5-9、1-i5-10 ） 

・ 学習相談の実施状況が確認できる資料（別添資料 1-i5-11、1-i5-12） 

・ 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料  

   （別添資料 1-i5-13） 

・ 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料 

（別添資料 1-i5-14） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 学内の施設整備計画の検討により、３棟１８室を新たに共通講義室として使用するこ

とに使用目的の変更を行い、各室に講義室として必要な設備、ＡＶ機器等を配置し、学習

環境を整備した。[5.1] 

〇 学部入学生全員に Office アカウント及び Google アカウントを配布し、各種アプリを

自由に使用して、多様な学習ができるようにしている。また、愛知県内の学校で使用され   
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ている各種授業支援ソフト（ロイロノート・スクール、SKYMENU Cloud、コラボノート EX、

ミライシード、Google for Education、まなびポケット（Net モラル））を体験的に使用

できるようにしており、実際の学校現場と同じ環境での学習が可能となることにより、入

職時のギャップを少しでも減らしたり、将来の具体的なイメージを持ったりしながら学

習できる環境を整えている。[5.1] 

 

＜必須記載項目６ 成績評価＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 成績評価基準（別添資料 1-i6-1、1-i6-2、1-i6-3、1-i6-4、1-i6-5、1-i6-6 ） 

・ 成績評価の分布表（別添資料 1-i6-7、1-i6-8 ） 

・ 学生からの成績評価に関する申立ての手続きや学生への周知等が明示されている資料

（別添資料 1-i6-9、1-i6-10 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーに基づき、学生

の学修成果、教員の教育成果を可視化し、学生が修得した能力、教育課 程の適切性、大

学の教育力を評価し、教育改善を恒常的に実施する目的で学修成 果に関する評価指標（ア

セスメント・ポリシー）を策定している。[6.2] 

〇 成績評価において、複数クラスを開講している同一科目においては、事前にシラバスに 

基づく授業内容の合議を行い、教員ごとの成績評価の偏りをなくすこととしている。[6.1]  

〇 本学が行う成績評価を適切に実施し、教育の質を保証するため、本学のカリキュラム・

ポリシー及びディプロマ・ポリシーを踏まえて作成した、授業科目ごとの到達目標に基づ

き、学生の到達度をレポート、定期試験等により公正で厳格かつ客観的に評価するよう、

成績評価に関する申合せを制定している。[6.1]  

 

＜必須記載項目７ 卒業（修了）判定＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 卒業又は修了の要件を定めた規定（別添資料 1-i7-1 ） 

・ 卒業又は修了判定に関する教授会等の審議及び学長など組織的な関わり方を含めて卒

業（修了）判定の手順が確認できる資料（別添資料 1-i7-2、1-i7-3 ） 

 ・ 学位論文の審査に係る手続き及び評価の基準（別添資料 1-i7- ） 

・ 修了判定に関する教授会等の審議及び学長など組織的な関わり方が確認できる資料

（別添資料 1-i7- ） 

・ 学位論文の審査体制、審査員の選考方法が確認できる資料（別添資料 1-i7- ） 
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【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ４年次生の前期履修登録終了時及び前期授業成績確定時に、事務的に卒業要件の確認

を行い、不足する者に個別に連絡、指導するなど、サポート体制を構築している。さら

に、学校教員養成課程学生については、取得希望の教員免許状の取得要件の確認も同時

に行い、漏れのないようバックアップしている。[7.0] 

 

＜必須記載項目８ 学生の受入＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 学生受入方針が確認できる資料（別添資料 1-i8-1、1-i8-2 ） 

・ 入学者選抜確定志願状況における志願倍率（文部科学省公表） 

・ 入学定員充足率（別添資料 1-i8-3 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 学校教員養成課程の入学者に対して、教員就職率と相関が強いと考えられる「教職志

望度」を問うアンケート（新入生アンケート）を実施した。「教職志望度」は、「第４

期中期目標期間における各年度の平均値 90％以上」という目標値に対して、令和４年

度は、89.8％、令和５年度は、90.9％である。 

また、小論文試験については、実務経験のある教員を新たに作問委員に加え、教師 

として求められる資質等を問う内容を検討し、アドミッション・ポリシーに即した入学

者選抜とするため、令和６年度（令和５年度実施）入学者選抜から小論文の採点要領を

見直し、最低基準点を設けた。[8.0] 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

＜必須記載項目１ 卒業（修了）率、資格取得等＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 標準修業年限内卒業（修了）率（別添資料 1-ii1-1 ） 

・ 「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率（別添資料 1-ii1-1 （再掲）） 

・ 教員免許状取得・保育士登録状況（令和５年度）（別添資料 1-ii1-2） 

・ 各種資格取得状況（令和５年度）（別添資料 1-ii1-3） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 教員養成課程は、初等教育教員養成課程、中等教育教員養成課程、特別支援学校教員

養成課程、養護教諭養成課程の４つに分かれたそれぞれの課程において、卒業要件を満

たすことで取得できる主免許状のほか、その他の所定の科目を修得することによって
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複数の教員免許状を取得可能としている。令和４年度から令和５年度の中期目標期間

において、93.1％の学生が複数の教員免許状を取得しており、学生の幅広い教職への関

心や、教員採用試験での加点や入職後のキャリアパスなども見据えた将来的な教職へ

の意識の高さがうかがえる。[1.2] 

〇 初等教育教員養成課程で複数の教員免許状を取得した者の割合は、令和４年度卒業生

で 94.2％、令和５年度卒業生で 94.6％である。 

なお、初等教育教員養成課程のうち、特に幼児教育選修学生については、さらに保育 

士資格の取得が可能となっており、令和４年度卒業生で 96.2％、令和５年度卒業生で 

92.6％が教員免許状と保育士資格の両方を取得している。[1.2] 

〇 中等教育教員養成課程で複数の教員免許状を取得した者の割合は、令和４年度卒業生 

で 98.1％、令和５年度卒業生で 98.2％である。[1.2] 

〇 特別支援学校教員養成課程で複数の教員免許状を取得した者の割合は、令和４年度卒

業生で 93.3％、令和５年度卒業生で 100.0％である。[1.2] 

〇 養護教諭養成課程で複数の教員免許状を取得した者の割合は、令和４年度卒業生で

48.7％、令和５年度卒業生で 51.2％である。[1.2] 

〇 その他、各選修、専攻、コース等に応じて、「社会教育士（養成課程）称号付与者」

「スクールソーシャルワーク教育課程修了者」「愛知教育大学教育メディエーター称号

授与者」「日本語教員養成課程卒業者」「日本スポーツ協会公認スポーツ指導者免除適

応コース修了者」等の資格や称号を取得して卒業する学生が多くいる。[1.2] 

 

 

＜必須記載項目２ 就職、進学＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 教員就職率（教員養成課程）（文部科学省公表） 

・ 正規任用のみの教員就職率（教員養成課程）（文部科学省公表） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

〇  本学の教員養成は、教育内容・教育方法・指導体制の充実、就職支援の整備、 附属学 

校や教育現場との連携等を基本的な目標として取り組んだ成果として、国立の教員養

成大学・学部及び国私立の教職大学院の卒業者及び修了者の就職状況等（文部科学省発

表）において、教員就職者数が令和４年度５１２人、令和５年度５３９人と令和２年度

から引き続き４年連続全国１位を維持している。また、正規教員就職者数においても令

和４年度３６８人、令和５年度３６５人と過去１０年において全国３位以内を維持し

ている。[2.1] 
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 〇   教員就職率を向上させるため、教員採用試験対策講座として校長経験者等（教員就

職特任指導員）による実践的・具体的な講義を１０月下旬から約１０ヶ月にわたり開

講し、令和４年度は５４６人、令和５年度は５５０人の学部学生が受講した。また、

３年次対象の筆記試験対策講座、小論文対策講座、募集要項説明会、願書の書き方指

導、面接指導、個別相談などを、大学３年次受験を対象とした教員採用試験対策とし

て、２年次も受けられるよう受講枠を調整し、さらに採用試験対策等に関する教員就

職ガイダンスを臨時開催するなどの充実を行った。さらに、県外の教員就職を希望す

る学生に対応するため、令和４年度から岐阜県、三重県の公立学校の校長経験者を教

員就職特任指導員に加え、採用試験対策の強化を図った。 

教員就職率について、第４期中期目標期間における目標値を 69.1％（第３期中期目

標期間の平均値）以上と設定した。上記取組等の結果、令和４年度（R5.4 採用）は

73.0％、令和５年度（R6.4 採用）は 76.8％と目標を達成している。 [2.1]  
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２．教育学研究科 

（１）教育学研究科の教育目的と特徴 

 

１． 教育学研究科の教育・研究目的 

 

本学大学院の目的は、学則に次のとおり明示している。 

教職大学院の課程である教育実践高度化専攻は、学校現場の実情に即した教科領域等も

含め、学校教育に関わる理論と実践の融合を基本とし、理論の応用並びに実践の理論化に

関わる諸能力の修得によって実践的指導力を備えた教員を養成するとともに、一定の教職

経験を有する現職教員に対しては、確かな指導理論と実践力・応用力を備え、指導的役割

を果たし得る教員を育成することを目的とする。また、教職大学院の課程を実践的なキャ

リアアップの場として位置付け、学校・地域及び教育関係諸機関との連携を活かしつつ、

教師教育の更なる質的向上を図る。 

修士課程である教育支援高度化専攻は、社会的要請を踏まえ、教育支援に関わる高度な

専門的知識、研究能力を有する人材の育成を図ることを目的とする。併せて、日本型教育

の特徴をよく理解し、諸外国における教育の向上に貢献できる有為な人材の育成をめざす。

また、社会人においては、修士課程を、個々人のキャリアを活かし、専門性の更なる向上

を図る場として位置付ける。  

後期３年博士課程である共同教科開発学専攻は、専攻分野について、研究者として自立

して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能

力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

【博士】博士課程はディプロマ・ポリシーにおいて、「学位取得後に国公私立大学の教

員養成系の学士課程、教職大学院を含む大学院課程等の高等教育機関において、自立した

教科開発学分野の教育者及び研究者として、高度な資質を持った教員養成を行うことので

きる者を育成することを目的としています。」と明示されている。 

 

 

２． 教育学研究科の特徴 

 

①教育実践高度化専攻（教職大学院）では、自らの教育実践を理論に基づき振り返ること

ができる実習を教育課程の中心に置くことにより、理論と実践の往還を持続的に発展させ

ていくことを基本的な教育方法とし、以下の科目等で教育課程を編成・実施している。 

◎カリキュラムデザイン、道徳教育、特別支援教育など今日的な教育課題を探究する｢５領

域｣の共通科目 

◎経験の省察を基に、新たな教育を創造することのできる力を養う｢体験プログラム開発

に関する領域｣の共通科目 

◎各コースの内容を横断的に学ぶ｢コース共通専門科目｣ 

◎各コース・各系の専門性を高めるための｢専門科目｣ 

◎理論と実践の融合をはかるための課題実践実習、教師力向上実習等の｢実習科目｣ 

◎学びの集大成である「実践研究報告書」につなげる課題実践研究の科目 

 以上の科目において、学校現場等での実際的な問題解決に資するため、発表、討論、フ

ィールドワーク、ワークショップ、事例研究、ロールプレイングなどの手法を用いた教育
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を実施している。 

 また、教育実践高度化専攻では、学部卒学生に対して、主指導教員のほかにサポート教

員（実務家教員）を配置し２名体制で指導することとしており、学校現場での実習におい

て手厚い指導を行うことができるようにしている。 

② 教育支援高度化専攻では、教育現場と地域に即した高度な専門的知識、教育方法、研究

能力を身に付け、学校をプラットフォームとした「チームとしての学校」体制の実現を目

標とする次世代の日本型教育システムを研究開発し、それを諸外国も含め実践・展開でき

る人材の育成を目指し、以下の科目等で教育課程を編成・実施している。 

◎地域的課題と国際的な視野からの教育力の養成及び各コースの基盤となる共通科目 

◎各コースの専門性及び研究能力を高めるためのコース科目 

◎修士論文の作成等に関する研究指導を中心とした特別研究科目 

以上の科目において、学校現場等での実際的な問題解決に資するため、発表、討論、フ

ィールドワーク、ワークショップ、事例研究、ロールプレイングなどの手法を用いた教育

を実施している。 

③ 共同教科開発学専攻では、子どもたちを取り巻く環境を視野に入れ、教科との関わりの

中で学校教育が抱える複雑化し、多様化した諸課題に対応した教科開発学の分野における

研究を行いつつ、専門に関する幅広い知識や深い理解に基づき研究を遂行する能力及び実

践力を有する大学教員をはじめとした研究職を志向する者の育成を目指し、以下の科目等

で教育課程を編成し実施している。 

◎教科開発学の原理的諸課題や教科開発学の研究方法論を習得したり、大学教員としての

教育実践力、教員ＦＤ等、実践的諸課題を探究したりするための専攻基礎科目 

◎教育環境学と教科学の先進的かつ多様な知見を習得するとともに、その知見を教科開発、

教育方法、教材開発などに活用することを追究するための専攻分野科目 

◎教員から提示された研究課題や自己の研究課題について、成果発表を通した学生自身の

課題追究、各学生の研究進捗状況をフォローアップするための専攻応用科目 

 共同教科開発学専攻における教育は、授業科目の履修と学位論文の作成に関する指導に

よって行われる。具体的な教育・学習方法に関する方針は次のとおり。 

◎教科開発学の研究方法論を習得し実践的諸課題を探究するために、講義、討論、発表形

式等の授業を行う。 

◎教育環境学と教科学の先進的かつ多様な知見を習得し教科開発などに活用することを追

究するために、演習、グループワーク、フィールドワーク等の授業を行う。 

◎自己の研究課題を追究し研究成果を評価するために、発表形式の授業を行う。 

また、共同教科開発学専攻では、静岡大学との共同設置の趣旨から、学生の指導体制に

おいて、主指導教員の他に両方の大学から少なくとも１人以上の副指導教員を配置し、３

人以上の教員で指導している。また、講義は原則として土曜日・日曜日の開講と夏期・冬

期における集中講義の導入などで、仕事に従事しながら修学できるよう配慮を行い、さら

に一方の大学にいながら相手大学の授業が受講できるよう、テレビ会議システム等を利用

した授業も展開している。 

④ 本学大学院では、現職教員や社会人に修学の機会を提供するため長期履修学生制度を

導入している。 また、教育支援高度化専攻教育ガバナンスキャリアコースにおいては、昼

夜開講コースを設け、日中仕事に従事しながら修学できるようカリキュラム上の工夫を行

っている。 
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３． 特色ある取組 

 

① 教育実践高度化専攻においては、小学校教員免許状取得プログラム及び中学校教員免

許状取得プログラムを開講している。本プログラムでは、教職大学院に３年間在学し、教

職大学院の授業履修に加えて、学部の免許状取得に必要な科目を履修することで、他校種

の教育職員免許状を取得できる。 

 
② 学部４年間と大学院２年間を一貫させた「教科横断探究コース（旧 ６年一貫教員養成

コース）」を設定している。このコースでは、学部段階から教職大学院への進学を見通し、

教科や総合的な学習の時間、特別活動など教科等を横断して探究的な学びを展開している。 
 

 [特記事項]  

なし 

 

（２）「教育の水準」の分析 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況  

＜必須記載項目１ 学位授与方針＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 公表された学位授与方針（別添資料 2-i1-1 ） 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

なし 

 

＜必須記載項目２ 教育課程方針＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 公表された教育課程方針（別添資料 2-i2-1 ） 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

 なし 

 

＜必須記載項目３ 教育課程の編成、授業科目の内容＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 体系性が確認できる資料 

（別添資料 2-i3-1、2-i3-2、2-i3-3、2-i3-4、2-i3-5 ） 

・ 自己点検・評価において体系性や水準に関する検証状況が確認できる資料 

 （別添資料 1-i3-1 （再掲）） 

・ 研究指導、学位論文（特定課題研究の成果を含む。）指導体制が確認できる資料 

（別添資料 1-i7-2 （再掲）、 2-i3-6、2-i3-7、2-i3-8、2-i3-9、2-i3-10、2-i3-11 ） 
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【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○【教職大学院】年間複数回、全体合同ゼミを行っており、その中で実施する研究交流会

により、所属するコース・系を越えて互いに研究内容を深めることのできる機会を設

けている。[3.0] 

○【教職大学院】１年次の２月に、実践研究報告書中間報告会を実施しており、１年次の

研究の成果及び２年次の本格的な実習（実践）に向けての計画を発表し、複数の教

員・学生から助言を受ける機会を設けている。[3.0] 

○【修士】修士課程では、定期的な学生指導の実施についての現状調査報告や担当教員

FD の企画・実施を行うこととしている。令和４年度には、修士課程の各コースで実施

されている、授業履修指導・修士研究指導・就業活動指導などの学生指導に係る取組

について、コース間で情報共有や意見交換を行うことで、指導体制の一層の充実を図

った。令和５年度には、学生の振り返りを活かして自覚的な学修活動を促す取組や、

研究やキャリア教育での指導の質向上の取組を推進するため、ワーキンググループを

立ち上げ、各コースの現状の指導体制における問題点等を把握するために学生及び教

員にアンケートを実施した。[3.0] 

○【修士】外国人児童生徒支援は、対象となる子供たちが日本に居住しているときだけで

なく、母国への帰国後も必要となるため、教職大学院の専門科目である「外国人児童

生徒への総合的発達支援」を、令和６年度から日本型教育グローバルコースの専門科

目との共同開設とすることとした。[3.2] 

○【博士】共同大学院を構成する静岡大学と連携しながら、計画的・補完的に担当教員を

増員し、授業科目の更なる充実を図った。本学では、令和４年度に「第二言語教育論

研究」、「社会科教育論研究」など６科目を新たに開講した。[3.1] 

 

第４期中に新たに開講した科目一覧（愛知教育大学分） 

R4 R5  （年度） 

第二言語教育論研究 

社会科教育論研究 

倫理教材論研究 

国語科教育内容論研究 

保健科教育論研究 

体育教材開発論研究 

（なし） 
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＜必須記載項目４ 授業形態、学習指導法＞ 

【基本的な記載事項】 

・ １年間の授業を行う期間が確認できる資料 

（別添資料 2-i4-1、2-i4-2 ） 

・ シラバスの全件、全項目が確認できる資料、学生便覧等関係資料 

 （別添資料 1-i4-2（再掲）、2-i4-3、2-i4-4 ） 

・ 専門職大学院に係るＣＡＰ制に関する規定 

 （別添資料 2-i4-5 ） 

・ 教職大学院に係る連携協力校との連携状況が確認できる資料 

 （別添資料 2-i4-6 ） 

・ 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数 

 （別添資料 2-i4-7 ） 

・ インターンシップの実施状況が確認できる資料 

   該当なし 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○【教職大学院】教職大学院の授業では、学卒院生と現職教員院生を共修としており、属

性の異なる院生がグループワークやロールプレイングなどを行うことで、双方に学び・

刺激のある授業が展開されている。[4.1] 

○【教職大学院】教育支援高度化専攻（修士課程）が開設する授業科目についても、受講

制限のある科目及びゼミ科目を除いて自由科目として履修可能としている。[4.1] 

○【修士】教育上有益と認める場合は、他の大学院又は研究所において、１年間を超えな

い範囲で必要な研究指導を受けることができる「研究指導委託制度」を設けている。

[4.0] 

○【修士】教職実践高度化専攻（教職大学院）が開設する授業科目についても、受講制限

のある科目及びゼミ科目を除いて自由科目として履修可能としている。[4.1] 

○【教職大学院】【修士】教育ガバナンスキャリアコースのカリキュラムの一部は、教職

大学院の学校マネジメントコースと共通化しており、学校教員と教育支援専門職が共に

学べる環境となっている。[4.0] 

○【修士】教育ガバナンスキャリアコースについては、勤務と大学院修学の両立が可能と

なるよう、週３日６時間目の夜間開講及び土日の集中講義形式で授業を開講している。

[4.0] 

○【博士】講義は、原則として土曜日、日曜日や夏季・冬季休業中に行っており、また、
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長期履修制度を活用することで、就労している学生が休職せずに学ぶことができるよ

う、直進学生は平日に学校現場等で勤務することができるよう配慮している。また、共

同教育課程の特色を活かし、学生の経済的・時間的な負担を軽減するため、遠隔教育シ

ステムを効果的に使った講義や研究指導を行っている。[4.3] 

○【博士】博士課程では、研究のみではなく、コースワークも重視しており、多様な授業

を開設している。授業科目は、基礎科目、分野科目、応用科目に分類されており、それ

ぞれの科目群から少なくとも、６単位、10 単位、４単位以上履修することとなっている。

指導教員の専門的授業のみに出席し、学位論文を作成する従来型の博士課程とは異な

り、多様な授業を履修することで、広い学問的素養を身に付け、それを学位論文作成に

活かせる環境を準備している。[4.0] 

○【博士】静岡大学との共同設置の趣旨から、学生の指導体制において、学籍大学からの

主指導教員のほかに、双方の大学から少なくとも１人以上の副指導教員、さらに、必要

に応じて補佐教員も配置し、３人以上の教員で多角的に研究・学位論文作成指導を行っ

ている。加えて、個々の学生の研究・学位論文作成の進捗状況を確認するため、各学年

に教科開発学セミナーⅠ～Ⅲを配置・開講し、今後の研究の進め方やまとめ方の助言を

行う場や個別指導の場として機能させている。[4.5] 

 

＜必須記載項目５ 履修指導、支援＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 履修指導の実施状況が確認できる資料（別添資料 2-i5-1 ） 

・ 学習相談の実施状況が確認できる資料（別添資料 2-i5-2 ） 

・ 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料 

（別添資料 2-i5-3） 

・ 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料 

（別添資料 2-i5-4 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○【教職大学院】教員就職・採用試験対策として、教員就職特任指導員（校長経験者等）

による各種講座において、大学院生専用を開設し、専用の特任指導員を配置して、口述

試験対策の強化を図るなどした。［5.3］ 

○【教職大学院】【修士】【博士】修士課程及び博士課程では、毎年度当初に指導教員が

指導学生ごとに「学位論文指導計画書」を作成し、体系的に論文指導を実施してい

る。教職大学院においても、令和５年度から、２年次の学生について、「課題実践研

究の指導の計画」を策定することとした。[5.1] 

○【教職大学院】【修士】教職大学院及び修士課程の教育ガバナンスキャリアコースにつ

いては、現職の学生で条件を満たす者に授業料免除特別措置を行っている。[5.0] 

第１章　教育活動

16



 

○【教職大学院】【修士】教職大学院及び修士課程の教育ガバナンスキャリアコースで

は、まずは１科目から授業を履修してみたいといったニーズに応えるため、一部の授

業で科目等履修生の受入れを行っており、入学前に科目等履修で取得した単位を入学

後に大学院の修得単位として認定できることとしている。[5.1] 

○【教職大学院】学卒院生を対象として、研究指導を担当する主指導教員に加え、実習指

導を担当する実務家教員をサポート教員として配置し、教育面と研究面において、チ

ーム体制で指導することとしている。[5.1] 

○【教職大学院】社会的ニーズに応えるため、長期在学制度（修業年限３年）を活用した

「小学校教員免許状取得プログラム」及び「中学校教員免許状取得プログラム」を設

けている。[5.0] 

 

小学校及び中学校教員免許状取得プログラム 受講者の推移       （単位：人） 

プログラム 令和４年度 令和５年度 計  

小学校 ４ ６ 10 

中学校 ２ １ ３ 

 

○【博士】「教科開発学研究会」を毎年開催し、講演会や研究発表を通して、教科開発学

の意義と役割、独自性などを確認しつつ、研究成果に関する議論を深めている。ま

た、在学生、担当教員のみならず修了生も参加し、博士論文執筆の経験談の発表や質

疑応答を通じての助言等を行い、学術的な交流の場となっている。講演会のテーマ

は、令和４年度は「学問による教育実践の省察と実践の改善に向けて―教育学と教員

養成大学の復権を求めて―」、令和５年度は「生成 AI とは何か ―新たな技術がもた

らす脅威と可能性―」とした。[5.0] 

 

＜必須記載項目６ 成績評価＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 成績評価基準（別添資料 1-i4-2（再掲）、2-i4-3（再掲）、2-i6-1 ） 

・ 成績評価の分布表（別添資料 2-i6-2、2-i6-3、2-i6-4、2-i6-5 ） 

・ 学生からの成績評価に関する申立ての手続きや学生への周知等が明示されている資料

（別添資料 1-i5-6（再掲）、1-i6-9（再掲）、1-i6-10（再掲）、 2-i4-3（再掲）） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

なし 
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＜必須記載項目７ 卒業（修了）判定＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 卒業又は修了の要件を定めた規定 

（別添資料 1-i7-2（再掲）、2-i7-1、2-i7-2、2-i7-3 ） 

・ 卒業又は修了判定に関する教授会等の審議及び学長など組織的な関わり方を含めて卒

業（修了）判定の手順が確認できる資料（別添資料 1-i7-3（再掲）、2-i7-4、2-i7-5、

2-i7-6、2-i7-7、2-i7-8） 

・ 学位論文の審査に係る手続き及び評価の基準（別添資料 2-i7-6（再掲）、 2-i7-7（再

掲）、2-i7-8（再掲）、2-i7-9、2-i7-10 ） 

・ 修了判定に関する教授会等の審議及び学長など組織的な関わり方が確認できる資料 

（別添資料 1-i7-3（再掲）、2-i7-5（再掲）、2-i7-6（再掲）、2-i7-7（再掲）、2- 

i7-8（再掲）） 

・ 学位論文の審査体制、審査員の選考方法が確認できる資料（別添資料 2-i7-6（再掲）、 

2-i7-7（再掲）、2-i7-8（再掲）、2-i7-9(再掲) ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

なし 

 

＜必須記載項目８ 学生の受入＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 学生受入方針が確認できる資料（別添資料 2-i8-1、2-i8-2、2-i8-3 ） 

・ 入学定員充足率（別添資料 2-i8-4 ） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○【教職大学院】令和元年度から、愛知県・三重県の私立大学と「教員養成の高度化に関

する連携協定」を締結してきており、締結大学を対象として特別選抜を実施し、教職へ

の高い意欲を有する優秀な学生を受け入れている。令和４年度には中京大学と、令和５

年度には東海学園大学、中部学院大学、岐阜協立大学と協定を締結し、締結大学は計 11

大学へと拡大した。[8.1] 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

＜必須記載項目１ 卒業（修了）率、資格取得等＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 標準修業年限内卒業（修了）率（別添資料 2-ii1-1、2-ii1-2、2-ii1-3 ） 

・ 「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率（別添資料 2-ii1-1、2-ii1-2、2-ii1-3 ） 

   

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○【修士】臨床心理学コースにおける公認心理師合格率は、例年高い水準を保っており、

目的に合った学習内容の提供が証明されている。令和４年度及び令和５年度修了者の現

役合格率は次のとおりである。[1.2] 

公認心理師 受験結果 

実施年度 令和４年度 令和５年度 

受験者数 17 人 9 人 

合格者数 16 人 8 人 

合格率 94.1% 88.9% 

 

○【修士】臨床心理学コースにおける臨床心理士合格率は、例年高い水準を保っており、

目的に合った学習内容の提供が証明されている。令和４年度修了者の修了後１年目の合

格率は次のとおりである。[1.2] 

臨床心理士 受験結果 

実施年度 令和４年度 

受験者数 14 人 

合格者数 11 人 

合格率 78.6% 

 

 

＜必須記載項目２ 就職、進学＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 教員就職率（教員養成課程）（文部科学省公表） 

・ 正規任用のみの教員就職率（教員養成課程）（文部科学省公表） 

・ 教員就職率（教職大学院）（文部科学省公表） 

・ 正規任用のみの教員就職率（教職大学院）（文部科学省公表） 

 

 

第１章　教育活動

19



【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○【教職大学院】令和５年度実施における公立学校の教員採用試験合格者は、受験者 43 人

中 35 人で合格率は 81.4％となっている。教員採用試験対策として、大学院生専用に特

任指導員を配置して口述試験対策を行い、教員就職率は令和４年度 95.5％、令和５年度 

82.6％と高水準を維持している。[2.1]  

○【博士】修了生４名全員が教育関係の職又は研究者の職に就き、博士課程のディプロマ

ポリシーに明示された目的を達成している。［2.3］ 
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Ⅱ
　
基
準
ご
と
の
自
己
評
価

領
域
２
　
内
部
質
保
証
に
関
す
る
基
準

：
「
該
当
な
し
」

分
析
項
目

分
析

項
目

に
係

る
別
紙

様
式

、
根

拠
資

料
・

デ
ー

タ
欄

備
考

再
掲

・
Ｆ

Ｄ
の

内
容

・
方

法
及

び
実

施
状

況
一

覧
（

別
紙
様

式
２

－
５

－
４

）

2
-
5
-
4
 
Ｆ

Ｄ
の

内
容

・
方

法
及

び
実

施
状

況
一

覧

3
_
1
_
令

和
５

年
度

愛
知

教
育

大
学

F
D
活

動
報

告
書

3
_
2
_
令

和
５

年
度

教
育

研
究

創
成

セ
ン

タ
ー

・
Ｆ

Ｄ
開

発
部

門
の

活
動

に
つ

い
て

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

基
準
２
－
５
　
組
織
的
に
、
教
員
の
質
及
び
教
育
研
究
活
動
を
支
援
又
は
補
助
す
る
者
の
質
を
確
保
し
、
さ
ら
に
そ
の
維
持
、
向
上
を
図
っ
て
い
る
こ
と

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

評
価
項
目
３
［
分
析
項
目
２
－
５
－
４
］

　
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
（

Ｆ
Ｄ

）
を
組
織
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】
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Ⅱ
　
基
準
ご
と
の
自
己
評
価

領
域
４
　
施
設
及
び
設
備
並
び
に
学
生
支
援
に
関
す
る
基
準

:「
該
当
な
し
」

分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別
紙

様
式

、
根

拠
資

料
・

デ
ー

タ
欄

備
考

再
掲

・
相

談
・

助
言

体
制

等
一

覧
（

別
紙

様
式

４
－

２
－

１
）

4-
2-

1 
相

談
・

助
言

体
制

等
一

覧

・
保

健
（

管
理

）
セ

ン
タ

ー
、

学
生

相
談

室
、

就
職

支
援

室
等

を
設

置
し

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
概

要
や

相
談

・
助

言
体

制
（

相
談

員
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
配

置
等
）

が
確

認
で

き
る

資
料

4_
1_

愛
知

教
育

大
学

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

規
程

4_
2_

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

体
制

、
利

用
者

数
実

績

4_
3_

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

利
用

案
内

（
本

学
We

bサ
イ

ト
）

4_
4_

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

・
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
相

談
体

制
や

対
策

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
取

扱
要

項
等

）

4_
5_

愛
知

教
育

大
学

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

等
に

関
す

る
規

程

4_
6_

愛
知

教
育

大
学

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

4_
7_

愛
知

教
育

大
学

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

相
談

マ
ニ

ュ
ア

ル

4_
8_

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

・
生

活
支

援
制

度
の

学
生

へ
の

周
知

方
法

（
刊

行
物

、
プ

リ
ン

ト
、

掲
示

等
）

が
確

認
で

き
る

資
料

4_
9_

学
生

サ
ポ

ー
ト

体
制

（
相

談
窓

口
）

（
本

学
We
bサ

イ
ト

）

4_
10

_学
生

生
活

ガ
イ

ド
(冊

子
）

（
抜

粋
）

・
生

活
支

援
制

度
の

利
用

実
績

が
確

認
で

き
る

資
料

4_
2_

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

体
制

、
利

用
者

数
実

績
再

掲

4_
11

_令
和

５
年

度
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
対

応
件

数

4_
12

_2
02

3年
度

な
ん

で
も

相
談

コ
ー

ナ
ー

の
相

談
者

数
等

（
非

公
表

）

・
課

外
活

動
に

係
る

支
援

状
況

一
覧

（
別

紙
様

式
４

－
２

－
２

）

4-
2-

2 
課

外
活

動
に

係
る

支
援

状
況

一
覧

評
価
項
目
５
［
分

析
項

目
４

－
２

－
２

］
　

学
生

の
部

活
動

や
自

治
会

活
動

等
の

課
外

活
動

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

よ
う

、
必

要
な

支
援

を
行

っ
て

い
る

こ
と

基
準
４
－
２
　
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進
路
、
課
外
活
動
、
経
済
面
で
の
援
助
等
に
関
す
る
相
談
・
助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
４
［
分

析
項

目
４

－
２

－
１

］
　

学
生

の
生

活
、

健
康

、
就

職
等

進
路

に
関

す
る

相
談

・
助

言
体

制
及

び
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

に
関

す
る

相
談

・
助

言
体

制
を

整
備

し
て

い
る

こ
と
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・
留

学
生

へ
の

生
活

支
援

の
内

容
及

び
実

施
体

制
（

別
紙

様
式

４
－

２
－

３
）

4-
2-

3留
学

生
へ

の
生

活
支

援
の

内
容

及
び

実
施

体
制

・
留

学
生

に
対

す
る

外
国

語
に

よ
る

情
報

提
供

（
健

康
相

談
、

生
活

相
談

等
）

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

資
料 6_

1_
愛

知
教

育
大

学
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
規

程

6_
2_

入
学

時
ガ

イ
ダ

ン
ス

掲
示

資
料

（
外

国
人

留
学

生
用

）
(本

学
We
bサ

イ
ト

)

6_
3_

外
国

人
留

学
生

の
た

め
の

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
（

本
学

We
bサ

イ
ト

）

6_
4_

外
国

人
留

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
英

語
版

）

6_
5_

国
際

交
流

会
館

チ
ュ

ー
タ

ー
業

務
内

容

6_
6_

国
際

交
流

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
募

集
要

項

6_
7_

就
職

活
動

支
援

セ
ミ

ナ
ー

の
周

知
メ

ー
ル

(非
公

表
）

・
障

害
の

あ
る

学
生

等
に

対
す

る
生

活
支

援
の

内
容

及
び

実
施

体
制

（
別

紙
様

式
４

－
２

－
４

）

4-
2-

4 
障

害
の

あ
る

学
生

等
に

対
す

る
生

活
支

援
の

内
容

及
び

実
施

体
制

7_
1_

愛
知

教
育

大
学

障
害

学
生

サ
ポ

ー
ト

委
員

会
規

程

7_
2_

愛
知

教
育

大
学

障
害

学
生

支
援

室
規

程

・
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
対

応
要

領
等

の
規

定
類

7_
3_

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

に
お

け
る

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

教
職

員
対

応
要

領

評
価
項
目
７
［
分

析
項

目
４

－
２

－
４

］
　

障
害

の
あ

る
学

生
そ

の
他

特
別

な
支

援
を

行
う

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
学

生
へ

の
生

活
支

援
等

を
行

う
体

制
を

整
備

し
、

必
要

に
応

じ
て

生
活

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と

評
価
項
目
６
［
分

析
項

目
４

－
２

－
３

］
　

留
学

生
へ

の
生

活
支

援
等

を
行

う
体

制
を

整
備

し
、

必
要

に
応

じ
て

生
活

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
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・
経

済
的

支
援

の
整

備
状

況
、

利
用

実
績

一
覧

（
別

紙
様

式
４

－
２

－
５

）

4-
2-

5 
経

済
的

支
援

の
整

備
状

況
、

利
用

実
績

一
覧

・
奨

学
金

制
度

の
整

備
状

況
と

当
該

窓
口

の
周

知
が

確
認

で
き

る
資

料

4_
12

_経
済

支
援

の
窓

口
の

周
知

再
掲

8_
1_

奨
学

金
制

度
（

本
学

We
bサ

イ
ト

）

・
日

本
学

生
支

援
機

構
奨

学
金

等
の

利
用

実
績

が
確

認
で

き
る

資
料

8_
2_

令
和

5年
度

独
立

行
政

法
人

日
本

学
生

支
援

機
構

奨
学

金
採

用
者

／
奨

学
生

数

・
大

学
独

自
の

奨
学

金
制

度
等

を
有

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

制
度

や
利

用
実

績
が

確
認

で
き

る
資

料

8_
3_

Ａ
Ｕ

Ｅ
修

学
支

援
基

金
規

則

8_
4_

愛
知

教
育

大
学

未
来

基
金

規
程

8_
5_

「
愛

知
教

育
大

学
奨

学
金

　
ひ

ら
く

」
に

関
す

る
細

則

・
入

学
料

、
授

業
料

免
除

等
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

基
準

や
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料

8_
6_

愛
知

教
育

大
学

授
業

料
等

免
除

及
び

徴
収

猶
予

に
関

す
る

規
程

8_
7_

愛
知

教
育

大
学

授
業

料
等

免
除

及
び

徴
収

猶
予

に
関

す
る

細
則

8_
8_

入
学

料
・

授
業

料
免

除
実

績

8_
9_

令
和

5年
度

民
間

奨
学

金
公

募
採

択
状

況
一

覧

・
学

生
寄

宿
舎

を
設

置
し

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
利

用
状

況
（

料
金

体
系

を
含

む
。

）
が

確
認

で
き

る
資

料

8_
10

_愛
知

教
育

大
学

学
生

寮
管

理
運

営
規

程

8_
11

_学
生

寮
入

居
状

況

8_
12

_学
生

寮
に

つ
い

て
（

本
学

We
bサ

イ
ト

）

・
上

記
の

ほ
か

、
経

済
面

の
援

助
の

利
用

実
績

が
確

認
で

き
る

資
料

評
価
項
目
８
［
分

析
項

目
４

－
２

－
５

］
　

学
生

に
対

す
る

経
済

面
で

の
援

助
を

行
っ

て
い

る
こ

と
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②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き
こ

と
等

が
あ

れ
ば

、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

【
特

記
事

項
】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示
し

た
上

で
、

そ
の

理
由

を
40
0字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

第１章　教育活動

25



Ⅱ
　
基
準
ご
と
の
自
己
評
価

領
域
５
　
学
生
の
受
入
に
関
す
る
基
準

：
「
該
当
な
し
」

分
析
項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
学

生
受

入
方

針
が

確
認

で
き

る
資

料

9
_
1
_
「

求
め

る
学

生
像

」
及

び
「

入
学

者
選

抜
の

基
本

方
針

」
学

部

9
_
2
_
「

求
め

る
学

生
像

」
及

び
「

入
学

者
選

抜
の

基
本

方
針

」
教

育
学

研
究

科

9
_
3
_
「

求
め

る
学

生
像

」
及

び
「

入
学

者
選

抜
の

基
本

方
針

」
博

士
課

程

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価

で
き

な
い

活
動

や
取

組
に

お
け

る
個

性
や

特
色

、
資

料
を

参
照

す
る

際
に

留
意

す
べ

き
こ

と
等

が
あ

れ
ば

、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

基
準
５
－
１
　
学
生
受
入
方
針
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内

容
を

十
分

に
立

証
で

き
な

い
と

判
断

す
る

場
合

に
は

、
当

該
分

析
項

目
の

番
号

を
明

示
し

た
上

で
、

そ
の

理
由

を
4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

評
価
項
目
９

［
分
析
項
目
５
－
１
－
１
］

　
学
生
受
入
方
針
に
お
い
て
、
「
求
め
る
学
生
像
」
及
び
「
入
学
者
選

抜
の

基
本

方
針

」
の

双
方

を
明

示
し
て
い
る
こ
と

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を

満
た

す
か

満
た

さ
な

い
か

。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】
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分
析
項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
入

学
者

選
抜

の
方

法
一

覧
（

別
紙

様
式

５
－

２
－

１
）

5
-
2
-
1
 
入

学
者

選
抜

の
方

法
一

覧

1
0
_
1
_
学

部
選

抜
方

法
一

覧

1
0
_
2
_
教

育
学

研
究

科
（

教
職

大
学

院
）

選
抜

方
法

一
覧

1
0
_
3
_
教

育
学

研
究

科
（

修
士

課
程

）
選

抜
方

法
一

覧

1
0
_
4
_
教

育
学

研
究

科
（

修
士

課
程

グ
ロ

ー
バ

ル
）

選
抜

方
法

一
覧

1
0
_
5
_
教

育
学

研
究

科
（

博
士

課
程

）
選

抜
方

法
一

覧

・
入

試
委

員
会

等
の

実
施

組
織

及
び

入
学

者
選

抜
の

実
施

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

1
0
_
6
_
愛

知
教

育
大

学
入

学
試

験
委

員
会

規
程

（
非

公
表

）

・
入

学
者

選
抜

の
試

験
実

施
に

係
る

実
施

要
項

、
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

等

1
0
_
7
_
個

別
学

力
検

査
等

前
期

日
程

監
督

要
領

（
非

公
表

）

・
面

接
、

実
技

試
験

等
に

お
い

て
評

価
の

公
正

性
を

担
保

す
る

組
織

的
取

組
の

状
況

を
示

す
資

料
（

面
接

要
領

等
）

1
0
_
8
_
面

接
試

験
に

お
け

る
留

意
事

項
（

非
公

表
）

・
学

士
課

程
に

つ
い

て
は

、
個

別
学

力
検

査
及

び
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
に

お
い

て
課

す
教

科
・

科
目

の
変

更
等

が
入

学
志

願
者

の
準

備
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
場

合
に

２
年

程
度

前
に

予
告

・
公

表
さ

れ
た

も
の

で
直

近
の

も
の

1
0
_
9
_
学

部
入

学
試

験
に

係
る

予
告

・
学

生
の

受
入

状
況

を
検

証
す

る
組

織
、

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

1
1
_
1
_
愛

知
教

育
大

学
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

オ
フ

ィ
ス

規
程

（
非

公
表

）

・
学

生
の

受
入

状
況

を
検

証
し

、
入

学
者

選
抜

の
改

善
を

反
映

さ
せ

た
こ

と
を

示
す

具
体

的
事

例
等

1
1
_
2
_
第

５
回

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
会

議
議

事
要

録

1
1
_
3
_
第

６
回

学
部

入
試

部
会

議
事

メ
モ

1
1
_
4
_
第

７
回

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
会

議
議

事
要

録

1
1
_
5
_
教

職
大

学
院

中
学

校
免

許
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

講
教

科
の

拡
大

に
つ

い
て

（
非

公
表

）

基
準
５
－
２
　
学
生
の
受
入
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
１
０

［
分
析
項
目
５
－
２
－
１
］

　
学
生
受
入
方
針
に
沿
っ
て
、
受
入
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
実
施
体

制
に

よ
り

公
正

に
実

施
し

て
い

る
こ
と

評
価
項
目
１
１

［
分
析
項
目
５
－
２
－
２
］

　
学
生
受
入
方
針
に
沿
っ
た
学
生
の
受
入
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

た
め

の
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
入
学
者
選
抜
の
改
善
に
役
立
て
て
い

る
こ

と
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②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価

で
き

な
い

活
動

や
取

組
に

お
け

る
個

性
や

特
色

、
資

料
を

参
照

す
る

際
に

留
意

す
べ

き
こ

と
等

が
あ

れ
ば

、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
認

証
評

価
共

通
基

礎
デ

ー
タ

様
式

【
大

学
（

専
門

職
大

学
含

む
）

用
】

様
式

２

別
紙

様
式

２
 
認

証
評

価
共

通
基

礎
デ

ー
タ

様
式

【
大
学

（
専

門
職

大
学

含
む

）
用

】

・
実

入
学

者
数

が
「

入
学

定
員

を
大

幅
に

超
え

る
」

、
又

は
「

大
幅

に
下

回
る

」
状

況
に

な
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
適

正
化

を
図

る
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料

1
2
_
1
_
入

学
定

員
の

適
正

化
を

図
る

取
組

（
非

公
表

）

1
2
_
2
_
第

1
0
次

第
1
1
回

大
学

改
革

推
進

委
員

会
議

事
要
録

（
非

公
表

）

1
2
_
3
_
令

和
２

年
度

教
職

大
学

院
認

証
評

価
の

評
価

結
果

に
基

づ
く

改
善

を
要

す
る

事
項

に
対

す
る

改
善

状
況

に
つ

い
て

（
非

公
表

）

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価

で
き

な
い

活
動

や
取

組
に

お
け

る
個

性
や

特
色

、
資

料
を

参
照

す
る

際
に

留
意

す
べ

き
こ

と
等

が
あ

れ
ば

、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

【
特
記
事
項
】

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を

満
た

す
か

満
た

さ
な

い
か

。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内

容
を

十
分

に
立

証
で

き
な

い
と

判
断

す
る

場
合

に
は

、
当

該
分

析
項

目
の

番
号

を
明

示
し

た
上

で
、

そ
の

理
由

を
4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

基
準
５
－
３
　
実
入
学
者
数
が
入
学
定
員
に
対
し
て
適
正
な
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
１
２

［
分
析
項
目
５
－
３
－
１
］

　
実
入
学
者
数
が
、
入
学
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
、
又
は
大
幅
に
下
回

る
状

況
に

な
っ

て
い

な
い

こ
と

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を

満
た

す
か

満
た

さ
な

い
か

。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内

容
を

十
分

に
立

証
で

き
な

い
と

判
断

す
る

場
合

に
は

、
当

該
分

析
項

目
の

番
号

を
明

示
し

た
上

で
、

そ
の

理
由

を
4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

令
和
２
年
度
教
職
大
学
院
の
認
証
評
価
に
お
い
て
未
充
足
に
つ
い
て
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
そ

れ
に

対
す

る
改

善
策

を
大

学
改

革
推

進
委

員
会

専
門

部
会

に
お

い
て

検
討

が
な

さ
れ

て
、

実
行

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

し
か
し
、
現
時
点
に
お
い
て
も
教
職
大
学
院
の
入
学
定
員
は
未
充
足
が

続
い

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

本
自

己
点

検
評

価
委

員
会

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

入
学

定
員

の
状

況
を

注
視

し
て

い
く

。
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Ⅱ
　

基
準

ご
と

の
自

己
評

価

領
域
６
　
教
育
課
程
と
学
習
成
果
に
関
す
る
基
準

：
「

該
当

な
し

」

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
策
定
さ
れ
た
学
位
授
与
方
針

1
3
_
1
_
（
教
育
学
部
）
卒
業
の
認
定
に
関
す
る
方
針
【
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
】

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
策
定
さ
れ
た
教
育
課
程
方
針

1
4
_
1
_
（
教
育
学
部
）
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
方
針
【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
】

教
育
学
部

基
準
６
－
１
　
学
位
授
与
方
針
が
具
体
的
か
つ
明
確
で
あ

る
こ
と

評
価
項
目
１
３

［
分
析
項
目
６
－
１
－
１
］

　
学
位
授
与
方
針
を
、
大
学
等
の
目
的
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
か
つ
明
確
に
策
定
し
て
い
る
こ
と

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

学
生
へ
の
わ
か
り
や
す
さ
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
，
「
～
で
き
る
」
と
い
う
形
で
の
明
示
の
仕
方
を
検
討
し
て
も
良
い
と
考
え
る
。

基
準
６
－
２
　
教
育
課
程
方
針
が
、
学
位
授
与
方
針
と
整

合
的
で
あ
る
こ
と

評
価
項
目
１
４

［
分
析
項
目
６
－
２
－
１
］

　
教
育
課
程
方
針
に
お
い
て
、
学
生
や
授
業
科
目
を
担
当
す
る
教
員
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
①
教
育

課
程
の
編
成
の
方
針
、
②
教
育
課
程
に
お
け
る
教
育
・
学
習
方
法
に
関
す
る
方
針
、
③
学
習
成
果
の
評
価

の
方
針
を
明
確
か
つ
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】
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・
策
定
さ
れ
た
教
育
課
程
方
針
及
び
学
位
授
与
方
針

1
3
_
1
_
（
教
育
学
部
）
卒
業
の
認
定
に
関
す
る
方
針
【
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
】

再
掲

1
4
_
1
_
（
教
育
学
部
）
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
方
針
【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
】

再
掲

1
5
_
1
_
学
校
教
員
養
成
課
程
C
P
と
D
P
の
相
関

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
授
業
科
目
の
開
設
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料
（
コ
ー
ス
、
教
養
・
専
門
基
礎
・
専
門
等
の
分
類
、
年
次
配

当
、
必
修
・
選
択
等
の
別
）

1
6
_
1
_
履
修
の
手
引
（
令
和
５
年
度
入
学
者
用
）

P
.
2
5
～

9
0
、

P
.
1
0
7
～

1
1
6

・
体
系
性
が
確
認
で
き
る
資
料
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
、
コ
ー
ス
・
ツ
リ
ー
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
等
）

1
6
_
2
_
履
修
モ
デ
ル
（
大
学
案
内
2
0
2
5
抜
粋
　
教
育
課
程
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

評
価
項
目
１
６

［
分
析
項
目
６
－
３
－
１
］

　
教
育
課
程
の
編
成
が
、
体
系
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
１
５

［
分
析
項
目
６
－
２
－
２
］

　
教
育
課
程
方
針
が
学
位
授
与
方
針
と
整
合
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

基
準
６
－
３
　
教
育
課
程
の
編
成
及
び
授
業
科
目
の
内
容

が
、
学
位
授
与
方
針
及
び
教
育
課
程
方
針
に
則
し
て
、
体
系
的
で
あ
り
相
応
し
い

水
準

で
あ

る
こ

と

学
生
や
授
業
科
目
を
担
当
す
る
教
員
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
い
う
点
で
、
①
教
育
課
程
の
編
成
の
方
針
、
②
教
育
課
程
に
お
け
る
教
育
・
学
習
方
法
に
関
す
る
方
針
、
③
学
習
成
果
の
評
価
の
方
針
に
分
け
て
具
体
的
に
明
示
す
る
こ
と
の

検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】
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・
分
野
別
第
三
者
評
価
の
結
果

1
7
_
1
_
令
和
３
年
度
実
施
大
学
機
関
別
認
証
評
価
評
価
報
告
書

・
学
則
等
の
授
業
科
目
の
時
間
数
に
関
す
る
規
定

1
7
_
2
_
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
育
課
程
に
関
す
る
規
程

第
1
9
条

・
日
本
学
術
会
議
に
よ
る
参
照
基
準
等
に
準
拠
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
資
料

該
当
な
し

・
そ
の
他
自
己
点
検
・
評
価
に
お
い
て
体
系
性
や
水
準
に
関
す
る
検
証
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
状
況
が

分
か
る
資
料

1
7
_
3
_
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
2
0
1
7

第
1
章

・
明
文
化
さ
れ
た
規
定
類

1
8
_
1
_
既
修
得
単
位
に
関
す
る
取
扱
要
領

1
8
_
2
_
他
の
大
学
及
び
短
期
大
学
に
お
け
る
履
修
科
目
と
修
得
単
位
に
関
す
る
取
扱
要
領

1
8
_
3
_
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
の
単
位
認
定
取
扱
要
領

1
8
_
4
_
外
国
の
大
学
に
お
け
る
履
修
科
目
と
修
得
単
位
に
関
す
る
取
扱
要
領

1
8
_
5
_
愛
知
教
育
大
学
編
入
学
者
（
第
３
年
次
編
入
学
）
の
既
修
得
単
位
に
関
す
る
取
扱
要
領

・
研
究
指
導
、
学
位
論
文
（
特
定
課
題
研
究
の
成
果
を
含
む
。
）
指
導
体
制
が
確
認
で
き
る
資
料
（
規
定
、
申

合
せ
等
）

・
研
究
指
導
計
画
書
、
研
究
指
導
報
告
書
等
、
指
導
方
法
が
確
認
で
き
る
資
料

・
国
内
外
の
学
会
へ
の
参
加
を
促
進
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料

・
他
大
学
や
産
業
界
と
の
連
携
に
よ
り
、
研
究
指
導
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
状
況
が
確
認
で
き
る
資

料 ・
研
究
倫
理
に
関
す
る
指
導
が
確
認
で
き
る
資
料

・
Ｔ
Ａ
・
Ｒ
Ａ
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
た
能
力
の
育
成
、
教
育
的
機
能
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
Ｔ

Ａ
・
Ｒ
Ａ
の
採
用
、
活
用
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料

評
価
項
目
１
７

［
分
析
項
目
６
－
３
－
２
］

　
授
業
科
目
の
内
容
が
、
授
与
す
る
学
位
に
相
応
し
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と

［
分
析
項
目
６
－
３
－
４
］

　
大
学
院
課
程
（
専
門
職
学
位
課
程
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
学
位
論
文
（
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の

研
究
の
成
果
を
含
む
。
）
の
作
成
等
に
係
る
指
導
（
以
下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
指
導
教

員
を
明
確
に
定
め
る
な
ど
の
指
導
体
制
を
整
備
し
、
計
画
を
策
定
し
た
上
で
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と

評
価
項
目
１
８

［
分
析
項
目
６
－
３
－
３
］

　
他
の
大
学
又
は
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
習
、
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
単
位
認
定
を

行
っ
て
い
る
場
合
は
、
認
定
に
関
す
る
規
定
を
法
令
に
従
い
規
則
等
で
定
め
て
い
る
こ
と
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①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
１
年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
が
確
認
で
き
る
資
料
（
学
年
暦
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）

1
9
_
1
_
令
和
５
年
度
学
部
授
業
開
講
カ
レ
ン
ダ
ー

・
１
年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
が
確
認
で
き
る
資
料
（
学
年
暦
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）

1
9
_
1
_
令
和
５
年
度
学
部
授
業
開
講
カ
レ
ン
ダ
ー

再
掲

・
 シ
ラ
バ
ス
の
全
件
、
全
項
目
が
確
認
で
き
る
資
料
（
電
子
シ
ラ
バ
ス
の
デ
ー
タ
（
c
s
v
）
、
又
は
U
R
L
等
）
、

学
生
便
覧
等
関
係
資
料

1
6
_
1
_
履
修
の
手
引
（
令
和
５
年
度
入
学
者
用
）

P
.
2
5
～

1
2
6

再
掲

2
1
_
1
_
シ
ラ
バ
ス
作
成
要
領

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
（
別
紙
様
式
６
－
４
－
４
）

6
-
4
-
4
 
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目

・
Ｃ
Ａ
Ｐ
制
に
関
す
る
規
定

基
準
６
－
４
　
学
位
授
与
方
針
及
び
教
育
課
程
方
針
に
則

し
て
、
適
切
な
授
業
形
態
、
学
習
指
導
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

［
分
析
項
目
６
－
４
－
５
］

　
専
門
職
大
学
院
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
履
修
登
録
の
上
限
設
定
の
制
度
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
制
度
）
を
設
け

て
い
る
こ
と

評
価
項
目
２
２

［
分
析
項
目
６
－
４
－
４
］

　
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
は
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
・
准
教
授
が
担
当
し
て
い
る
こ
と

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

評
価
項
目
１
９

［
分
析
項
目
６
－
４
－
１
］

　
１
年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
が
原
則
と
し
て
3
5
週
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
２
０

［
分
析
項
目
６
－
４
－
２
］

　
各
科
目
の
授
業
期
間
が
1
0
週
又
は
1
5
週
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
1
0
週
又
は
1
5

週
と
異
な
る
授
業
期
間
を
設
定
す
る
場
合
は
、
教
育
上
の
必
要
が
あ
り
、
1
0
週
又
は
1
5
週
を
期
間
と
し
て

授
業
を
行
う
場
合
と
同
等
以
上
の
十
分
な
教
育
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
２
１

［
分
析
項
目
６
－
４
－
３
］

　
適
切
な
授
業
形
態
、
学
習
指
導
法
が
採
用
さ
れ
、
授
業
の
方
法
及
び
内
容
が
学
生
に
対
し
て
明
示
さ
れ

て
い
る
こ
と

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

【
特
記
事
項
】

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】
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・
大
学
院
学
則

・
連
携
協
力
校
と
の
連
携
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料

・
実
施
し
て
い
る
配
慮
が
確
認
で
き
る
資
料

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

［
活
動
取
組
6
-
4
-
A
］

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は
児
童
・
生
徒
が
１
人
１
台
の
端
末
を
持
ち
、
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
る
現
状
に
対
応
し
て
、
教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
I
C
T
活
用
等
普
及
推
進
統
括

部
門
に
、
活
動
拠
点
と
し
て
令
和
４
年
度
か
ら
「
こ
ら
ぼ
」
を
開
室
し
た
。
各
種
I
C
T
機
器
の
貸
し
出
し

や
、
学
生
I
C
T
支
援
員
授
業
支
援
派
遣
、
各
種
授
業
支
援
ソ
フ
ト
や
機
器
の
体
験
会
や
勉
強
会
な
ど
を
行

い
、
学
生
I
C
T
支
援
員
に
よ
る
学
生
同
士
の
相
談
体
制
や
研
究
補
佐
員
に
よ
る
授
業
の
支
援
体
制
を
整
え

て
、
授
業
内
外
で
学
生
が
学
校
現
場
を
想
定
し
た
I
C
T
活
用
指
導
力
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
る
。

6
-
4
-
A
_
こ
ら
ぼ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
h
t
t
p
s
:
/
/
t
c
.
a
i
c
h
i
-
e
d
u
.
a
c
.
j
p
/
a
b
o
u
t
/
i
c
t
/
c
o
l
a
b
/
）

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

［
分
析
項
目
６
－
４
－
６
］

　
大
学
院
に
お
い
て
教
育
方
法
の
特
例
（
大
学
院
設
置
基
準
第
1
4
条
）
の
取
組
と
し
て
夜
間
そ
の
他
特
定

の
時
間
又
は
期
間
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
法
令
に
則
し
た
実
施
方
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】

［
分
析
項
目
６
－
４
－
８
］

　
教
職
大
学
院
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
連
携
協
力
校
を
確
保
し
て
い
る
こ
と

［
分
析
項
目
６
－
４
－
９
］

　
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
実
施
し
て
い
る
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
配
慮
を
行
っ
て
い
る
こ
と

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

［
分
析
項
目
6
-
4
-
3
］

　
令
和
６
年
度
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
、
教
務
企
画
課
に
お
い
て
確
認
済
。

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】
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分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
履
修
指
導
の
実
施
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
１
）

6
-
5
-
1
 
履
修
指
導
の
実
施
状
況

2
3
_
1
_
令
和
５
年
度
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
に
つ
い
て

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
履
修
指
導
の
体
制
が
確
認
で
き
る
資
料

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
な
い
た
め
該
当
な
し
。

・
学
習
相
談
の
実
施
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
２
）

6
-
5
-
2
 
学
習
相
談
の
実
施
状
況

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
学
習
相
談
の
体
制
が
確
認
で
き
る
資
料

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
な
い
た
め
該
当
な
し
。

・
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
培
う
取
組
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
３
）

6
-
5
-
3
 
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
培
う
取
組

2
5
_
1
_
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集
要
項

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
実
施
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料
（
実
施
要
項
、
提

携
・
受
入
企
業
、
派
遣
実
績
等
）

2
5
_
2
_
令
和
５
年
度
学
校
・
自
治
体
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
要
項

2
5
_
3
_
令
和
５
年
度
学
校
・
自
治
体
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
配
置
先
一
覧
（
非
公
表
）

2
5
_
4
_
M
S
 
学
校
・
自
治
体
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
　
シ
ラ
バ
ス

1
-
i
4
-
1
_
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
状
況

再
掲

評
価
項
目
２
４

［
分
析
項
目
６
－
５
－
２
］

　
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
学
習
相
談
の
体
制
を
整
備
し
、
助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

基
準
６
－
５
　
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
、
適
切
な
履
修

指
導
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
２
３

［
分
析
項
目
６
－
５
－
１
］

　
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
履
修
指
導
の
体
制
を
組
織
と
し
て
整
備
し
、
指
導
、
助
言
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と

評
価
項
目
２
５

［
分
析
項
目
６
－
５
－
３
］

　
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
培
う
取
組
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
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・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
等
に
対
す
る
学
習
支
援
の
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
４
）

6
-
5
-
4
_
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
等
に
対
す
る
学
習
支
援
の
状
況

・
チ
ュ
ー
タ
ー
等
を
配
置
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
制
度
や
配
置
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料

2
6
_
1
_
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
配
置
実
績

・
留
学
生
に
対
す
る
外
国
語
に
よ
る
情
報
提
供
（
時
間
割
、
シ
ラ
バ
ス
等
）
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
該

当
箇
所

6
_
4
_
外
国
人
留
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
英
語
版
）

再
掲

・
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
（
ノ
ー
ト
テ
ー
カ
ー
等
）
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
制
度
や
実
施
状

況
が
確
認
で
き
る
資
料

7
_
1
_
愛
知
教
育
大
学
障
害
学
生
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
規
程

再
掲

7
_
2
_
愛
知
教
育
大
学
障
害
学
生
支
援
室
規
程

再
掲

2
6
_
2
_
情
報
保
障
支
援
学
生
団
体
「
て
く
て
く
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

2
6
_
3
_
情
報
保
障
支
援
学
生
団
体
「
て
く
て
く
」
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
非
公
表
）

2
6
_
4
_
情
報
保
障
支
援
学
生
団
体
「
て
く
て
く
」
活
動
実
績
報
告
（
非
公
表
）

2
6
_
5
_
障
害
の
あ
る
学
生
の
支
援
に
つ
い
て
（
本
学
W
e
b
サ
イ
ト
）

2
6
_
6
_
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
実
施
状
況
（
令
和
４
年
度
～
令
和
５
年
度
）

・
特
別
ク
ラ
ス
、
補
習
授
業
を
開
設
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
実
施
状
況
（
受
講
者
数
等
）
が
確
認
で
き
る
資

料 該
当
な
し

・
学
習
支
援
の
利
用
実
績
が
確
認
で
き
る
資
料

2
6
_
7
_
日
本
語
補
講
授
業
受
講
者
数

2
6
_
8
_
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
に
対
す
る
学
習
支
援
（
配
慮
等
）
の
状
況
（
令
和
４
年
度
～
令
和
５
年

度
）
（
非
公
表
）

・
国
内
学
生
海
外
派
遣
実
績
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
５
）

6
-
5
-
5
 
国
内
学
生
海
外
派
遣
実
績

評
価
項
目
２
７

［
分
析
項
目
６
－
５
－
５
］

　
正
規
学
生
が
海
外
で
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
よ
り
望
ま
し
い
取

組
と
し
て
分
析
）

評
価
項
目
２
６

［
分
析
項
目
６
－
５
－
４
］

　
障
害
の
あ
る
学
生
、
留
学
生
、
そ
の
他
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
に
対
す
る
学
習
支
援
を
行

う
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
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①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
成
績
評
価
基
準

2
8
_
1
_
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
育
課
程
規
則

第
1
1
条

2
8
_
2
_
成
績
評
価
に
関
す
る
申
合
せ

2
8
_
3
_
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
育
実
習
実
施
要
項

第
1
5
条

2
8
_
4
_
愛
知
教
育
大
学
「
学
校
体
験
活
動
入
門
」
実
施
要
領

第
8
項

2
8
_
5
_
愛
知
教
育
大
学
「
学
校
体
験
活
動
Ⅰ
」
実
施
要
領

第
9
項

2
8
_
6
_
愛
知
教
育
大
学
「
学
校
体
験
活
動
Ⅱ
」
「
地
域
協
働
教
育
体
験
活
動
」
実
施
要
領

第
6
項

・
成
績
評
価
基
準
を
学
生
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
学
生
便
覧
、
シ
ラ
バ
ス
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
配
布
資
料
等
の
該
当
箇
所

1
6
_
1
_
履
修
の
手
引
（
令
和
５
年
度
入
学
者
用
）

P
.
9
～
1
0

再
掲

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

基
準
６
－
６
　
教
育
課
程
方
針
に
則
し
て
、
公
正
な
成
績

評
価
が
厳
格
か
つ
客
観
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
２
９

［
分
析
項
目
６
－
６
－
２
］

　
成
績
評
価
基
準
を
学
生
に
周
知
し
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
２
８

［
分
析
項
目
６
－
６
－
１
］

　
成
績
評
価
基
準
を
学
位
授
与
方
針
及
び
教
育
課
程
方
針
に
則
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
学
習
成
果
の
評
価

の
方
針
と
整
合
性
を
も
っ
て
、
組
織
と
し
て
策
定
し
て
い
る
こ
と
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・
成
績
評
価
の
分
布
表

3
0
_
1
_
成
績
評
価
分
布
表
_
教
育
学
部
_
2
0
2
3
年
度
（
非
公
表
）

・
成
績
評
価
分
布
等
の
デ
ー
タ
を
関
係
委
員
会
等
で
確
認
す
る
な
ど
組
織
的
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る

資
料

3
0
_
2
_
教
務
企
画
委
員
会
資
料
（
R
3
.
1
2
.
1
5
報
告
第
１
号
）
（
非
公
表
）

・
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
の
目
的
と
実
施
状
況
に
つ
い
て
分
か
る
資
料

3
0
_
3
_
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
算
出
方
法
及
び
実
施
状
況
（
本
学
W
e
b
サ
イ
ト
）

3
0
_
4
_
履
修
指
導
_
2
0
2
3
前
期
_
学
生
へ
の
修
学
支
援
・
指
導
に
つ
い
て
（
非
公
表
）

3
0
_
5
_
履
修
指
導
_
2
0
2
3
後
期
_
学
生
へ
の
修
学
支
援
・
指
導
に
つ
い
て
（
非
公
表
）

・
（
個
人
指
導
等
が
中
心
と
な
る
科
目
の
場
合
）
成
績
評
価
の
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
分

か
る
資
料

該
当
な
し

・
学
生
か
ら
の
成
績
評
価
に
関
す
る
申
立
て
の
手
続
き
や
学
生
へ
の
周
知
等
が
明
示
さ
れ
て
い
る
資
料

3
1
_
1
_
愛
知
教
育
大
学
授
業
履
修
成
績
取
扱
要
領

第
7
項

1
6
_
1
_
履
修
の
手
引
（
令
和
５
年
度
入
学
者
用
）

P
.
9
～
1
0

再
掲

・
申
立
て
の
内
容
及
び
そ
の
対
応
、
申
立
て
の
件
数
等
の
資
料
・
デ
ー
タ

3
1
_
2
_
異
議
申
し
立
て
一
覧
（
令
和
４
年
度
、
令
和
５
年
度
）

・
成
績
評
価
の
根
拠
と
な
る
資
料
（
答
案
、
レ
ポ
ー
ト
、
出
席
記
録
等
）
を
保
存
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
規

定
類

3
1
_
3
_
授
業
に
係
る
履
修
学
生
の
情
報
等
取
扱
要
領

評
価
項
目
３
０

［
分
析
項
目
６
－
６
－
３
］

　
成
績
評
価
基
準
に
則
り
各
授
業
科
目
の
成
績
評
価
や
単
位
認
定
が
厳
格
か
つ
客
観
的
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
組
織
的
に
確
認
し
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
３
１

［
分
析
項
目
６
－
６
－
４
］

　
成
績
に
対
す
る
異
議
申
立
て
制
度
を
組
織
的
に
設
け
て
い
る
こ
と
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①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
卒
業
又
は
修
了
の
要
件
を
定
め
た
規
定

1
7
_
2
_
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
育
課
程
に
関
す
る
規
程

再
掲

・
卒
業
又
は
修
了
判
定
に
関
す
る
教
授
会
等
の
審
議
及
び
学
長
な
ど
組
織
的
な
関
わ
り
方
を
含
め
て
卒
業
（
修

了
）
判
定
の
手
順
が
確
認
で
き
る
資
料

3
2
_
1
_
国
立
大
学
法
人
愛
知
教
育
大
学
学
則

第
7
2
条

3
2
_
2
_
愛
知
教
育
大
学
教
授
会
規
程

第
3
条

・
学
位
論
文
（
課
題
研
究
）
の
審
査
に
係
る
手
続
き
及
び
評
価
の
基
準

・
修
了
判
定
に
関
す
る
教
授
会
等
の
審
議
及
び
学
長
な
ど
組
織
的
な
関
わ
り
方
が
確
認
で
き
る
資
料

・
卒
業
（
修
了
）
要
件
を
学
生
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
学
生
便
覧
、
シ
ラ
バ
ス
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
配
布
資
料
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
等
の
該
当
箇
所

1
6
_
1
_
履
修
の
手
引
（
令
和
５
年
度
入
学
者
用
）

再
掲

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

評
価
項
目
３
２

［
分
析
項
目
６
－
７
－
１
］

　
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
、
卒
業
又
は
修
了
の
要
件
（
以
下
「
卒
業
（
修
了
）
要

件
」
と
い
う
。
）
を
組
織
的
に
策
定
し
て
い
る
こ
と

［
分
析
項
目
６
－
７
－
２
］

　
大
学
院
課
程
に
お
い
て
は
、
学
位
論
文
又
は
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
の
審
査
に
係
る
手

続
き
及
び
評
価
の
基
準
（
以
下
「
学
位
論
文
評
価
基
準
」
と
い
う
。
）
を
組
織
と
し
て
策
定
し
て
い
る
こ

と 評
価
項
目
３
３

［
分
析
項
目
６
－
７
－
３
］

　
策
定
し
た
卒
業
（
修
了
）
要
件
（
学
位
論
文
評
価
基
準
を
含
む
。
）
を
学
生
に
周
知
し
て
い
る
こ
と

基
準
６
－
７
　
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則

し
て
、
公
正
な
卒
業
(修

了
)判

定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

［
分
析
項
目
6
-
6
-
3
］

・
（
個
人
指
導
等
が
中
心
と
な
る
科
目
の
場
合
）
成
績
評
価
の
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
わ
か
る
資
料

個
人
指
導
等
が
中
心
と
な
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ミ
科
目
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各
ゼ
ミ
単
位
で
ゼ
ミ
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
一
定
教
育
組
織
に
お
い
て
卒
論
発
表
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
教
員

の
目
で
評
価
を
確
認
し
て
お
り
、
一
定
の
客
観
性
は
担
保
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
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・
教
授
会
等
で
の
審
議
状
況
等
の
資
料

3
4
_
1
_
教
授
会
議
事
要
録
（
R
6
.
3
.
1
3
）

〈
専
門
職
学
位
課
程
を
除
く
大
学
院
課
程
の
分
析
〉

・
学
位
論
文
（
特
定
課
題
研
究
の
成
果
を
含
む
。
）
に
係
る
評
価
基
準
、
審
査
手
続
き
等

〈
専
門
職
学
位
課
程
を
除
く
大
学
院
課
程
の
分
析
〉

・
学
位
論
文
の
審
査
体
制
、
審
査
員
の
選
考
方
法
が
確
認
で
き
る
資
料

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

分
析
項
目

分
析
項
目
に
係
る
別
紙
様
式
、
根
拠
資
料
・
デ
ー
タ
欄

備
考

再
掲

・
標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）
（
別
紙
様
式
６
－
８
－
１
）

「
標
準
修
業
年
限
×
1
.
5
」
年
内
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）
（
別
紙
様
式
６
－
８
－
１
）

6
-
8
-
1
 
標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）

6
-
8
-
1
「
標
準
修
業
年
限
×
1
.
5
」
年
内
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）

・
資
格
の
取
得
者
数
が
確
認
で
き
る
資
料

3
5
_
1
_
教
員
免
許
状
取
得
・
保
育
士
登
録
状
況
（
令
和
５
年
度
）

3
5
_
2
_
各
種
資
格
取
得
状
況
（
令
和
５
年
度
）

・
論
文
の
採
択
・
受
賞
状
況
、
各
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
受
賞
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料

3
5
_
3
_
新
聞
記
事
等
掲
載
件
数
（
令
和
５
年
度
）

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

評
価
項
目
３
４

［
分
析
項
目
６
－
７
－
４
］

　
卒
業
又
は
修
了
の
認
定
を
、
卒
業
（
修
了
）
要
件
（
学
位
論
文
評
価
基
準
を
含
む
。
）
に
則
し
て
組
織

的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

基
準
６
－
８
　
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則

し
て
、
適
切
な
学
習
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
３
５

［
分
析
項
目
６
－
８
－
１
］

　
標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1
.
5
」
年
内
卒
業
（
修
了
）
率
、
資

格
取
得
等
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と
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・
就
職
率
(
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合
)
及
び
進
学
率
の
状
況
（
過
去
５
年
分
）
（
別
紙
様
式
６
－

８
－
２
）
主
な
進
学
/
就
職
先
（
起
業
者
も
含
む
。
）

6
-
8
-
2
 
就
職
率
(
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合
)
及
び
進
学
率
の
状
況
（
過
去
５
年
分
）

・
学
校
基
本
調
査
で
提
出
し
た
「
該
当
す
る
」
資
料
（
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
に
あ
る
場
合
は
該
当
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

教
育
学
部
（
教
員
養
成
課
程
）

ht
tp
s:
//
po
rt
ra
its
.n
ia
d.
ac
.jp
/f
ac
ul
ty
/g
ra
du
at
io
n-
em
pl
oy
m
en
t/
02
68
/0
26
8-

1S
02
-0
1-
01
.h
tm
l

教
育
学
部
（
教
育
支
援
専
門
職
養
成
課
程
）

ht
tp
s:
//
po
rt
ra
its
.n
ia
d.
ac
.jp
/f
ac
ul
ty
/g
ra
du
at
io
n-
em
pl
oy
m
en
t/
02
68
/0
26
8-

00
3-
01
-0
1.
ht
m
l

教
育
学
部
（
現
代
学
芸
課
程
）

ht
tp
s:
//
po
rt
ra
its
.n
ia
d.
ac
.jp
/f
ac
ul
ty
/g
ra
du
at
io
n-
em
pl
oy
m
en
t/
02
68
/0
26
8-

1S
01
-0
1-
01
.h
tm
l

・
卒
業
（
修
了
）
生
の
社
会
で
の
活
躍
等
が
確
認
で
き
る
資
料
（
新
聞
記
事
等
）

3
5
_
3
_
新
聞
記
事
等
掲
載
件
数
（
令
和
５
年
度
）

再
掲

・
学
生
か
ら
の
意
見
聴
取
（
学
習
の
達
成
度
や
満
足
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
分
析
調
査
、
懇
談
会
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
）
の
概
要
及
び
そ
の
結
果
が
確
認
で
き
る
資
料

令
和
３
年
度
改
組
に
よ
る
学
年
進
行
中
の
た
め
該
当
な
し

・
卒
業
（
修
了
）
後
、
一
定
年
限
を
経
過
し
た
卒
業
（
修
了
）
生
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
（
ア
ン
ケ
ー
ト
、
懇

談
会
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
）
の
概
要
及
び
そ
の
結
果
が
確
認
で
き
る
資
料

令
和
３
年
度
改
組
に
よ
る
学
年
進
行
中
の
た
め
該
当
な
し

・
就
職
先
や
進
学
先
等
の
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
（
ア
ン
ケ
ー
ト
、
懇
談
会
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
）
の
概
要
及

び
そ
の
結
果
が
確
認
で
き
る
資
料

3
9
_
1
_
令
和
５
年
度
公
務
員
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
（
非
公
表
）

Ｑ
８
～
９

3
9
_
2
_
教
員
養
成
の
質
向
上
に
関
す
る
会
議
 
議
事
要
録
（
非
公
表
）

3
9
_
3
_
令
和
5
年
度
愛
知
教
育
大
学
教
育
実
習
実
施
連
絡
会
議
事
録
（
非
公
表
）

評
価
項
目
３
８

［
分
析
項
目
６
－
８
－
４
］

　
卒
業
（
修
了
）
後
一
定
期
間
の
就
業
経
験
等
を
経
た
卒
業
（
修
了
）
生
か
ら
の
意
見
聴
取
の
結
果
に
よ

り
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
学
習
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
３
９

［
分
析
項
目
６
－
８
－
５
］

　
就
職
先
等
か
ら
の
意
見
聴
取
の
結
果
に
よ
り
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
学
習
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

評
価
項
目
３
６

［
分
析
項
目
６
－
８
－
２
］

　
就
職
（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合
）
及
び
進
学
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授

与
方
針
に
則
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と

評
価
項
目
３
７

［
分
析
項
目
６
－
８
－
３
］

　
卒
業
（
修
了
）
時
の
学
生
か
ら
の
意
見
聴
取
の
結
果
に
よ
り
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に

則
し
た
学
習
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
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・
教
育
の
国
際
化
の
取
組
の
概
要
及
び
そ
の
結
果
が
確
認
で
き
る
資
料

4
0
_
1
_
令
和
５
年
度
地
域
協
働
教
育
体
験
活
動
「
多
文
化
領
域
」
受
講
後
振
り
返
り
調
査

①
　
上
記
の
各
分
析
項
目
の
う
ち
、
根
拠
資
料
で
は
、
分
析
項
目
の
内
容
を
十
分
に
立
証
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
析
項
目
の
番
号
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
4
0
0
字
以
内
で
記
述
す
る
こ
と
。

②
　
こ
の
基
準
の
内
容
に
関
し
て
、
上
記
の
分
析
の
み
で
は
自
己
評
価
で
き
な
い
活
動
や
取
組
に
お
け
る
個
性
や
特
色
、
資
料
を
参
照
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
等
が
あ
れ
ば
、

根
拠
資
料
と
と
も
に

箇
条
書
き
で
記
述
す
る
こ
と
。

　
■
　
当
該
基
準
を
満
た
す

【
改
善
を
要
す
る
事
項
】

【
特
記
事
項
】

【
基
準
に
係
る
判
断
】
　
以
上
の
分
析
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
基
準
を
満
た
す
か
満
た
さ
な
い
か
。

【
優
れ
た
成
果
が
確
認
で
き
る
取
組
】

評
価
項
目
４
０

［
分
析
項
目
６
－
８
－
６
］

　
教
育
の
国
際
化
の
優
れ
た
取
組
に
よ
り
、
そ
の
取
組
の
目
的
に
則
し
た
学
習
成
果
の
向
上
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
（
よ
り
望
ま
し
い
取
組
と
し
て
分
析
）

［
分
析
項
目
6
-
8
-
3
］
［
分
析
項
目
6
-
8
-
4
］

学
校
教
員
養
成
課
程
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
改
組
の
た
め
、
令
和
６
年
度
に
完
成
年
度
を
迎
え
、
初
め
て
卒
業
生
を
輩
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
、
卒
業
時
及
び
卒
業
後
一
定
期
間
経
過
後
の

意
見
聴
取
の
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第１章　教育活動

41



Ⅱ
　
基
準
ご
と
の
自
己
評
価

教
育

学
研

究
科

領
域
６
　
教
育
課
程
と
学
習
成
果
に
関
す
る
基
準

：
「

該
当

な
し

」

分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
策

定
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

4
1
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
卒

業
の

認
定

に
関

す
る

方
針

【
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
】

4
1
_
2
_
（
修

士
課

程
）

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
【

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

】

4
1
_
3
_
（
博

士
課

程
）

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
【

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

】

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

基
準
６
－
１
　
学
位
授
与
方
針
が
具
体
的
か
つ
明
確
で
あ
る

こ
と

評
価

項
目

４
１
［

分
析

項
目

６
－

１
－

１
］

　
学

位
授

与
方

針
を

、
大

学
等

の
目

的
を

踏
ま

え
て

、
具

体
的

か
つ

明
確

に
策

定
し

て
い

る
こ

と

【
特

記
事

項
】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】
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分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
策

定
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

4
2
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

】

4
2
_
2
_
（
修

士
課

程
）

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
【

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
】

4
2
_
3
_
（
博

士
課

程
）

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
【

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
】

4
2
_
4
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
履

修
規

程

4
2
_
5
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
修

士
課

程
履

修
規

程

4
2
_
6
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

後
期

３
年

博
士

課
程

履
修

規
程

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
2
～

5

4
2
_
8
_
（
博

士
課

程
）

教
育

学
研

究
科

（
博

士
課

程
）

学
生

便
覧

2
0
2
3

・
策

定
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

及
び

学
位

授
与

方
針

4
1
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
卒

業
の

認
定

に
関

す
る

方
針

【
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
】

再
掲

4
1
_
2
_
（
修

士
課

程
）

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
【

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

】
再

掲

4
1
_
3
_
（
博

士
課

程
）

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
【

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

】
再

掲

4
2
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

】
再

掲

4
2
_
2
_
（
修

士
課

程
）

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
【

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
】

再
掲

4
2
_
3
_
（
博

士
課

程
）

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
【

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
】

再
掲

4
2
_
4
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
履

修
規

程
再

掲

4
2
_
5
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
修

士
課

程
履

修
規

程
再

掲

4
2
_
6
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

後
期

３
年

博
士

課
程

履
修

規
程

再
掲

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
2
5
～

2
8

再
掲

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

評
価

項
目

４
３
［

分
析

項
目

６
－

２
－

２
］

　
教

育
課

程
方

針
が

学
位

授
与

方
針

と
整

合
性

を
有

し
て

い
る

こ
と

【
特

記
事

項
】

基
準
６
－
２
　
教
育
課
程
方
針
が
、
学
位
授
与
方
針
と
整
合

的
で

あ
る

こ
と

評
価

項
目

４
２
［

分
析

項
目

６
－

２
－

１
］

　
教

育
課

程
方

針
に

お
い

て
、

学
生

や
授

業
科

目
を

担
当

す
る

教
員

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
に

、
①

教
育

課
程

の
編

成
の

方
針

、
②

教
育

課
程

に
お

け
る

教
育

・
学

習
方

法
に

関
す

る
方

針
、

③
学

習
成

果
の

評
価

の
方

針
を

明
確

か
つ

具
体

的
に

明
示

し
て

い
る

こ
と

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】
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分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
授

業
科

目
の

開
設

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
コ

ー
ス

、
教

養
・

専
門

基
礎

・
専

門
等

の
分

類
、

年
次

配
当

、
必

修
・

選
択

等
の

別
）

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
1
0
9
～

1
2
5

再
掲

・
体

系
性

が
確

認
で

き
る

資
料

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ッ

プ
、

コ
ー

ス
・

ツ
リ

ー
、

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

等
）

4
4
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

4
4
_
2
_
（
修

士
課

程
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

図

4
4
_
3
_
（
博

士
課

程
）

博
士

課
程

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

・
分

野
別

第
三

者
評

価
の

結
果

1
7
_
1
_
令
和

３
年

度
実

施
大

学
機

関
別

認
証

評
価

評
価

報
告

書
再

掲

・
学

則
等

の
授

業
科

目
の

時
間

数
に

関
す

る
規

定

4
2
_
4
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
履

修
規

程
再

掲

4
2
_
5
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
修

士
課

程
履

修
規

程
再

掲

4
2
_
6
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

後
期

３
年

博
士

課
程

履
修

規
程

再
掲

・
日

本
学

術
会

議
に

よ
る

参
照

基
準

等
に

準
拠

し
た

内
容

に
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

資
料

該
当

な
し

・
シ

ラ
バ

ス

4
5
_
1
_
（
教

育
学

研
究

科
）

シ
ラ

バ
ス

検
索

 
h
t
t
p
s
:
/
/
l
c
u
.
i
r
i
s
-

i
n
f
o
.
a
i
c
h
i
-

e
d
u
.
a
c
.
j
P
/
l
c
u
-

w
e
b
/
S
C
_
0
6
0
0
1
B
0
0
_
2
1

/
i
n
i
t

・
そ

の
他

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

分
か

る
資

料

1
7
_
3
_
自
己

点
検

・
評

価
報

告
書

2
0
1
7

第
1
章

再
掲

・
明

文
化

さ
れ

た
規

定
類

3
2
_
1
_
国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

学
則

第
8
5
条

第
8
6
条

再
掲

4
6
_
1
_
外
国

の
大

学
院

に
お

け
る

履
修

科
目

と
修

得
単

位
に

関
す

る
取

扱
要

領

4
6
_
2
_
大
学

院
既

修
得

単
位

に
関

す
る

取
扱

要
領

評
価

項
目

４
６
［

分
析

項
目

６
－

３
－

３
］

　
他

の
大

学
又

は
大

学
以

外
の

教
育

施
設

等
に

お
け

る
学

習
、

入
学

前
の

既
修

得
単

位
等

の
単

位
認

定
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
認

定
に

関
す

る
規

定
を

法
令

に
従

い
規

則
等

で
定

め
て

い
る

こ
と

基
準
６
－
３
　
教
育
課
程
の
編
成
及
び
授
業
科
目
の
内
容
が

、
学

位
授

与
方

針
及

び
教

育
課

程
方

針
に

則
し

て
、

体
系

的
で

あ
り

相
応

し
い

水
準

で
あ
る
こ
と

評
価

項
目

４
４
［

分
析

項
目

６
－

３
－

１
］

　
教

育
課

程
の

編
成

が
、

体
系

性
を

有
し

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

４
５
［

分
析

項
目

６
－

３
－

２
］

　
授

業
科

目
の

内
容

が
、

授
与

す
る

学
位

に
相

応
し

い
水

準
と

な
っ

て
い

る
こ

と
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・
研

究
指

導
、

学
位

論
文

（
特

定
課

題
研

究
の

成
果

を
含

む
。

）
指

導
体

制
が

確
認

で
き

る
資

料
（

規
定

、
申

合
せ

等
）

4
7
_
1
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

学
位

論
文

審
査

要
領

4
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

学
位

（
修

士
）

論
文

審
査

手
続

要
領

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

・
研

究
指

導
計

画
書

、
研

究
指

導
報

告
書

等
、

指
導

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

4
7
_
1
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

学
位

論
文

審
査

要
領

再
掲

4
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

学
位

（
修

士
）

論
文

審
査

手
続

要
領

再
掲

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

再
掲

3
2
_
1
_
国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

学
則

第
8
3
条

再
掲

4
7
_
4
_
（
修

士
課

程
）

学
位

論
文

指
導

計
画

書

4
7
_
5
_
（
博

士
課

程
）

学
位

論
文

指
導

計
画

書

・
国

内
外

の
学

会
へ

の
参

加
を

促
進

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

該
当

な
し

・
他

大
学

や
産

業
界

と
の

連
携

に
よ

り
、

研
究

指
導

を
実

施
し

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料

該
当

な
し

・
研

究
倫

理
に

関
す

る
指

導
が

確
認

で
き

る
資

料

4
7
_
6
_
（
教

育
学

研
究

科
）

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

の
防

止
に

つ
い

て

・
Ｔ

Ａ
・

Ｒ
Ａ

と
し

て
の

活
動

を
通

じ
た

能
力

の
育

成
、

教
育

的
機

能
の

訓
練

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

Ｔ
Ａ

・
Ｒ

Ａ
の

採
用

、
活

用
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料

4
7
_
7
_
令
和

５
年

度
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（
Ｔ

Ａ
）

の
実

施
計

画
に

つ
い

て

・
授

業
科

目
の

開
設

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
コ

ー
ス

、
教

養
・

専
門

基
礎

・
専

門
等

の
分

類
、

年
次

配
当

、
必

修
・

選
択

等
の

別
）

教
職

大
学

院
認

証
評

価
受

審

・
教

育
課

程
連

携
協

議
会

の
設

置
・

運
用

に
関

す
る

規
定

及
び

開
催

実
績

・
内

容
が

確
認

で
き

る
資

料

教
職

大
学

院
認

証
評

価
受

審

評
価

項
目

４
７
［

分
析

項
目

６
－

３
－

４
］

　
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
に

お
い

て
は

、
学

位
論

文
（

特
定

の
課

題
に

つ
い

て
の

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

の
作

成
等

に
係

る
指

導
（

以
下

「
研

究
指

導
」

と
い

う
。

）
に

関
し

、
指

導
教

員
を

明
確

に
定

め
る

な
ど

の
指

導
体

制
を

整
備

し
、

計
画

を
策

定
し

た
上

で
指

導
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

こ
と

評
価

項
目

４
８
［

分
析

項
目

６
－

３
－

５
］

　
専

門
職

大
学

院
又

は
専

門
職

学
科

を
設

置
し

て
い

る
場

合
に

は
、

法
令

に
則

し
て

、
教

育
課

程
が

編
成

さ
れ

る
と

と
も

に
、

教
育

課
程

連
携

協
議

会
を

運
用

し
て

い
る

こ
と
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①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
１

年
間

の
授

業
を

行
う

期
間

が
確

認
で

き
る

資
料

（
学

年
暦

、
年

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

）

4
9
_
1
_
２
０

２
３

年
度

（
令

和
５

年
度

）
 
愛
知

教
育

大
学

　
大

学
院

授
業

開
講

カ
レ

ン
ダ

ー

4
9
_
2
_
（
博

士
課

程
）

R
5
授

業
カ

レ
ン

ダ
ー

・
１

年
間

の
授

業
を

行
う

期
間

が
確

認
で

き
る

資
料

（
学

年
暦

、
年

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

）

4
9
_
1
_
２
０

２
３

年
度

（
令

和
５

年
度

）
 
愛
知

教
育

大
学

　
大

学
院

授
業

開
講

カ
レ

ン
ダ

ー
再

掲

4
9
_
2
_
（
博

士
課

程
）

R
5
授

業
カ

レ
ン

ダ
ー

再
掲

・
 シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
U
R
L
等

）
、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
1
_
1
_
シ
ラ

バ
ス

作
成

要
領

再
掲

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

再
掲

・
教

育
上

主
要

と
認

め
る

授
業

科
目

（
別

紙
様

式
６

－
４

－
４

）

6
-
4
-
4
 
教

育
上

主
要

と
認

め
る

授
業

科
目

【
特

記
事

項
】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】

基
準
６
－
４
　
学
位
授
与
方
針
及
び
教
育
課
程
方
針
に
則
し

て
、

適
切

な
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法
が

採
用

さ
れ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

４
９
［

分
析

項
目

６
－

４
－

１
］

　
１

年
間

の
授

業
を

行
う

期
間

が
原

則
と

し
て

3
5
週

に
わ

た
る

も
の
と

な
っ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

５
０
［

分
析

項
目

６
－

４
－

２
］

　
各

科
目

の
授

業
期

間
が

1
0
週

又
は

1
5
週

に
わ

た
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

こ
と

。
な

お
、

1
0
週

又
は

1
5
週

と
異

な
る

授
業

期
間

を
設

定
す

る
場

合
は

、
教

育
上

の
必

要
が

あ
り

、
1
0
週

又
は

1
5
週

を
期

間
と

し
て

授
業

を
行

う
場

合
と

同
等

以
上

の
十

分
な

教
育

効
果

を
上

げ
て

い
る

こ
と

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

評
価

項
目

５
１
［

分
析

項
目

６
－

４
－

３
］

　
適

切
な

授
業

形
態

、
学

習
指

導
法

が
採

用
さ

れ
、

授
業

の
方

法
及

び
内

容
が

学
生

に
対

し
て

明
示

さ
れ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

５
２
［

分
析

項
目

６
－

４
－

４
］

　
教

育
上

主
要

と
認

め
る

授
業

科
目

は
、

原
則

と
し

て
専

任
の

教
授

・
准

教
授

が
担

当
し

て
い

る
こ

と

第１章　教育活動

46



・
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
に

関
す

る
規

定

4
2
_
4
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
履

修
規

程
第

1
1
条

再
掲

・
大

学
院

学
則

3
2
_
1
_
国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

学
則

第
8
3
条

再
掲

4
2
_
5
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
修

士
課

程
履

修
規

程
再

掲

・
連

携
協

力
校

と
の

連
携

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

5
5
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
2
0
2
3
年

度
 
教
職

大
学

院
と

の
連

携
協

力
市

町
村

に
つ

い
て

（
非

公
表

）

・
実

施
し

て
い

る
配

慮
が

確
認

で
き

る
資

料

5
6
_
1
_
（
修

士
課

程
）

令
和

５
年

度
 
愛
知

教
育

大
学

 
大
学

院
入

学
式

 
進

行
要

領

5
6
_
2
_
（
修

士
課

程
）

令
和

５
年

度
修

士
課

程
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
日

程

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
履

修
指

導
の

実
施

状
況

（
別

紙
様

式
６

－
５

－
１

）

6
-
5
-
1
 
履

修
指

導
の

実
施

状
況

・
通

信
教

育
を

行
う

課
程

を
置

い
て

い
る

場
合

は
、

履
修

指
導

の
体

制
が

確
認

で
き

る
資

料

該
当

な
し

・
学

習
相

談
の

実
施

状
況

（
別

紙
様

式
６

－
５

－
２

）

6
-
5
-
2
 
学

習
相

談
の

実
施

状
況

・
通

信
教

育
を

行
う

課
程

を
置

い
て

い
る

場
合

は
、

学
習

相
談

の
体

制
が

確
認

で
き

る
資

料

該
当

な
し

【
特

記
事

項
】

別
紙

様
式

６
－

４
－

４
　

教
育

上
主

要
と

認
め

る
授

業
科

目
に

つ
い

て
定

め
ら

れ
た

明
確

な
定

義
は

な
い

が
、

「
共

通
科

目
」

及
び

「
専

攻
基

礎
科

目
」

が
該

当
す

る
と

考
え

る
。

分
析

項
目

６
－

４
－

９
　

修
士

課
程

教
育

ガ
バ

ナ
ン

ス
キ

ャ
リ

ア
コ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

現
職

学
生

に
配

慮
し

、
入

学
式

及
び

新
入

生
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
夜

間
に

実
施

し
て

い
る

。

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

評
価

項
目

５
３
［

分
析

項
目

６
－

４
－

５
］

　
専

門
職

大
学

院
を

設
置

し
て

い
る

場
合

は
、

履
修

登
録

の
上

限
設

定
の

制
度

（
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
度

）
を

設
け

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

５
４
［

分
析

項
目

６
－

４
－

６
］

　
大

学
院

に
お

い
て

教
育

方
法

の
特

例
（

大
学

院
設

置
基

準
第

1
4
条
）

の
取

組
と

し
て

夜
間

そ
の

他
特

定
の

時
間

又
は

期
間

に
授

業
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
法

令
に

則
し

た
実

施
方

法
と

な
っ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

５
５
［

分
析

項
目

６
－

４
－

８
］

　
教

職
大

学
院

を
設

置
し

て
い

る
場

合
は

、
連

携
協

力
校

を
確

保
し

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

５
６
［

分
析

項
目

６
－

４
－

９
］

　
夜

間
に

お
い

て
授

業
を

実
施

し
て

い
る

課
程

を
置

い
て

い
る

場
合

は
、

配
慮

を
行

っ
て

い
る

こ
と

評
価

項
目

５
８
［

分
析

項
目

６
－

５
－

２
］

　
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

得
る

学
習

相
談

の
体

制
を

整
備

し
、

助
言

、
支

援
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】

基
準
６
－
５
　
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
、
適
切
な
履
修
指

導
、

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

５
７
［

分
析

項
目

６
－

５
－

１
］

　
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

得
る

履
修

指
導

の
体

制
を

組
織

と
し

て
整

備
し

、
指

導
、

助
言

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
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・
社

会
的

・
職

業
的

自
立

を
図

る
た

め
に

必
要

な
能

力
を

培
う

取
組

（
別

紙
様

式
６

－
５

－
３

）

6
-
5
-
3
 
社

会
的

・
職

業
的

自
立

を
図

る
た

め
に

必
要

な
能

力
を

培
う

取
組

2
5
_
1
_
子
ど

も
キ

ャ
ン

パ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

募
集

要
項

再
掲

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
実

施
要

項
、

提
携

・
受

入
企

業
、

派
遣

実
績

等
）

5
9
_
1
_
R
5
院
生

実
習

_
実
施

要
項

5
9
_
2
_
（
修

士
課

程
）

「
教

育
政

策
・

学
校

経
営

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
シ

ラ
バ

ス

5
9
_
3
_
（
修

士
課

程
）

「
教

育
政

策
・

学
校

経
営

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
実

施
要

項

5
9
_
4
_
（
修

士
課

程
）

「
教

育
政

策
・

学
校

経
営

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
Ｒ

５
実

習
先

・
履

修
上

特
別

な
支

援
を

要
す

る
学

生
等

に
対

す
る

学
習

支
援

の
状

況
（

別
紙

様
式

６
－

５
－

４
）

6
-
5
-
4
 
履

修
上

特
別

な
支

援
を

要
す

る
学

生
等

に
対

す
る

学
習

支
援

の
状

況

・
チ

ュ
ー

タ
ー

等
を

配
置

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

制
度

や
配

置
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料

2
6
_
1
_
外
国

人
留

学
生

の
た

め
の

チ
ュ

ー
タ

ー
の

配
置

実
績

再
掲

・
留

学
生

に
対

す
る

外
国

語
に

よ
る

情
報

提
供

（
時

間
割

、
シ

ラ
バ

ス
等

）
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
該

当
箇

所

6
0
_
1
_
（
修

士
課

程
）

新
入

生
ガ

イ
ダ

ン
ス

案
内

（
英

語
）

6
0
_
2
_
（
修

士
課

程
）

日
本

型
教

育
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ー

ス
時

間
割

2
0
2
3
（

英
語

）

6
0
_
3
_
（
修

士
課

程
）

英
語

シ
ラ

バ
ス

・
障

害
の

あ
る

学
生

に
対

す
る

支
援

（
ノ

ー
ト

テ
ー

カ
ー

等
）

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

制
度

や
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料

7
_
1
_
愛

知
教

育
大

学
障

害
学

生
サ

ポ
ー

ト
委

員
会

規
程

再
掲

7
_
2
_
愛

知
教

育
大

学
障

害
学

生
支

援
室

規
程

再
掲

2
6
_
2
_
情
報

保
障

支
援

学
生

団
体

「
て

く
て

く
」

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

再
掲

2
6
_
3
_
情
報

保
障

支
援

学
生

団
体

「
て

く
て

く
」

マ
ニ

ュ
ア

ル
再

掲

2
6
_
4
_
情
報

保
障

支
援

学
生

団
体

「
て

く
て

く
」

活
動

実
績

報
告

再
掲

2
6
_
5
_
障
害

の
あ

る
学

生
の

支
援

に
つ

い
て

（
本

学
W
e
b
サ
イ

ト
）

再
掲

・
特

別
ク

ラ
ス

、
補

習
授

業
を

開
設

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

実
施

状
況

（
受

講
者

数
等

）
が

確
認

で
き

る
資

料

該
当

な
し

・
学

習
支

援
の

利
用

実
績

が
確

認
で

き
る

資
料

2
6
_
7
_
日
本

語
補

講
授

業
受

講
者

数
再

掲

評
価

項
目

５
９
［

分
析

項
目

６
－

５
－

３
］

　
社

会
的

・
職

業
的

自
立

を
図

る
た

め
に

必
要

な
能

力
を

培
う

取
組

を
実

施
し

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

６
０
［

分
析

項
目

６
－

５
－

４
］

　
障

害
の

あ
る

学
生

、
留

学
生

、
そ

の
他

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

に
対

す
る

学
習

支
援

を
行

う
体

制
を

整
え

て
い

る
こ

と
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・
国

内
学

生
海

外
派

遣
実

績
（

別
紙

様
式

６
－

５
－

５
）

6
-
5
-
5
 
国

内
学

生
海

外
派

遣
実

績

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
成

績
評

価
基

準

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
1
3
～

1
5

P
3
1
～

3
3

再
掲

4
2
_
6
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

後
期

３
年

博
士

課
程

履
修

規
程

再
掲

・
成

績
評

価
基

準
を

学
生

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

も
の

と
し

て
、

学
生

便
覧

、
シ

ラ
バ

ス
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

配
布

資
料

等
の

該
当

箇
所

4
4
_
1
_
（
教

育
学

研
究

科
）

シ
ラ

バ
ス

検
索

ht
tp
s:
//
lc
u.
iri
s-

in
fo
.a
ic
hi
-

ed
u.
ac
.jP

/l
cu
-

w
eb
/S
C_
06
00
1B

00
_2
1

/i
ni
t

再
掲

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
1
3
～

1
5

P
3
1
～

3
3

再
掲

評
価

項
目

６
１
［

分
析

項
目

６
－

５
－

５
］

　
正

規
学

生
が

海
外

で
学

習
す

る
機

会
を

提
供

し
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

（
よ

り
望

ま
し

い
取

組
と

し
て

分
析

）

【
特

記
事

項
】

分
析

項
目

5
9
　

教
職

大
学

院
で

は
、

実
習

校
で

の
様

々
な

活
動

体
験

を
通

し
て

、
児

童
生

徒
の

実
態

や
教

育
環

境
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

た
め

に
毎

週
１

回
程

度
実

習
校

に
赴

く
「

学
校

サ
ポ

ー
タ

ー
活

動
」

を
行

っ
て

い
る

（
根

拠
資

料
5
9
_
1
 
R
5
院

生
実

習
_
実

施
要

項
）

基
準
６
－
６
　
教
育
課
程
方
針
に
則
し
て
、
公
正
な
成
績
評

価
が

厳
格

か
つ

客
観

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

６
２
［

分
析

項
目

６
－

６
－

１
］

　
成

績
評

価
基

準
を

学
位

授
与

方
針

及
び

教
育

課
程

方
針

に
則

し
て

定
め

ら
れ

て
い

る
学

習
成

果
の

評
価

の
方

針
と

整
合

性
を

も
っ

て
、

組
織

と
し

て
策

定
し

て
い

る
こ

と

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】

評
価

項
目

６
３
［

分
析

項
目

６
－

６
－

２
］

　
成

績
評

価
基

準
を

学
生

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
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・
成

績
評

価
の

分
布

表

6
4
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
成

績
評

価
分

布
表

（
非

公
表

）

6
4
_
2
_
（
修

士
課

程
）

成
績

評
価

分
布

表
（

非
公

表
）

・
成

績
評

価
分

布
等

の
デ

ー
タ

を
関

係
委

員
会

等
で

確
認

す
る

な
ど

組
織

的
に

確
認

し
て

い
る

こ
と

に
関

す
る

資
料 6
4
_
3
_
令
和

４
年

度
_
第
２

回
大

学
院

運
営

委
員

会
_
報
告

第
１

号
（

非
公

表
）

・
Ｇ

Ｐ
Ａ

制
度

の
目

的
と

実
施

状
況

に
つ

い
て

分
か

る
資

料

3
0
_
3
 
Ｇ
Ｐ

Ａ
の

算
出

方
法

及
び

実
施

状
況

（
本

学
W
e
b
サ
イ

ト
）

再
掲

・
（

個
人

指
導

等
が

中
心

と
な

る
科

目
の

場
合

）
成

績
評

価
の

客
観

性
を

担
保

す
る

た
め

の
措

置
に

つ
い

て
分

か
る

資
料

該
当

な
し

・
学

生
か

ら
の

成
績

評
価

に
関

す
る

申
立

て
の

手
続

き
や

学
生

へ
の

周
知

等
が

明
示

さ
れ

て
い

る
資

料

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
1
3
～

1
5

P
3
1
～

3
3

再
掲

・
申

立
て

の
内

容
及

び
そ

の
対

応
、

申
立

て
の

件
数

等
の

資
料

・
デ

ー
タ

3
1
_
2
_
異
議

申
立

一
覧

（
令

和
４

年
度

、
令

和
５

年
度

）
再

掲

・
成

績
評

価
の

根
拠

と
な

る
資

料
（

答
案

、
レ

ポ
ー

ト
、

出
席

記
録

等
）

を
保

存
す

る
こ

と
を

定
め

て
い

る
規

定
類 6
5
_
1
_
授
業

に
係

る
履

修
学

生
の

情
報

等
取

扱
要

領

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

評
価

項
目

６
５
［

分
析

項
目

６
－

６
－

４
］

　
成

績
に

対
す

る
異

議
申

立
て

制
度

を
組

織
的

に
設

け
て

い
る

こ
と

【
特

記
事

項
】

評
価

項
目

６
４
［

分
析

項
目

６
－

６
－

３
］

　
成

績
評

価
基

準
に

則
り

各
授

業
科

目
の

成
績

評
価

や
単

位
認

定
が

厳
格

か
つ

客
観

的
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

、
組

織
的

に
確

認
し

て
い

る
こ

と

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】
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分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
卒

業
又

は
修

了
の

要
件

を
定

め
た

規
定

3
2
_
1
_
国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

学
則

第
8
7
条

再
掲

4
2
_
4
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
履

修
規

程
第

４
条

再
掲

4
2
_
5
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
修

士
課

程
履

修
規

程
第

４
条

再
掲

4
2
_
6
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

後
期

３
年

博
士

課
程

履
修

規
程

第
３

条
再

掲

・
卒

業
又

は
修

了
判

定
に

関
す

る
教

授
会

等
の

審
議

及
び

学
長

な
ど

組
織

的
な

関
わ

り
方

を
含

め
て

卒
業

（
修

了
）

判
定

の
手

順
が

確
認

で
き

る
資

料

6
6
_
1
_
 
愛

知
教

育
大

学
教

授
会

規
程

第
３

条

6
6
_
2
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
実

践
研

究
報

告
書

審
査

要
領

4
7
_
1
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

学
位

論
文

審
査

要
領

再
掲

6
6
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

（
後

期
３

年
博

士
課

程
）

に
係

る
学

位
規

程

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

再
掲

基
準
６
－
７
　
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し

て
、

公
正

な
卒

業
(修

了
)判

定
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

６
６
［

分
析

項
目

６
－

７
－

１
］

　
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

て
、

卒
業

又
は

修
了

の
要

件
（

以
下

「
卒

業
（

修
了

）
要

件
」

と
い

う
。

）
を

組
織

的
に

策
定

し
て

い
る

こ
と
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・
学

位
論

文
（

課
題

研
究

）
の

審
査

に
係

る
手

続
き

及
び

評
価

の
基

準

6
6
_
2
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
実

践
研

究
報

告
書

審
査

要
領

再
掲

6
7
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
実

践
研

究
報

告
書

審
査

方
法

等
基

準

4
7
_
1
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

学
位

論
文

審
査

要
領

第
２

条
第

３
条

再
掲

4
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

学
位

（
修

士
）

論
文

審
査

手
続

要
領

再
掲

6
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

教
育

支
援

高
度

化
専

攻
学

位
論

文
審

査
方

法
等

基
準

（
各

コ
ー

ス
）

6
6
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

（
後

期
３

年
博

士
課

程
）

に
係

る
学

位
規

程
再

掲

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

再
掲

・
修

了
判

定
に

関
す

る
教

授
会

等
の

審
議

及
び

学
長

な
ど

組
織

的
な

関
わ

り
方

が
確

認
で

き
る

資
料

6
6
_
1
_
愛
知

教
育

大
学

教
授

会
規

程
第

３
条

再
掲

6
6
_
2
_
（
教

職
大

学
院

）
愛

知
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

専
門

職
学

位
課

程
実

践
研

究
報

告
書

審
査

要
領

第
５

条
か

ら
第

８
条

再
掲

4
7
_
1
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

学
位

論
文

審
査

要
領

５
条

か
ら

第
８

条
再

掲

6
6
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

（
後

期
３

年
博

士
課

程
）

に
係

る
学

位
規

程
第

1
3
条

か
ら

第
1
6
条

再
掲

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

第
1
5
条

か
ら

第
1
7
条

再
掲

・
卒

業
（

修
了

）
要

件
を

学
生

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

も
の

と
し

て
、

学
生

便
覧

、
シ

ラ
バ

ス
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

配
布

資
料

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
へ

の
掲

載
等

の
該

当
箇

所

4
2
_
7
_
教
育

学
研

究
科

学
生

便
覧

 
2
0
2
3

P
9
～

1
9

P
2
9
～

3
7

再
掲

6
8
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
大

学
院

教
育

学
研

究
科

　
教

職
大

学
院

 
教

育
課

程
(
本

学
W
e
b
サ

イ
ト

)

6
8
_
2
_
（
修

士
課

程
）

大
学

院
教

育
学

研
究

科
　

修
士

課
程

 
教

育
課

程
(
本

学
W
e
b
サ

イ
ト

)

6
8
_
3
_
（
博

士
課

程
）

教
育

学
研

究
科

 
共
同

教
科

開
発

学
専

攻
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

評
価

項
目

６
７
［

分
析

項
目

６
－

７
－

２
］

　
大

学
院

課
程

に
お

い
て

は
、

学
位

論
文

又
は

特
定

の
課

題
に

つ
い

て
の

研
究

の
成

果
の

審
査

に
係

る
手

続
き

及
び

評
価

の
基

準
（

以
下

「
学

位
論

文
評

価
基

準
」

と
い

う
。

）
を

組
織

と
し

て
策

定
し

て
い

る
こ

と 評
価

項
目

６
８
［

分
析

項
目

６
－

７
－

３
］

　
策

定
し

た
卒

業
（

修
了

）
要

件
（

学
位

論
文

評
価

基
準

を
含

む
。

）
を

学
生

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
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・
教

授
会

等
で

の
審

議
状

況
等

の
資

料

6
9
_
1
_
（
教

育
学

研
究

科
）

教
授

会
議

事
要

録

〈
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
大

学
院

課
程

の
分

析
〉

・
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

に
係

る
評

価
基

準
、

審
査

手
続

き
等

4
7
_
1
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

教
育

学
研

究
科

学
位

論
文

審
査

要
領

第
２

条
か

ら
第

４
条

再
掲

4
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

学
位

（
修

士
）

論
文

審
査

手
続

要
領

再
掲

6
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

教
育

支
援

高
度

化
専

攻
学

位
論

文
審

査
方

法
等

基
準

（
各

コ
ー

ス
）

再
掲

6
6
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

（
後

期
３

年
博

士
課

程
）

に
係

る
学

位
規

程
再

掲

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

再
掲

〈
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
大

学
院

課
程

の
分

析
〉

・
学

位
論

文
の

審
査

体
制

、
審

査
員

の
選

考
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料

4
7
_
2
_
（
修

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

学
位

（
修

士
）

論
文

審
査

手
続

要
領

第
４

条
再

掲

6
6
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

（
後

期
３

年
博

士
課

程
）

に
係

る
学

位
規

程
第

８
条

再
掲

4
7
_
3
_
（
博

士
課

程
）

愛
知

教
育

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
共

同
教

科
開

発
学

専
攻

(
後

期
３

年
博

士
課

程
)
に

お
け

る
学

位
の

授
与

に
関

す
る

実
施

要
項

第
６

条
、

第
７

条
、

第
1
2
条

か
ら

第
1
4
条

再
掲

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

評
価

項
目

６
９
［

分
析

項
目

６
－

７
－

４
］

　
卒

業
又

は
修

了
の

認
定

を
、

卒
業

（
修

了
）

要
件

（
学

位
論

文
評

価
基

準
を

含
む

。
）

に
則

し
て

組
織

的
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

【
特

記
事

項
】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】
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分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
標

準
修

業
年

限
内

の
卒

業
（

修
了

）
率

（
過

去
５

年
分

）
（

別
紙

様
式

６
－

８
－

１
）

「
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
」
年

内
卒

業
（

修
了

）
率

（
過

去
５

年
分

）
（

別
紙

様
式

６
－

８
－

１
）

6
-
8
-
1
 
標

準
修

業
年

限
内

の
卒

業
（

修
了

）
率

（
過

去
５

年
分

）
6
-
8
-
1
「
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
」
年

内
卒

業
（

修
了

）
率

（
過

去
５

年
分

）

・
資

格
の

取
得

者
数

が
確

認
で

き
る

資
料

7
0
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
教

員
免

許
、

保
育

士
資

格
取

得
状

況
（

大
学

院
）

・
論

文
の

採
択

・
受

賞
状

況
、

各
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
等

の
受

賞
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料

7
0
_
2
_
（
教

職
大

学
院

）
論

文
の

受
賞

記
事

7
0
_
3
_
（
博

士
課

程
）

論
文

発
表

業
績

数
調

査

・
就

職
率

(
就
職

希
望

者
に

対
す

る
就

職
者

の
割

合
)
及
び

進
学

率
の

状
況

（
過

去
５

年
分

）
（

別
紙

様
式

６
－

８
－

２
）

主
な

進
学

/
就
職

先
（

起
業

者
も

含
む

。
）

6
-
8
-
2
 
就

職
率

(
就
職

希
望

者
に

対
す

る
就

職
者

の
割

合
)
及

び
進

学
率

の
状

況
（

過
去

５
年

分
）

・
学

校
基

本
調

査
で

提
出

し
た

「
該

当
す

る
」

資
料

（
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
に

あ
る

場
合

は
該

当
Ｕ

Ｒ
Ｌ

）

教
職

大
学

院
h
t
t
p
s
:
/
/
P
o
r
t
r
a
i
t
s
.
n
i
a
d
.
a
c
.
j
P
/
f
a
c
u
l
t
y
/
g
r
a
d
u
a
t
i
o
n
-
e
m
P
l
o
y
m
e
n
t
/
0
2
6
8
/
0
2
6
8
-
G
S
0
1
-
0
2
-
0
1
.
h
t
m
l

修
士

課
程

h
t
t
p
s
:
/
/
P
o
r
t
r
a
i
t
s
.
n
i
a
d
.
a
c
.
j
P
/
f
a
c
u
l
t
y
/
g
r
a
d
u
a
t
i
o
n
-
e
m
P
l
o
y
m
e
n
t
/
0
2
6
8
/
0
2
6
8
-
1
S
0
1
-
0
2
-
0
1
.
h
t
m
l

博
士

課
程

h
t
t
p
s
:
/
/
P
o
r
t
r
a
i
t
s
.
n
i
a
d
.
a
c
.
j
P
/
f
a
c
u
l
t
y
/
g
r
a
d
u
a
t
i
o
n
-
e
m
P
l
o
y
m
e
n
t
/
0
2
6
8
/
0
2
6
8
-
4
S
0
1
-
0
2
-
0
1
.
h
t
m
l

・
卒

業
（

修
了

）
生

の
社

会
で

の
活

躍
等

が
確

認
で

き
る

資
料

（
新

聞
記

事
等

）

該
当

資
料

な
し

・
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

（
学

習
の

達
成

度
や

満
足

度
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
学

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
分

析
調

査
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料

7
2
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
F
D
全

体
会

ま
と

め

7
2
_
2
_
（
修

士
課

程
）

令
和

５
年

度
ふ

り
か

え
り

ア
ン

ケ
ー

ト
（

学
生

対
象

）

基
準
６
－
８
　
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し

て
、

適
切

な
学

習
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

こ
と

評
価

項
目

７
０
［

分
析

項
目

６
－

８
－

１
］

　
標

準
修

業
年

限
内

の
卒

業
（

修
了

）
率

及
び

「
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
」
年

内
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

の
状

況
が

、
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

た
状

況
に

あ
る

こ
と

評
価

項
目

７
１
［

分
析

項
目

６
－

８
－

２
］

　
就

職
（

就
職

希
望

者
に

対
す

る
就

職
者

の
割

合
）

及
び

進
学

の
状

況
が

、
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

た
状

況
に

あ
る

こ
と

評
価

項
目

７
２
［

分
析

項
目

６
－

８
－

３
］

　
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

の
結

果
に

よ
り

、
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

た
学

習
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

こ
と
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・
卒

業
（

修
了

）
後

、
一

定
年

限
を

経
過

し
た

卒
業

（
修

了
）

生
に

つ
い

て
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

7
3
_
1
_
（
教

職
大

学
院

）
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
ー

　
開

催
講

座
一

覧

7
3
_
2
_
（
博

士
課

程
）

教
科

開
発

学
研

究
会

実
施

概
要

・
就

職
先

や
進

学
先

等
の

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料

3
9
_
1
_
令
和

５
年

度
公

務
員

・
企

業
研

究
セ

ミ
ナ

ー
ア

ン
ケ

ー
ト

（
非

公
表

）
Ｑ

８
～

９
再

掲

3
9
_
2
_
教
員

養
成

の
質

向
上

に
関

す
る

会
議

 
議
事

要
録

（
非

公
表

）
再

掲

・
教

育
の

国
際

化
の

取
組

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料

該
当

資
料

な
し

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示

し
た

上
で

、
そ

の
理

由
を

4
0
0
字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き

こ
と

等
が

あ
れ

ば
、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】

【
特

記
事

項
】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

評
価

項
目

７
３
［

分
析

項
目

６
－

８
－

４
］

　
卒

業
（

修
了

）
後

一
定

期
間

の
就

業
経

験
等

を
経

た
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
の

結
果

に
よ

り
、

大
学

等
の

目
的

及
び

学
位

授
与

方
針

に
則

し
た

学
習

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
こ

と

評
価

項
目

７
４
［

分
析

項
目

６
－

８
－

５
］

　
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

の
結

果
に

よ
り

、
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

た
学

習
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

こ
と

評
価

項
目

７
５
［

分
析

項
目

６
－

８
－

６
］

　
教

育
の

国
際

化
の

優
れ

た
取

組
に

よ
り

、
そ

の
取

組
の

目
的

に
則

し
た

学
習

成
果

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

（
よ

り
望

ま
し

い
取

組
と

し
て

分
析

）
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   別
紙
様
式
２
－
５
－
４
 

 

基
準

２
－

５
 
組
織
的
に
、
教
員

の
質

及
び

教
育
研

究
活
動

を
支

援
又
は

補
助
す

る
者
の

質
を

確
保
し

、
さ
ら
に
そ
の
維
持
、
向
上
を
図
っ
て
い
る
こ
と
 

 分
析
項
目
２
－
５
－
４
 
授
業
の
内
容
及
び

方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
を
組
織
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
 

 【
分
析
の
手
順
】
  

・
Ｆ
Ｄ
の
実
施
内
容
・
方
法
（
教
育
方
法
等

の
研
究
・
研
修
、
教
員
相
互
の
授
業
見
学
等
）
及
び
実
施
状
況
（
教
員
参
加
状
況
を
含
む
。
）
を
確
認
す
る
。
 

※
教
員
に
対
す
る
研
修
で
あ
っ
て
も
、
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
研
修
で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
分
析
項
目
３
－
４
－
２
に
お
い
て
確
認
す
る
。 

 ・
Ｆ
Ｄ
の
内
容
・
方
法
及
び
実
施
状
況
一
覧

（
別
紙
様
式
２
－
５
－
４
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
組
 

主
催
 

実
施
内
容
・
方
法
 

参
加
者
数
 

全
学

F
D
「

教
職
大
学
院
に
お
け
る
新
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

及
び
授
業
評
価
」
 

教
職
大
学
院
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

本
学
教
職
員
に
よ
る
集
会
、
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

成
績
評
価
基
準
等

の
適
正
化

の
た

め
、
過
去
の
評
価

デ
ー
タ
を

も
と

に
議
論
を
進

め
、
今
後
の
評
価
の
方
向
性
を
確
認
し
た
。
 

2
2
人
 

全
学

F
D
「

こ
れ
か
ら
の
教
員
養
成
大
学
の
教
員
に
求
め

ら
れ
る
能
力
開
発
と
は
」
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 
 

F
D
開
発
部
門
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
演
、
新
し
い

F
D
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

全
学

F
D
を
実
施
し
、
本
学
な
ら
で
は
の

F
D
指
針
の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
。
 

1
16

人
 

全
学

F
D
講
演
会
「
AI

時
代
の
新
た
な
学
び
に
つ
い
て
考

え
る
」
 

教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ

る
講

演
、
教
育
情
報
化

の
最
新
動

向
に

つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
A
I
時
代
の
新
た
な
学
び
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
。
 

8
0
人
 

全
学

F
D
「

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
達
へ
の
教
育

の
必
要
性
を
大
学
全
体
で
認
識
す
る
」
 

日
本
語
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ

る
講

演
、
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ

子
ど

も
達
が
学
校

生
活
を
営
み
、
学

習
に
取
り

組
め

る
よ
う
な
教
育
の

重
要
性
に

つ
い

て
、
認
識
を

高
め
た
。
 

 
44

人
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   別
紙
様
式
２
－
５
－
４
 

 

取
組
 

主
催
 

実
施
内
容
・
方
法
 

参
加
者
数
 

全
学

F
D
「
V
UC
A
の
時
代
の
評
価
軸
を
考
え
る
」
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 
 

F
D
開
発
部
門
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
演
、
V
UC
A
の
時
代
に
個
人
の
力
量
や
組
織
の
力

量
を
確
認
し
、
高

め
る
た
め

に
必

要
な
評
価
軸
に
つ

い
て
、
考

え
を

深
め
る
機
会

と
し
た
。
 

 
59

人
 

全
学

F
D・

SD
研
修
会
「
愛
知
教
育
大
学
の
魅
力
共
創
―

学
生
・
院
生
の
声
を
聴
き
合
い
、
大
学
の
魅
力
を
共
に
創

る
―
」
 

未
来
共
創
プ
ラ
ン
戦
略
８
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

本
学
教
職
員
に
よ
る
集
会
、
愛
知
教
育
大
学
の
魅
力
を
共
に
創
る
こ
と
に
つ
い
て
、

学
生
・
院
生
の
声
を
聴
き
合
い
、
安
心
し
て
意
見
交
換
が
で
き
る
場
と
し
た
。
 

4
1
人
 

全
学

F
D
「
学
生
の

I
CT

活
用
指
導
力
向
上
に
向
け
て
②

－
教
職
課
程
に
お
け
る
課
題
と
取
組
を
中
心
に
－
」
 

教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

本
学
教
員
に
よ
る
集
会
、
学
生
の

I
CT

活
用
指
導
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
状
況

の
共
有
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

7
1
人
 

全
学

F
D
講
演
会
「
障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
の
在
り

方
」
 

障
害
学
生
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
 

障
害
学
生
支
援
室
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ

る
講

演
、
聴
覚
障
害
学

生
の
た
め

の
多

様
化
す
る
情

報
保
障
に
関
す
る

最
新
の
動

向
と

支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
知

識
を

深
め
る
場
と

し
た
。
 

3
7
人
 

全
学

F
D
集
会
「
令
和
６
年
度
実
施
の
院
生
研
修
に
つ
い

て
」
 

教
職
大
学
院
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

本
学
教
員
に
よ
る

集
会
、
教

職
大

学
院
に
お
け
る
次

年
度
か
ら

の
新

し
い
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
場
と
し
た
。
 

5
3
人
 

授
業
公
開
 

教
育
研
究
創
成
セ
ン
タ
ー
 

合
計
 
1
3 
件
 
公
開
授
業
を
実
施
、
そ
の
後
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
 

6
8
人
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   別
紙
様
式
４
－
２
－
１
 

 

基
準

４
－

２
 
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進

路
、
課

外
活
動

、
経

済
面
で

の
援
助

等
に
関

す
る

相
談
・

助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

 分
析
項
目
４
－
２
－
１
 

学
生
の
生
活
、
健
康
、
就
職
等
進
路
に
関
す
る
相
談
・
助
言
体
制
及
び
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
関
す
る
相
談
・
助
言
体
制
を
整
備
し
て
い

る
こ
と
 

 【
分
析
の
手
順
】
  

・
生
活
支
援
等
に
関
す
る
総
合
的
相
談
・
助

言
体
制
の
整
備
及
び
支
援
の
実
績
を
確
認
す
る
。
 

・
健
康
に
関
す
る
相
談
・
助
言
体
制
の
整
備

及
び
支
援
の
実
績
を
確
認
す
る
。
 

・
就
職
等
進
路
に
関
す
る
相
談
・
助
言
体
制

の
整
備
及
び
支
援
の
実
績
を
確
認
す
る
。
 

・
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
防
止
の
た

め
の
措
置
（
規
定
及
び
実
施
内
容
）・

相
談
の
体
制
の
整
備
及
び

相
談
実
績
を
確
認
す
る
。
 

・
各
種
相
談
・
助
言
体
制
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
役
割
、
実
施
組
織
の
人
的
規
模
や
バ
ラ
ン
ス
、
組
織
間
の
連
携
や
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
責
任
の
所
在
等
が
確
認
で
き

る
資
料
・
デ
ー
タ
を
用
い
て
整
備
状
況
を
確
認
す
る
。
 

 ・
相
談
・
助
言
体
制
等
一
覧
（
別
紙
様
式
４

－
２
－
１
）
 

機
能
 

組
織
の
名
称
 

根
拠
規
定
 

配
置
さ
れ

た
人
員
 

支
援
の
内
容

 
相
談
の
実
績
 

総
合

的
相

談
 

障
害

学
生

支
援

室
 

な
ん

で
も

相
談

コ

ー
ナ

ー
 

愛
知

教
育

大
学

障
害

学
生

支

援
室

規
程

 

 

5
人

 
学

生
相

談
 

8
0

件
 

 

身
体

的
健

康
に

係
る

支
援

・
相

談
 

 

健
康

支
援

セ
ン

タ

ー
 

愛
知

教
育

大
学

健
康

支
援

セ

ン
タ

ー
規

程
 

4
人

 
定

期
及

び
臨

時
の

健
康

診
断

、
健

康
診

断
の

事
後

措
置

等
健

康
の

保
持

増
進

、
心

身
の

健
康

相
談

、
救

急
処

置
 

4
0

3
件
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   別
紙
様
式
４
－
２
－
１
 

 

 精
神

的
健

康
に

係
る

支
援

・
相

談
 

健
康

支
援

セ
ン

タ

ー
 

愛
知

教
育

大
学

健
康

支
援

セ

ン
タ

ー
規

程
 

 

6
人

 

同
上

 

  

6
0

5
件

 

就
職

・
進

路
に

係

る
支

援
・
相

談
 

キ
ャ

リ
ア

支
援

課
 

愛
知

教
育

大
学

事
務

組
織

規

程
 

3
1
 人

 
就

職
支

援
・
相

談
 

・
教

員
就

職
特

任
指

導
員

の
講

義
実

績
 

6
9

2
 件

 
 

・
教

員
就

職
特

任
指

導
員

の
相

談
実

績
 

1
,3

8
5

 件
 
 

・
教

員
就

職
特

任
指

導
員

の
願

書
・面

接
指

導
 3

,1
7

0
 件

 
 

・
企

業
等

就
職

相
談

員
の

相
 談

実
績

 

9
5

2
 件

 
 

【
参

考
資

料
】
  

・
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン

ト
に

係
る

防
止

 

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

委
員

会
 

愛
知

教
育

大
学

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

等
に

関
す

る
規

程
 

 
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
体

制
整

備
 

 

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン

ト
に

係
る

相
談

 

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

相
談

員
 

愛
知

教
育

大
学

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

等
に

関
す

る
規

程
 

1
2

人
 

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

相
談

 
6

件
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   別
紙
様
式
４
－
２
－
２
 

 

基
準

４
－

２
 
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進

路
、
課

外
活
動

、
経

済
面
で

の
援
助

等
に
関

す
る

相
談
・

助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

 分
析
項
目
４
－
２
－
２
 

学
生
の
部
活
動
や
自
治
会
活
動
等
の
課
外
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
 

【
分
析
の
手
順
】
  

・
課
外
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
、
課
外
活
動

団
体
数
、
課
外
活
動
施
設
設
備
の
整
備
、
及
び
運
営
資
金
や
備
品
貸
与
等
の
支
援
の
状
況
を
確
認
す
る
。
 

※
大
学
が
組
織
と
し
て
支
援
す
べ
き
部
活
動

等
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
判
断
に
よ
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
大
学
の
組
織
的
活
動
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
必

要
。

  

※
課
外
活
動
団
体
等
へ
の
支
援
実
績
を
示
す

資
料
は
、
あ
く
ま
で
も
大
学
の
支
援
の
実
績
で
あ
り
、
部
等
の
活
動
実
績
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 ・
課
外
活
動
に
係
る
支
援
状
況
一
覧
（
別
紙

様
式
４
－
２
－
２
）
 

 

課
外
活
動
団

体
数
 

9
2
団
体
 

 

支
援

の
分
類
 

内
容
 

備
考
 

課
外

活
動
施
設

設
備

の
整
備
 

  AU
E 
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

：
セ
ミ

ナ
ー

室
、

ダ
イ
ニ

ン
グ
、
洗

面
、

シ
ャ

ワ
ー
室
 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
設
置

 ク
ラ
ブ

ハ
ウ

ス
 5
9 

室
、

倉
庫
４
室

、
文

化
系

サ
ー
ク

ル
棟
１
棟
、
大
学
会
館
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   別
紙
様
式
４
－
２
－
２
 

 

（
活
動
場
所
）
 

第
一
共
通
棟
，
大
学

会
館
，
文

化
系

サ
ー

ク
ル
棟

，
ク
ラ
ブ

ハ
ウ

ス
，
AU
E
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
，
第
一
体
育
館
，
第

二
体
育
館
，
 

体
育
館
附
属
棟
，
武

道
場
，
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ
ン

タ
ー
，
サ

ッ
カ

ー
場

，
ラ
グ

ビ
ー
場
，
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
場
，
野
球

場
，
陸
上
競
技
場
，

テ
ニ
ス
コ

ー
ト

，
馬

場
，
弓

道
場
，
洋

弓
場
 

 
 

運
営

資
金
 

例
年

、
団
体
登
録
料
及

び
消
耗

品
等

の
補

助
費
用

と
し
て
、

後
援

会
か

ら
１
～

５
万
円
程
度
、

関
係
団
体
へ
支
給
さ

れ
る
。
ま
た

、
後
援

会
及
び
大

学
予

算
を

合
わ
せ

て
総
額
約

１
３

０
万

円
程
度

を
上
限
と
し
て
、
関
係
団
体
へ
必
要

な
物
品
を
支
給
し
て

い
る
。
い

ず
れ

も
後

援
会
及

び
学
生
支

援
課

へ
申

請
が
必

要
で
あ
る
。
 

 

備
品

貸
与
 

○
課
外
活
動
用
貸
与

物
品
一
覧
 機

械
器
具

：
ワ
イ

ヤ
レ
ス

ア
ン

プ
セ

ッ
ト
、

マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
、
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
、
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー

、
 吊

り
ス

ポ
ッ
ト
(5
00
W)
、

ス
ト

ッ
プ

ウ
ォ
ッ

チ
、
電
源
ド
ラ
ム
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
、
ス
ク

リ
ー

ン
、

ス
ポ
ー

ツ
用
品
：

グ
ロ

ー
ブ

、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ッ
ト
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
マ
ス
ク
、
ベ
ー
ス

セ
ッ
ト
、

卓
球
 ラ

ケ
ッ

ト
、

サ
ッ
カ

ー
ボ

ー
ル

、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ

ト
ミ

ン
ト

ン
ラ
ケ

ッ
ト
、
テ

ニ
ス

ラ
ケ

ッ
ト
、

ラ
イ
ン
カ
ー
、
巻
尺
 
そ
 の

 
他
：

合
宿
用
（
食
器
セ
ッ

ト
(2
0 
人

分
)、

な
べ

、
や
か

ん
）
、

ク
ー

ラ
ー

タ
ン
ク

、
湯
の
み
セ
ッ
ト
(2
0
 人

分
)、

テ
ン

ト
(６

本
足
)、

長
机

、
折
り
た

た
み

い
す

、
リ
ヤ

カ
ー
・
一

輪
車

、
草

刈
機
(１

週
間
前
に
確
認

)、
 
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
、
消
毒
液
、
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー

パ
ー

、
非

接
触
型

検
温
器
 

 
 

 

第１章　教育活動

61



  別
紙
様
式
４
－
２
－
３
 

 

基
準

４
－

２
 
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進

路
、
課

外
活
動

、
経

済
面
で

の
援
助

等
に
関

す
る

相
談
・

助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

分
析
項
目
４
－
２
－
３
 

留
学
生
へ
の
生
活
支
援
等
を
行
う
体
制
を
整
備
し
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
 

【
分
析
の
手
順
】
  

・
留
学
生
に
対
す
る
生
活
支
援
の
内
容
及
び

実
施
体
制
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
 

・
海
外
か
ら
受
け
入
れ
る
学
生
に
対
す
る
入

学
前
の
支
援
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
 

・
卒
業
（
修
了
）
後
の
留
学
生
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 ・
留
学
生
へ
の
生
活
支
援
の
内
容
及
び
実
施

体
制
（
別
紙
様
式
４
－
２
－
３
）
 

生
活
支
援
の
内
容
 

担
当
す
る
組
織
名
称
 

備
考
 

実
施

体
制

 
 

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

 
根

拠
資

料
6

_1
_愛

知
教

育
大

学
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
規

程
 

生
活

・
経

済
支

援
 

各
種

手
続

き
、
災

害
時

の
対

応
、
奨

学
金

等
の

案
内

 
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
 

根
拠

資
料

6
_2

_入
学

時
ガ

イ
ダ

ン
ス

掲
示

資
料

（
外

国
人

留
学

生
用

）
(本

学
W

e
b

サ

イ
ト

) 
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.a
ic

h
i-

e
d
u
.a

c
.j

p
/c

ie
/o

n
c
a
m

p
u
s
/c

a
t4

2
7

/
 

生
活

・
修

学
支

援
 

日
本

人
学

生
（
チ

ュ
ー

タ
ー

）に
よ

る
学

習
・
生

活
・
研

究
支

援
 

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

 
根

拠
資

料
6

_3
_外

国
人

留
学

生
の

た
め

の
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

（
本

学
W

e
b

サ
イ

ト
） 

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.a
ic

h
i-

e
d
u
.a

c
.j

p
/
c
ie

/
o
n

c
a
m

p
u
s
/c

a
t4

2
8

/
p
o
s
t-

1
.h

tm
l 

根
拠

資
料

6
_4

_外
国

人
留

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
英

語
版

） 

生
活

支
援

 
寄

宿
舎

に
お

け
る

日
本

人
チ

ュ
ー

タ
ー

の
生

活
支

援
 

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

 
根

拠
資

料
6

_5
_国

際
交

流
会

館
チ

ュ
ー

タ
ー

業
務

内
容

 

課
外

活
動

支
援

 
日

本
人

学
生

（
国

際
交

流
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
に

よ
る

課
外

活
動

支

援
 

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

 
根

拠
資

料
6

_6
_国

際
交

流
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

募
集

要
項

 

進
路

支
援

 

名
古

屋
外

国
人

雇
用

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

及
び

他
の

団
体

主
催

の
外

国
人

留
学

生
向

け
の

求
人

情
報

の
掲

示
及

び
就

職
支

援

イ
ベ

ン
ト

の
周

知
 

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

 
根

拠
資

料
6

_7
_就

職
活

動
支

援
セ

ミ
ナ

ー
の

周
知

メ
ー

ル
（
非

公
開

） 
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   別
紙
様
式
４
－
２
－
４
 

 

基
準

４
－

２
 
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進

路
、
課

外
活
動

、
経

済
面
で

の
援
助

等
に
関

す
る

相
談
・

助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

 分
析
項
目
４
－
２
－
４
 

障
害
の
あ
る
学
生
そ
の
他
特
別
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
学
生
へ
の
生
活
支
援
等
を
行
う
体
制
を
整
備
し
、
必
要
に
応
じ

て
生
活
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
こ
と
 

 【
分
析
の
手
順
】
  

・
障
害
の
あ
る
学
生
そ
の
他
特
別
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
学
生
へ
の
生
活
支
援
の
実
施
体
制
及
び
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
の
趣
旨
を
考
慮

し
て
確
認
す
る
。
 

・
対

象
と
な

る
学
生

が
現
在
在
籍

し
て
い
な
い
場

合
で
も
、
各

大
学
固
有
の
事

情
等
に
応
じ

て
生
活
支
援
を

行
う
こ
と
の

で
き
る
状
況
に

あ
る
か
に
つ

い
て
確
認
す
る

。 

※
施
設
・
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
基
準
４
－
１
に
お
い
て
確
認
す
る
。
 

 ・
障
害
の
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
生
活
支
援

の
内
容
及
び
実
施
体
制
（
別
紙
様
式
４
－
２
－
４
）
 

生
活
支
援
の
内
容
 

担
当
す
る
組
織
名
称
 

備
考
 

委
員

会
の

設
置

 

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

（
正

当
な

理
由

の
な

い
不

当
な

差
別

的
取

扱
い

，
合

理
的

配

慮
の

不
提

供
等

）
に

関
す

る
紛

争
の

防
止

又
は

解
決

を
図

る
た

め
の

委
員

会
で

あ
り

、

障
が

い
の

あ
る

学
生

の
授

業
等

支
援

や
理

解
啓

発
及

び
環

境
整

備
の

検
討

な
ど

も
行

っ
て

い
る

。
 

愛
知

教
育

大
学

障
害

学
生

サ
ポ

ー
ト

委
員

会
 

愛
知

教
育

大
学

障
害

学
生

サ
ポ

ー
ト

委
員

会
規

程
 

障
害

学
生

支
援

室
の

設
置

 

本
学

に
お

け
る

障
害

学
生

支
援

が
円

滑
か

つ
適

正
に

行
わ

れ
る

よ
う

関
係

部
局

間
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
，
障

害
の

あ
る

学
生

の
相

談
窓

口
と

し
て

，
障

害
の

あ
る

学
生

が

公
平

・
公

正
な

修
学

環
境

を
得

ら
れ

る
よ

う
支

援
の

充
実

を
図

る
。
 

障
害

学
生

支
援

室
 

愛
知

教
育

大
学

障
害

学
生

支
援

室
規

程
 

※
実
績
が
な
い
場
合
に
は
、
必
要
が
あ
れ
ば

対
応
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
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   別
紙
様
式
４
－
２
－
５
 

基
準

４
－

２
 
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進

路
、
課

外
活
動

、
経

済
面
で

の
援
助

等
に
関

す
る

相
談
・

助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

分
析
項
目
４
－
２
－
５
 

学
生
に
対
す
る
経
済
面
で
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
こ
と
 

【
分
析
の
手
順
】
  

・
奨
学
金
制
度
の
整
備
状
況
と
当
該
窓
口
の

周
知
及
び
利
用
実
績
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
 

・
入
学
料
・
授
業
料
免
除
、
奨
学
金
（
給
付
、
貸
与
）、

学
生
寄
宿
舎
等
、
各
大
学
固
有
の
事
情
等
に
応
じ
て
、
学
生
の
経
済
面
の
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
 

・
経
済
的
支
援
の
整
備
状
況
、
利
用
実
績
一

覧
（
別
紙
様
式
４
－
２
－
５
）
 

奨
学

金
制

度
窓

口
の

周
知

方
法

 
・
学

生
生

活
ガ

イ
ド

 
 

 
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

 
 

・
学

務
ネ

ッ
ト

 

 

支
援

の
内

容
 

担
当

す
る

組
織

名
称

 
根

拠
規

定
 

配
置

さ
れ

た
人

員
 

支
援

の
実

績
 

財
源

 

大
学

独
自

の
奨

学
金

制
度

 

愛
知

教
育

大
学

未
来

基

金
委

員
会

 
 

学
生

支
援

委
員

会
 

・
根

拠
資

料
：
Ａ

Ｕ
Ｅ

修
学

支
援

基
金

規
則

 
 

・
根

拠
資

料
：
愛

知
教

育
大

学
未

来
基

金
規

程
 
 

・
根

拠
資

料
：
「
愛

知
教

育
大

学
奨

学
金

 ひ
ら

く
」
に

関
す

る
細

則
 

２
人

 

海
外

派
遣

留
学

生
支

援
事

業
 

1
9

0
千

円
 

未
来

基
金

「
ひ

ら
く

」 

1
，
3

0
0

千
円

 

（
令

和
５

年
度

総
額

） 

寄
附

金
 

入
学

料
の

免
除

 
学

生
支

援
委

員
会

 
・
根

拠
資

料
：
愛

知
教

育
大

学
授

業
料

等
免

除
及

び
徴

収
猶

予
に

関
す

る
規

程
 
 

・
根

拠
資

料
：
愛

知
教

育
大

学
授

業
料

等
免

除
及

び
徴

収
猶

予
に

関
す

る
細

則
 

２
人

 
1
,8

4
8

千
円

 

（
令

和
５

年
度

総
額

） 
運

営
費

交
付

金
 

授
業

料
の

免
除

 
学

生
支

援
委

員
会

 
・
根

拠
資

料
：
愛

知
教

育
大

学
授

業
料

等
免

除
及

び
徴

収
猶

予
に

関
す

る
規

程
 
 

・
根

拠
資

料
：
愛

知
教

育
大

学
授

業
料

等
免

除
及

び
徴

収
猶

予
に

関
す

る
細

則
 

２
人

 
3

1
,7

6
3

千
円

 

（
令

和
５

年
度

総
額

） 

運
営

費
交

付
金

 

自
己

財
源

 

寄
宿

舎
の

整
備

 
学

生
支

援
委

員
会

 
・
根

拠
資

料
：
愛

知
教

育
大

学
学

生
寮

管
理

運
営

規
程

 
２

人
 

全
１
９

２
室

 
授

業
料

 

寄
宿

料
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   別
紙
様
式
５
－
２
－
１
 

 

基
準

５
－

２
 
学
生
の
受
入
が
適
切
に
実
施

さ
れ
て

い
る
こ

と
 

 分
析
項
目
５
－
２
－
１
 

学
生
受
入
方
針
に
沿
っ
て
、
受
入
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
実
施
体
制
に
よ
り
公
正
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
 

 【
分
析
の
手
順
】
  

・
学
士
課
程
、
大
学
院
課
程
と
も
に
入
試
の

種
類
ご
と
に
、
入
学
者
選
抜
の
方
法
（
学
力
検
査
、
面
接
等
）
が
入
学
者
選
抜
の
基
本
方
針
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

・
面
接
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
面
接
要

領
等
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
実
施
体
制
の
整
備
状
況
（
組
織
の
役
割
、

構
成
、
人
的
規
模
・
バ
ラ
ン
ス
、
組
織
間
の
連
携
・
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
・
責
任
の
所
在
等
）
を
確
認
す
る
。
 

 ・
入
学
者
選
抜
の
方
法
一
覧
（
別
紙
様
式
５

－
２
－
１
）
 

学
部
・
研
究
科
 

入
試
の
種
類
 

選
抜
方
法
 

募
集
要
項
の
記
載
ペ
ー
ジ
 

教
育

学
部

 
総

合
型

選
抜

 

志
望

理
由

及
び

学
び

の
計

画
，
学

び
の

履
歴

及
び

調
査

書
に

よ
る

書
類

選
考

を

第
１
次

選
考

と
し

て
行

い
，
第

１
次

選
考

の
合

格
者

に
対

し
て

，
高

大
連

携
講

座
を

受
講

し
た

後
の

課
題

と
，
A

P
 
試

験
（
ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾐ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

ﾎ
ﾟ
ﾘ
ｼｰ

基
づ

く
面

接
試

験
等

）
に

よ
っ

て
第

２
次

選
考

を
行

う
。
 

根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
 

教
育

学
部

 
帰

国
子

女
選

抜
 

小
論

文
，
面

接
，
学

力
検

査
等

及
び

出
願

書
類

（
身

上
記

録
・
推

薦
書

・
成

績
証

明
書

等
）
を

総
合

し
て

行
う

。
 

根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
 

教
育

学
部

 
外

国
人

留
学

生
選

抜
 

小
論

文
，
面

接
，
学

力
検

査
等

及
び

出
願

書
類

（
身

上
記

録
・
推

薦
書

・
成

績
証

明
書

等
）
を

総
合

し
て

行
う

。
 

根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
 

教
育

学
部

 
第

２
年

次
編

学
力

検
査

（
小

論
文

を
含

む
），

口
述

試
験

を
行

う
。
 

根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
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   別
紙
様
式
５
－
２
－
１
 

 

学
部
・
研
究
科
 

入
試
の
種
類
 

選
抜
方
法
 

募
集
要
項
の
記
載
ペ
ー
ジ
 

入
学

試
験

 
 

教
育

学
部

 
学

校
推

薦
型

選
抜

 

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
，
出

願
書

類
（調

査
書

・
学

び
の

履
歴

・
推

薦
書

及
び

志

望
理

由
書

）
，
A

P
試

験
を

総
合

し
て

行
う

。
 

 

根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
 

教
育

学
部

 
一

般
選

抜
 

前
期

日
程

 

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
，
本

学
の

行
う

個
別

学
力

検
査

等
と

小
論

文
及

び
出

身

高
等

学
校

も
し

く
は

中
等

教
育

学
校

の
調

査
書

を
総

合
し

て
行

う
。
な

お
，
２

段

階
選

抜
は

実
施

し
な

い
。
 

根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
 

教
育

学
部

 
一

般
選

抜
 

後
期

日
程

 

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
，
本

学
の

行
う

個
別

学
力

検
査

等
及

び
出

身
高

等
学

校

も
し

く
は

中
等

教
育

学
校

の
調

査
書

を
総

合
し

て
行

う
。
な

お
，
２

段
階

選
抜

は

実
施

し
な

い
。
 

 根
拠

資
料

1
0

_1
_「

学
部

選
抜

方
法

一
覧

」
 

教
育

学
研

究
科

 教

育
実

践
高

度
化

 専

攻
 

一
般

選
抜

 
本

学
が

行
う

筆
記

試
験

，
口

述
試

験
・
面

接
及

び
出

願
時

に
提

出
さ

れ
た

研
究

計
画

の
概

要
等

を
総

合
し

て
行

う
。
 

根
拠

資
料

1
0

_2
_「

教
育

学
研

究
科

（
教

職
大

学
院

）
選

抜
方

法
一

覧
」 

教
育

学
研

究
科

 教

育
支

援
高

度
化

 専

攻
 

一
般

選
抜

 
本

学
が

行
う

筆
記

試
験

，
口

述
試

験
・
実

技
試

験
及

び
出

願
時

に
提

出
さ

れ
た

研
究

計
画

の
概

要
等

を
総

合
し

て
行

う
。
 

根
拠

資
料

1
0

_3
_「

教
育

学
研

究
科

（
博

士
課

程
）
選

抜
方

法
一

覧
」 

根
拠

資
料

1
0

_4
_「

教
育

学
研

究
科

（
修

士
課

程
グ

ロ
ー

バ
ル

）
選

抜
方

法
一

覧
」
 

教
育

学
研

究
科

 共

同
教

科
開

発
学

 専

攻
 

一
般

選
抜

 
出

願
書

類
と

小
論

文
試

験
，
外

国
語

（
英

語
）
筆

記
試

験
，
口

述
試

験
の

結
果

を

総
合

し
て

行
う

。
 

 

根
拠

資
料

1
0

_5
_ 

「
教

育
学

研
究

科
（
博

士
課

程
）
選

抜
方

法
一

覧
」 
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別
紙
様
式
6
-4
-4
（学
部
）

分
析
項
目
６
－
４
－
４
　
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
は
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
・
准
教
授
が
担
当
し
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
の
定
義
を
確
認
す
る
。

・
基
幹
教
員
制
度
を
導
入
し
て
い
る
場
合
は
、
所
要
な
授
業
科
目
を
担
当
す
る
基
幹
教
員
の
配
置
状
況
を
確
認
す
る
。

※
適
切
な
科
目
担
当
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
最
低
限
の
担
保
と
し
て
、
大
学
院
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
。

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
（
別
紙
様
式
６
－
４
－
４
）

専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
が

担
当
す
る
科
目
数

学
校
教
員
養
成
課
程

共
通
教
育
科
目
(
必
修
科
目
)
、

専
門
教
育
科
目
（
教
育
職
員
免
許
法
上
の
必
修

科
目
）

3
7
0
科
目

3
0
1
科
目

教
育
支
援
専
門
職
養
成
課
程

共
通
教
育
科
目
(
必
修
科
目
)
、

専
門
教
育
科
目
（
必
修
科
目
）

4
6
科
目

3
9
科
目

※
基
本
組
織
の
中
で
複
数
の
課
程
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
適
宜
行
を
追
加
し
作
成
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
課
程
方
針
の
策
定
単
位
と
の
整
合
性
に
留
意
す
る
。

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
へ
の
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
の
配
置
状
況
（
該
当
す
る
授
業
科
目
数
、
そ
の
う
ち
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
が
担
当
す
る
科

目
数
、
専
任
の
講
師
が
担
当
す
る
科
目
数
）
を
確
認
す
る
。

※
実
際
に
授
業
を
担
当
し
な
い
場
合
で
も
、
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
が
授
業
の
内
容
、
実
施
、
成
績
に
関
し
て
責
任
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
授
業
科
目
を

分
析
項
目
の
状
況
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
。

教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
の
定
義

授
業
科
目
数

備
考

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

又
は
教
育
課
程
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別
紙
様
式
6
-5
-1
（学
部
）

分
析

項
目

６
－

５
－
１
　
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
履

修
指
導
の
体
制
を
組
織
と
し
て
整
備
し
、
指
導
、
助
言
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

【
分

析
の

手
順

】

・
履

修
指

導
の

実
施
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
１
）

教
育

研
究

上
の

基
本

組
織

取
組

実
施
組
織

実
施

状
況

教
育

学
部

ガ
イ
ダ
ン
ス

教
務
企
画
課

年
度
当
初
 教

育
学
部
（
４
年
及
び
１
年
）
 各

１
回

、
教

育
単

位
（

専
攻

・
学

年
等

）
別

 
各

１
回

教
育

学
部

指
導
教
員
制

教
育
学
部

全
学
年
 教

育
単
位
（
専
攻
等
）
別

教
育

学
部

成
績
不
振
者
へ
の

学
習
支
援
・
指
導

教
育
学
部

Ｇ
Ｐ
Ａ
が
2.

0 
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
、
指
導

教
員

に
よ

る
修

学
支

援
・

指
導

を
実

施
。

【
参
考
資
料
】

・
履
修
指
導
_2

02
3前

期
_学

生
へ
の
修
学
支

援
・

指
導

に
つ

い
て

・
履
修
指
導
_2

02
3後

期
_学

生
へ
の
修
学
支

援
・

指
導

に
つ

い
て

教
育

学
部

交
換
留
学
・
単
位
互
換
制
度

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

本
学
と
学
生
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
外

の
大

学
に

学
生

を
派

遣
す

る
制

度
。

毎
年

学
期

始
め

に
説

明
会

を
実

施
す

る
と
と
も
に
年
１
回
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

教
育

学
部

他
の
課
程
・
専
攻
・
専
修
・
コ
ー
ス

の
授
業
科
目
の
履
修

教
務
企
画
課

卒
業
要
件
に
含
ま
れ
な
い
他
の
課
程
、
専
攻
、

専
修

・
コ

ー
ス

（
学

部
は

１
つ

）
の

授
業

科
目

を
、

自
由

科
目

と
し

て
履

修
す
る
こ
と
を
可
と
し
て
い
る
。

教
育

学
部

編
入
学
へ
の
配
慮

教
務
企
画
課

高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
の
第
２
年
次
編

入
学

を
実

施
し

、
編

入
学

者
用

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

及
び

個
別

の
履

修
相

談
を

実
施
し
て
い
る
。

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
担
任
制
、
学
習
成
果
の
状
況
の
組
織
的

把
握
と
対
応
、
学
習
計
画
の
指
導
、
能
力
別
ク
ラ
ス
分
け
、
基
礎
学
力
不
足
の
学
生

に
対

す
る

指
導

、
助

言
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
通

信
教

育
を

行
う
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

た
め
の
履
修
指
導
の
体
制
を
組
織
と
し
て
整
備
し
、
指
導
、
助
言
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
授

業
科

目
へ

の
学
術
の
発
展
動
向
（
担
当
教
員
の
研
究

成
果
を
含
む
。
）
の
反
映
、
他
学
部
の
授
業
科
目
の
履
修
、
編
入
学
や
秋
期
入
学
へ

の
配

慮
、

修
士

（
博

士
前

期
）

課
程

教
育

と
の

連
携

、
国

内
外

の
他

大
学

と
の

単
位

互
換

・
交
換
留
学
制
度
の
実
施
、
ダ
ブ
ル
・
デ

ィ
グ
リ
ー
制
度
の
導
入
等
の
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
状
況
に

つ
い

て
も

確
認

す
る

。
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別
紙
様
式
6
-5
-1
（学
部
）

教
育

学
部

大
学
院
と
の
連
携

教
務
企
画
課

卒
業
要
件
外
の
オ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、

教
職

大
学

院
へ

の
進

学
を

見
通

し
た

教
科

横
断

探
究

コ
ー

ス
を

設
置

し
て
い
る
。

教
育

学
部

他
大
学
と
の
単
位
互
換

教
務
企
画
課

愛
知
県
内
の
国
公
私
立
大
学
で
組
織
す
る
愛
知

学
長

懇
話

会
に

お
い

て
、

単
位

互
換

制
度

を
実

施
し

て
い

る
。
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別
紙
様
式
6
-
5
-
2
（
学
部
）

分
析
項
目
６
－
５
－
２
　
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
学
習
相
談
の
体
制
を
整
備
し
、
助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】

・
学
習
相
談
の
実
施
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
２
）

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

取
組

実
施
組
織

実
施
状
況

教
育
学
部

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
の
設
定

学
生
支
援
委
員
会

各
教
員
が
毎
週
２
時
間
程
度
の
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
を
設
定
し
、
学
生
の

相
談
に
応
じ
て
い
る
。

教
育
学
部

英
語
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

英
語
能
力
の
優
れ
た
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
が
英
語
の
苦
手
な
学
生
の
英
語
学

習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
学
習
相
談
等
、
各
大
学
固
有
の
事
情
等
に
応
じ
て
、
学
習
相
談
、
助
言
等
の
学
習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
学
習
相
談
の
体
制
を
整
備
し
、
学
習
相
談
、
助
言
等
の
学
習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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別
紙
様
式
6
-5
-3
（学
部
）

分
析

項
目

６
－
５
－
３
　
社
会
的
・
職
業
的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
を

実
施

し
て

い
る
こ
と

【
分

析
の

手
順
】

・
イ

ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
実
施
状
況
を
確
認

す
る

。

・
そ

の
他

教
育
課
程
の
目
的
に
応
じ
た
取
組
を

確
認

す
る

。

・
社

会
的

・
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要

な
能

力
を

培
う

取
組

（
別

紙
様

式
６

－
５

－
３

）

教
育

研
究

上
の
基
本

組
織

取
組

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育

学
部

キ
ャ
リ
ア
関
連
科

目
の

開
設

教
務

企
画

課
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

（
受
講
者
 
9
2
8
名
）

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

Ⅱ
（

受
講
者
 
9
7
8
名
）

※
い

ず
れ

も
令

和
５

年
度

の
実
績

教
育

学
部

実
践
力
育
成
科
目

の
開

設
教

務
企

画
課

教
職

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

学
校

体
験

活
動

入
門

、
学

校
体
験
活
動
Ⅰ
（
必
修
科
目
）

学
校

体
験

活
動

Ⅱ
、

地
域

協
働
教
育
体
験
活
動
（
自
然
領
域
、
多
文
化
領
域
、

社
会

領
域

の
３

領
域

か
ら

１
領
域
を
選
択
）

（
２

科
目

か
ら

１
科

目
選

択
し
て
履
修
）

全
学

（
主

に
教

育
学
部
）

未
来
共
創
プ
ラ
ン

戦
略

１
子
ど
も
キ
ャ
ン

パ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
画

課
未

来
共

創
推

進
室

愛
知

教
育

大
学

の
中

長
期

ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標
・
戦
略
と
し
て
「
未
来
共
創
プ
ラ

ン
」

を
令

和
３

年
３

月
に

策
定
し
公
表
し
た
。
目
標
の
１
つ
に
「
子
ど
も
や
学

生
、

社
会

と
の

対
話

や
協

働
を
通
し
て
、
現
代
的
教
育
課
題
の
解
決
に
貢
献

し
、

よ
り

質
の

高
い

教
員

及
び
教
育
支
援
専
門
職
の
養
成
を
実
現
し
ま
す
。
」

が
あ

り
、

こ
の

目
標

を
達

成
す
る
た
め
、
戦
略
１
「
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
で

、
大

学
及

び
そ
の
周
辺
地
域
で
本
学
の
教
職
員
や
学
生
が
子
ど

も
た

ち
に

遊
び

や
学

び
を

通
じ
た
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
本
取

組
は

、
学

生
が

主
体

的
に

企
画
・
運
営
を
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
、
防
災

や
減

災
に

関
す

る
も

の
、

電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
体
験
な
ど
3
0
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
員

に
学
生
が
含
ま
れ
る
も
の
の
み
）
を
実
施
し
た
。
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別
紙
様
式
6
-5
-3
（学
部
）

教
育

学
部

（
特

別
支

援
教
育
特

別
専

攻
科

）

教
育
実
習

教
務

企
画

課
教

職
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー

〇
前

期
実

習
教

員
養

成
課

程
4年

小
学

校
実

習
92
名

、
中

学
校
実
習
2
9
5
名
、
高
等
学
校
実
習
2
3
名
、
特
別
支
援

学
校

実
習

27
名

〇
後

期
実

習
教

員
養

成
課

程
3年

及
び

4
年

小
学

校
実

習
60
4名

、
小
学
校
及
び
中
学
校
実
習
1
名
（
※
１
）
、
中
学
校
実
習

7名
、

中
学

校
及

び
高

等
学
校
実
習
7
6
名
（
※
2
）
、
高
等
学
校
実
習
1
名
、
養

護
実

習
42
名

、
幼

稚
園

実
習
3
2
名

※
１

義
務

教
育

専
攻

も
の

づ
く
り
・
技
術
専
修
中
免
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生

が
、

小
学

校
に

て
3日

間
、
中
学
校
に
て
1
2
日
間
実
習
を
行
っ
た
。

※
2 
高

等
学

校
教

育
専

攻
の
学
生
が
、
高
等
学
校
に
て
5
日
間
、
中
学
校
に
て

10
日

間
実

習
を

行
っ

た
。

特
別

支
援

教
育

特
別

専
攻

科
特

別
支

援
学

校
実

習
27
名

教
育

学
部

教
育
実
習
（
事
後
指

導
）

教
務

企
画

課

初
め

て
教

育
実

習
を

体
験

し
た
学
校
教
員
養
成
課
程
３
年
生
を
対
象
に
、
愛
知

県
教

育
委

員
会

海
部

教
育

事
務
所
長
、
東
三
河
教
育
事
務
所
新
城
設
楽
支
所
長

並
び

に
名

古
屋

市
教

育
委

員
会
指
導
部
指
導
室
首
席
指
導
主
事
に
よ
る
講
話
を

実
施

し
た

。
演

題
：

学
校

教
育

実
習

を
振
り
返
っ
て

教
育

実
習

の
様

々
な

振
り

返
り
の
中
で
、
教
師
に
な
る
と
い
う
当
初
の
夢
に
向

か
っ

て
更

な
る

高
み

を
目

指
し
、
教
師
に
な
る
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
目
的
と
し

て
実

施
。

教
育

学
部

介
護
等
体
験

教
務

企
画

課

学
校

教
員

養
成

課
程

1年
7
3
6
名

学
校

教
員

養
成

課
程

2年
9
名

教
員

養
成

課
程

4年
1名

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
附
属
特
別
支
援
学
校
で

の
体

験
と

特
例

措
置

（
印

刷
教
材
）
を
併
行
し
て
実
施
。

教
育

学
部

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

国
内

19
施

設
 3
8人

（
大

学
を
通
じ
て
参
加
手
続
し
た
も
の
を
集
計
）

教
育

学
部

授
業
科
目

教
務

企
画

課
MS
 学

校
・

自
治

体
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
　
4
5
名
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別
紙
様
式
６
－
５
－
４
（
学
部
）

分
析
項
目
６
－
５
－
４
　
障
害
の
あ
る
学
生
、

留
学

生
、

そ
の

他
履

修
上

特
別

な
支

援
を

要
す

る
学

生
に

対
す
る
学
習
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】
 

※
施
設
・
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応

に
つ

い
て

は
、

基
準

４
－

１
に

お
い

て
確

認
す

る
。

・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
等
に
対

す
る

学
習

支
援

の
状

況
（

別
紙

様
式

６
－

５
－

４
）

障
害
の
あ
る
学
生

教
育
研

究
上
の
基
本
組
織

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育
学
部

教
務

企
画

課
支

援
を

必
要

と
す

る
学

生
の
授
業
等
へ
の
配
慮
（
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
、
手
話
通
訳
の

配
置

等
）

留
学
生

教
育
研

究
上
の
基
本
組
織

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育
学
部

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

日
本

語
補

講
の

開
講

、
日
本
語
及
び
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
の
配
置

そ
の
他
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生

教
育
研

究
上
の
基
本
組
織

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育
学
部

障
害

学
生

支
援

室
、

教
務

企
画

課
病

気
そ

の
他

の
事

情
に

よ
り
、
履
修
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
の
授
業
等

へ
の

配
慮

（
配

慮
事

項
の
聞
き
取
り
・
調
整
、
授
業
担
当
教
員
へ
の
通
知
、
教
育
実

習
先

へ
の

配
慮

依
頼

等
）

・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
へ
の
学

習
支

援
に

つ
い

て
は

、
あ

ら
か

じ
め

こ
れ

ら
の

学
生

の
人

数
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
把
握
し
た
上
で
、
各
大
学
固
有
の

事
情
等
に
応
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
学
習
支
援
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

確
認

す
る

。

・
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、

関
係

法
令

の
趣

旨
を

考
慮

し
て

確
認

す
る

。

・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

考
え

ら
れ

る
学

生
が

現
在

在
籍

し
て

い
な

い
場

合
で

も
、

各
大
学
固
有
の
事
情
等
に
応
じ
て
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
状
況
に
あ
る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
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別
紙
様
式
6
-5
-5
（学
部
）

【
分
析
の
手
順
】

・
提
供
さ
れ
た
機
会
を
利
用
し
て
、
正
規
学
生

が
海
外
で
学
習
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
国
内
学
生
海
外
派
遣
実
績
（
別
紙
様
式
６
－

５
－
５
）

【
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
／
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ

ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
海
外
派
遣
学
生
】

≪
学
士
課
程
≫

派
遣

学
生

数

う
ち

単
位

派
遣

学
生

数

う
ち

単
位

派
遣

学
生

数

う
ち

単
位

0
0

0

【
短
期
海
外
派
遣
学
生
・
超
短
期
海
外
派
遣
学

生
】

≪
学
士
課
程
≫

派
遣

学
生

数

う
ち

単
位

派
遣

学
生

数

う
ち

単
位

派
遣

学
生

数

う
ち

単
位

愛
知
教
育
大
学
短
期
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
全
学
）

香
港
教
育
大
学
、

ニ
ュ
ー
マ
ン
大
学
、
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
教
育
大

学
、
台
湾
師
範
大
学

あ
り

中
国
、
イ

ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、

台
湾

短
期

4
か
月
～
1
年

3
0

3
0

2
0

令
和
５
年
度

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
全
学
・
学
部
）

交
流
大
学
等

協
定

国
又
は

地
域

派
遣

区
分

合
計

分
析
項
目
６
－
５
－
５
　
正
規
学
生
が
海
外
で

学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
よ
り
望
ま
し
い
取
組
と
し
て
分
析
）

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
全
学
・
学
部
）

交
流
大
学
等

協
定

国
又
は

地
域

派
遣

区
分

派
遣

期
間

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

※
こ
の
分
析
項
目
は
、
項
目
の
内
容
を
十
分
に

実
現
し
優
れ
て
機
能
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
分
析
す
る
。

令
和
５
年
度

派
遣

期
間

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度
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別
紙
様
式
6
-5
-5
（学
部
）

愛
知
教
育
大
学
短
期
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
大
学

あ
り

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

オ
ン
ラ
イ
ン

1
0

0
0

0
0

異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
光
州
教
育
大
学
校

あ
り

韓
国

オ
ン
ラ
イ
ン

2
7

0
1
5

0
1
3

0

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

国
立
彰
化
師
範
大
学

あ
り

台
湾

オ
ン
ラ
イ
ン

4
0

0
0

0
0

学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
台
北
教
育
大
学

あ
り

台
湾

オ
ン
ラ
イ
ン

6
0

0
0

0
0

旧
正
月
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

香
港
教
育
大
学

あ
り

香
港

オ
ン
ラ
イ
ン

4
0

0
0

0
0

中
国
語
・
台
湾
文
化
体
験
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
彰
化
師
範
大
学

あ
り

台
湾

オ
ン
ラ
イ
ン

1
0

0
0

0
0

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
教
育
大
学

あ
り

ド
イ
ツ

超
短
期

2
3
日
～
3
5
日

0
0

3
0

8
0

単
位
互
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
晋
州
教
育
大
学
校

あ
り

韓
国

超
短
期

約
1
週
間

0
0

2
2

5
5

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学

あ
り

ア
メ
リ
カ

超
短
期

2
5
日

0
0

0
0

4
0

健
康
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
立
教
育
研
究
所

あ
り

カ
ン
ボ
ジ
ア

超
短
期

約
1
週
間

0
0

6
0

8
0

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

香
港
教
育
大
学

あ
り

香
港

超
短
期

約
1
週
間

0
0

6
0

0
0

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
教
育
研
究
所

あ
り

カ
ン
ボ
ジ
ア

超
短
期

3
2
日
～
3
3
日

0
0

5
0

4
0

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
立
ス
ラ
バ
ヤ
大
学

あ
り

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

超
短
期

2
5
日
～
3
7
日

0
0

8
0

1
0

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

チ
ェ
ン
ラ
イ
・
ラ
チ
ャ

パ
ッ
ト
大
学

あ
り

タ
イ

超
短
期

2
9
日

0
0

0
0

2
0

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

モ
ン
ゴ
ル
国
立
教
育
大
学

あ
り

モ
ン
ゴ
ル

超
短
期

1
5
日

0
0

0
0

2
0

科
学
・
も
の
づ
く
り
推
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

モ
ン
ゴ
ル
国
立
教
育
大
学

あ
り

モ
ン
ゴ
ル

超
短
期

約
1
週
間

0
0

0
0

7
0

4
6

0
4
8

2
5
6

5
合
計
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別
紙
様
式
6
-8
-1
（学
部
）

【
分
析
の
手
順
】

・
標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1.
5」

年
内
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）
（
別
紙
様
式
６
－
８
－
１
）

平
成
3
1
/
令
和

元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

平
成
3
1
/
令
和

元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

教
育
学
部

9
1
.
4
0
%

9
0
.
6
0
%

9
0
.
5
0
%

9
0
.
7
0
%

9
1
.
3
0
%

9
7
.
0
0
%

9
6
.
4
0
%

9
7
.
4
0
%

9
5
.
6
0
%

9
5
.
7
0
%

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率

「
標
準
修
業
年
限
×
1
.
5
」
年
内
卒
業
（
修
了
）
率

分
析
項
目
６
－
８
－
１
　
標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1.
5」

年
内
卒
業
（
修
了
）
率
、
資
格
取
得
等
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的

及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と

・
学
部
、
研
究
科
等
ご
と
の
標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1.
5」

年
内
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）
を
算
出
し
確
認
す
る
。

・
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
資
格
の
取
得
者
数
を
確
認
す
る
（
卒
業
が
受
験
資
格
と
な
る
も
の
は
必
須
）
。

・
大
学
院
課
程
に
お
い
て
は
、
研
究
活
動
の
実
績
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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別
紙
様
式
6
-
8
-
2
（
学
部
）

【
分
析
の
手
順
】

・
就
職
率
（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合

）
及

び
進

学
率

の
状

況
が

、
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
確
認
す
る
。

・
就
職
先
、
進
学
先
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

て
妥

当
な

も
の

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
す

る
。

・
就
職
率
(
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合

)
及

び
進

学
率

の
状

況
（

別
紙

様
式

６
－

８
－

２
）

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

平
成

3
1
/
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５
年
度

主
な
進
学
先
/
就
職
先

卒
業
者
（
A
）

9
3
9

9
0
7

8
8
0

8
7
5

8
8
7

進
学
者
（
B
）

4
8

6
2

5
4

4
4

4
4

進
学
率
（
B
/
A
）

5
.
1
%

6
.
8
%

6
.
1
%

5
.
0
%

5
.
0
%

就
職
希
望
者
（
C
）

8
9
1

8
4
5

8
2
6

8
3
1

8
4
3

就
職
者
（
D
）

8
5
3

7
8
4

7
8
3

7
9
2

7
9
6

卒
業
者
に
対
す
る
就
職
率

（
D
/
A
）

9
0
.
8
%

8
6
.
4
%

8
9
.
0
%

9
0
.
5
%

8
9
.
7
%

就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
率
（
D
/
C
）

9
5
.
7
%

9
2
.
8
%

9
4
.
8
%

9
5
.
3
%

9
4
.
4
%

分
析
項
目
６
－
８
－
２
　
就
職
（
就
職
希
望
者
に
対

す
る

就
職

者
の

割
合

）
及

び
進

学
の

状
況

が
、

大
学

等
の

目
的

及
び

学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と

教
育
学
部

主
な
進
学
先

　
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
（
教
育
実
践
高
度
化
専
攻
）

　
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
（
教
育
支
援
高
度
化
専
攻
）

　
愛
知
教
育
大
学
特
別
支
援
教
育
特
別
専
攻
科

　
名
古
屋
大
学
大
学
院

主
な
就
職
先

　
名
古
屋
市
役
所

　
豊
田
市
役
所

　
愛
知
県
庁

　
刈
谷
市
役
所

　
岡
崎
市
役
所

　
愛
知
県
小
中
学
校
事
務
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別
紙
様
式
6
-4
-4
（教
育
学
研
究
科
）

分
析
項
目
６
－
４
－
４
　
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
は
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
・
准
教
授
が
担
当
し
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
の
定
義
を
確
認
す
る
。

・
基
幹
教
員
制
度
を
導
入
し
て
い
る
場
合
は
、
所
要
な
授
業
科
目
を
担
当
す
る
基
幹
教
員
の
配
置
状
況
を
確
認
す
る
。

※
適
切
な
科
目
担
当
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
最
低
限
の
担
保
と
し
て
、
大
学
院
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
。

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
（
別
紙
様
式
６
－
４
－
４
）

専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
が

担
当
す
る
科
目
数

教
職
大
学
院

共
通
科
目

12
科
目

1
2
科
目

修
士
課
程

共
通
科
目

7科
目

6
科
目

博
士
課
程

専
攻
基
礎
科
目

9科
目

9
科
目

※
基
本
組
織
の
中
で
複
数
の
課
程
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
適
宜
行
を
追
加
し
作
成
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
課
程
方
針
の
策
定
単
位
と
の
整
合
性
に
留
意
す
る
。

・
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
へ
の
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
の
配
置
状
況
（
該
当
す
る
授
業
科
目
数
、
そ
の
う
ち
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
が
担
当
す
る
科

目
数
、
専
任
の
講
師
が
担
当
す
る
科
目
数
）
を
確
認
す
る
。

※
実
際
に
授
業
を
担
当
し
な
い
場
合
で
も
、
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
が
授
業
の
内
容
、
実
施
、
成
績
に
関
し
て
責
任
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
授
業
科
目
を

分
析
項
目
の
状
況
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
。

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

又
は
教
育
課
程

教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
の

定
義

授
業
科
目
数

備
考
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別
紙
様
式
6
-
5
-
1
（
教
育
学
研
究
科
）

分
析
項
目
６
－
５
－
１
　
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
履
修
指
導
の
体
制
を
組
織
と
し
て
整
備
し
、
指
導
、
助

言
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】

・
履
修
指
導
の
実
施
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
１
）

教
育
研
究
上
の
基
本

組
織

取
組

実
施
組
織

実
施
状
況

教
職
大
学
院

ガ
イ
ダ
ン
ス

教
務
企
画
課

年
度
当
初
 
教
職
大
学
院
 
各
１
回

教
職
大
学
院

ガ
イ
ダ
ン
ス

教
職
大
学
院

年
度
当
初
 
教
職
大
学
院
 
各
コ
ー
ス
・
系
別
 
各
１
回

修
士
課
程

ガ
イ
ダ
ン
ス

教
務
企
画
課

年
度
当
初
 
修
士
課
程
 
各
１
回

修
士
課
程

ガ
イ
ダ
ン
ス

修
士
課
程

年
度
当
初
 
修
士
課
程
 
各
コ
ー
ス
・
系
別
 
各
１
回

教
職
大
学
院

修
士
課
程
の
授
業
科
目
の
履
修

教
職
大
学
院

本
学
修
士
課
程

が
開
設
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
自
由
科
目
と
し
て
履

修
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
臨
床
心
理
士
資
格
及
び
公
認
心
理
師
資

格
を
得
る
た
め

の
授
業
科
目
及
び
ゼ
ミ
科
目
は
除
く
。

修
士
課
程

専
門
職
学
位
課
程
の
授
業
科
目
の
履

修
修
士
課
程

専
門
職
学
位
課

程
が
開
設
す
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
自
由
科
目
と
し
て

履
修
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
専
門
科
目
の
う
ち
実
践
研
究
省
察
に

関
す
る
科
目
及

び
実
習
科
目
は
除
く
。

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
担
任
制
、
学
習
成
果
の
状
況
の
組
織
的
把
握
と
対
応
、
学
習
計
画
の
指
導
、
能
力
別
ク
ラ
ス

分
け
、
基
礎
学
力
不
足
の
学
生
に
対
す
る
指
導
、
助
言
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
た
め
の
履
修
指
導
の
体
制
を
組
織
と
し
て
整
備
し
、

指
導
、
助
言
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
授
業
科
目
へ
の
学
術
の
発
展
動
向
（
担
当
教
員
の
研
究
成
果
を
含
む
。
）
の
反
映
、
他
学
部
の
授
業
科
目
の

履
修
、
編
入
学
や
秋
期
入
学
へ
の
配
慮
、
修
士
（
博
士
前

期
）
課
程
教
育
と
の
連
携
、
国
内
外
の
他
大
学
と
の
単
位
互
換
・
交
換
留
学
制
度
の
実
施
、
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ

リ
ー
制
度
の
導
入
等
の
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。
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別
紙
様
式
6
-
5
-
1
（
教
育
学
研
究
科
）

教
職
大
学
院

秋
季
入
学
へ
の
配
慮

教
務
企
画
課

教
職
大
学
院

秋
季
入
学
者
の

た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
1
0
月
に
１
回

修
士
課
程
　
日
本
型

教
育
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ー
ス

秋
季
入
学
へ
の
配
慮

教
務
企
画
課

修
士
課
程
　
日
本
型
教
育

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

秋
季
入
学
者
の

た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
1
0
月
に
１
回

教
育
学
研
究
科

指
導
教
員
制

教
育
学
研
究
科

全
学
年
 
教
育
単
位
（
専
攻
等
）
別

教
職
大
学
院

「
課
題
実
践
研
究
の
指
導
の
計
画
」

の
策
定

教
職
大
学
院

Ｒ
５
年
度
開
始

 
２
年
次
学
生
対
象

修
士
課
程

博
士
課
程

「
学
位
論
文
指
導
計
画
書
」
の
策
定

修
士
課
程

博
士
課
程

年
度
当
初
 
毎
年
策
定

教
育
学
研
究
科

交
換
留
学
制
度

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

本
学
と
学
生
交

流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
外
の
大
学
に
学
生
を
派
遣
す
る

制
度
。
毎
年
学

期
始
め
に
説
明
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年
１
回
募
集
を

行
っ
て
い
る
。
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別
紙
様
式
6
-
5
-
2
（
教
育
学
研
究
科
）

分
析
項
目
６
－
５
－
２
　
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
学
習
相
談
の
体
制
を
整
備
し
、
助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】

・
学
習
相
談
の
実
施
状
況
（
別
紙
様
式
６
－
５
－
２
）

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

取
組

実
施
組
織

実
施
状
況

教
育
学
研
究
科

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
の
設
定

学
生
支
援
委
員
会

各
教
員
が
毎
週
２
時
間
程
度
の
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
を
設
定
し
、
学
生
の

相
談
に
応
じ
て
い
る
。

教
育
学
研
究
科

英
語
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

英
語
能
力
の
優
れ
た
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
が
英
語
の
苦
手
な
学
生
の
英
語
学

習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

・
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
学
習
相
談
等
、
各
大
学
固
有
の
事
情
等
に
応
じ
て
、
学
習
相
談
、
助
言
等
の
学
習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

・
通
信
教
育
を
行
う
課
程
を
置
い
て
い
る
場
合
は
、
学
習
相
談
の
体
制
を
整
備
し
、
学
習
相
談
、
助
言
等
の
学
習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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別
紙
様
式
6
-5
-3
（教
育
学
研
究
科
）

分
析

項
目

６
－
５
－
３
　
社
会
的
・
職
業
的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
を

実
施

し
て

い
る
こ
と

【
分

析
の

手
順
】

・
イ

ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
実
施
状
況
を
確
認

す
る

。

・
そ

の
他

教
育
課
程
の
目
的
に
応
じ
た
取
組
を

確
認

す
る

。

・
社

会
的

・
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要

な
能

力
を

培
う

取
組

（
別

紙
様

式
６

－
５

－
３

）

教
育

研
究

上
の
基
本

組
織

取
組

実
施

組
織

実
施
状
況

全
学

（
主

に
教

育
学
部
）

未
来
共
創
プ
ラ
ン

戦
略

１
子
ど
も
キ
ャ
ン

パ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
画

課
未

来
共

創
推

進
室

　
愛

知
教

育
大

学
の

中
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標
・
戦
略
と
し
て
「
未
来
共
創

プ
ラ

ン
」

を
令

和
３

年
３

月
に
策
定
し
公
表
し
た
。
目
標
の
１
つ
に
「
子
ど

も
や

学
生

、
社

会
と

の
対

話
や
協
働
を
通
し
て
、
現
代
的
教
育
課
題
の
解
決

に
貢

献
し

、
よ

り
質

の
高

い
教
員
及
び
教
育
支
援
専
門
職
の
養
成
を
実
現
し

ま
す

。
」

が
あ

り
、

こ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
戦
略
１
「
子
ど
も
キ
ャ

ン
パ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

で
、
大
学
及
び
そ
の
周
辺
地
域
で
本
学
の
教
職
員

や
学

生
が

子
ど

も
た

ち
に

遊
び
や
学
び
を
通
じ
た
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
て

い
る

。
本

取
組

は
、

学
生
が
主
体
的
に
企
画
・
運
営
を
し
て
お
り
、
令

和
５

年
度

は
、

防
災

や
減

災
に
関
す
る
も
の
、
電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
体
験

な
ど

30
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
員
に
学
生
が
含
ま
れ
る
も
の

の
み

）
を

実
施

し
た

。

教
職

大
学
院

教
育
実
習

教
務

企
画

課
教

職
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー

〇
後

期
実

習
小

学
校

免
許

取
得

プ
ロ

グ
ラ
ム
2
年
 
小
学
校
実
習
3
名

中
学

校
免

許
取

得
プ

ロ
グ

ラ
ム
2
年
 
中
学
校
実
習
2
名
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別
紙
様
式
6
-5
-3
（教
育
学
研
究
科
）

教
職

大
学
院

介
護
等
体
験

教
務

企
画

課
小

・
中

学
校

免
許

取
得

プ
ロ
グ
ラ
ム
1
年
 
1
名

教
職

大
学
院

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

活
動

教
職

大
学

院

週
１

回
程

度
、

実
習

校
で

学
校
の
教
育
活
動
に
参
加
す
る
、
単
位
外
の
活

動
。

・
令

和
４

年
度

実
績

･･
･
現
職
教
員
学
生
で
な
い
Ｍ
１
生
4
8
名
中
、
3
7
名
実
施

・
令

和
５

年
度

実
績

･･
･
現
職
教
員
学
生
で
な
い
Ｍ
１
生
4
9
名
中
、
4
1
名
実
施

修
士

課
程

　
臨
床
心

理
学

コ
ー
ス

心
理
実
践
実
習

修
士

課
程

　
臨

床
心

理
学

コ
ー

ス

公
認

心
理

師
試

験
受

験
資

格
取
得
の
た
め
の
科
目
と
し
て
開
講
し
て
い
る
。

授
業

科
目

と
令

和
５

年
度

の
受
講
人
数
は
以
下
の
と
お
り
。

・
臨

床
心

理
実

習
Ⅰ

（
心

理
実
践
実
習
）
 
１
年
　
1
7
/
1
7
名

・
臨

床
心

理
面

接
演

習
Ⅰ

（
心
理
実
践
実
習
）
１
年
　
1
7
/
1
7
名

・
臨

床
心

理
面

接
演

習
Ⅱ

（
心
理
実
践
実
習
）
１
年
　
1
7
/
1
7
名

・
臨

床
心

理
面

接
演

習
Ⅲ

（
心
理
実
践
実
習
）
２
年
　
1
1
/
1
1
名

・
臨

床
心

理
面

接
演

習
Ⅳ

（
心
理
実
践
実
習
）
２
年
　
1
1
/
1
1
名

・
心

理
実

践
実

習
　

１
年

　
1
5
/
1
7
名

修
士

課
程

　
教
育
ガ

バ
ナ

ン
ス

キ
ャ
リ
ア

コ
ー

ス

授
業
科
目

「
教
育
政
策
・
学

校
経

営
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」

修
士

課
程

　
教

育
ガ

バ
ナ

ン
ス

キ
ャ

リ
ア

コ
ー

ス

履
修

者
令

和
４

年
度

　
１

年
２

名
令

和
５

年
度

　
１

年
２

名
、
２
年
１
名
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別
紙
様
式
６
－
５
－
４
（
教
育
学
研
究
科
）

分
析
項
目
６
－
５
－
４
　
障
害
の
あ
る
学
生
、

留
学

生
、

そ
の

他
履

修
上

特
別

な
支

援
を

要
す

る
学

生
に

対
す
る
学
習
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と

【
分
析
の
手
順
】
 

※
施
設
・
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応

に
つ

い
て

は
、

基
準

４
－

１
に

お
い

て
確

認
す

る
。

・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
等
に
対

す
る

学
習

支
援

の
状

況
（

別
紙

様
式

６
－

５
－

４
）

障
害
の
あ
る
学
生

教
育
研

究
上
の
基
本
組
織

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育
学
研
究
科

教
務

企
画

課
支

援
を

必
要

と
す

る
学

生
の
授
業
等
へ
の
配
慮
（
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
、
手
話
通
訳
の

配
置

等
）

留
学
生

教
育
研

究
上
の
基
本
組
織

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育
学
研
究
科

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

日
本

語
補

講
の

開
講

、
日
本
語
及
び
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
の
配
置

そ
の
他
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生

教
育
研

究
上
の
基
本
組
織

実
施

組
織

実
施
状
況

教
育
学
研
究
科

教
務

企
画

課
合

理
的

配
慮

（
障

害
の

あ
る
学
生
か
ら
、
支
援
申
請
書
及
び
診
断
書
等
の
提
出
が

あ
っ

た
際

に
、

学
生

か
ら
の
相
談
（
必
要
）
に
応
じ
て
、
課
題
・
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

期
限

の
延

長
な

ど
の

配
慮
を
行
う
。
）

・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
要
す
る
学
生
へ
の
学

習
支

援
に

つ
い

て
は

、
あ

ら
か

じ
め

こ
れ

ら
の

学
生

の
人

数
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
把
握
し
た
上
で
、
各
大
学
固
有
の

事
情
等
に
応
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
学
習
支
援
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

確
認

す
る

。

・
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、

関
係

法
令

の
趣

旨
を

考
慮

し
て

確
認

す
る

。

・
履
修
上
特
別
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

考
え

ら
れ

る
学

生
が

現
在

在
籍

し
て

い
な

い
場

合
で

も
、

各
大
学
固
有
の
事
情
等
に
応
じ
て
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
状
況
に
あ
る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
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別
紙
様
式
6
-
5
-
5
（
教
育
学
研
究
科
)

【
分

析
の

手
順
】

・
提

供
さ

れ
た
機

会
を

利
用

し
て

、
正

規
学

生
が

海
外

で
学

習
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

・
国

内
学

生
海
外

派
遣

実
績

（
別

紙
様

式
６

－
５

－
５

）
【

ダ
ブ

ル
・

デ
ィ

グ
リ

ー
／

ジ
ョ

イ
ン

ト
・

デ
ィ

グ
リ

ー
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

海
外

派
遣

学
生

】
≪

大
学

院
課

程
≫

派
遣

学
生 数

う
ち

単
位

派
遣

学
生 数

う
ち

単
位

派
遣

学
生 数

う
ち

単
位

0
0

0

【
短

期
海

外
派
遣

学
生

・
超

短
期

海
外

派
遣

学
生

】

≪
大

学
院

課
程
≫

派
遣

学
生 数

う
ち

単
位

派
遣

学
生 数

う
ち

単
位

派
遣

学
生 数

う
ち

単
位

シ
ョ

ー
ト

ビ
ジ
ッ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

フ
ラ

イ
ブ

ル
ク

教
育

大
学

あ
り

ド
イ

ツ
超

短
期

2
3
日

0
0

0
0

3
0

単
位

互
換

プ
ロ
グ

ラ
ム

国
立

晋
州

教
育

大
学

校
あ

り
韓

国
超

短
期

約
1
週

間
0

0
1

0
4

0

分
析

項
目

６
－
５

－
５

　
正

規
学

生
が

海
外

で
学

習
す

る
機

会
を

提
供

し
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

（
よ

り
望

ま
し

い
取

組
と

し
て

分
析

）

※
こ

の
分

析
項
目

は
、

項
目

の
内

容
を

十
分

に
実

現
し

優
れ

て
機

能
し

て
い

る
場

合
に

限
り

、
分

析
す

る
。

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

全
学

・
学

部
）

交
流

大
学

等
協

定
国

又
は

地
域

派
遣

区
分

派
遣

期
間

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度

令
和

５
年

度

合
計

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

全
学

・
学

部
）

交
流

大
学

等
協

定
国

又
は

地
域

派
遣

区
分

派
遣

期
間

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度
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別
紙
様
式
6
-
5
-
5
（
教
育
学
研
究
科
)

シ
ョ

ー
ト

ビ
ジ
ッ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

イ
ン

デ
ィ

ア
ナ

州
立

大
学

あ
り

ア
メ

リ
カ

超
短

期
1
0
日

0
0

1
0

0
0

健
康

教
育

支
援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
国

立
教

育
研

究
所

あ
り

カ
ン

ボ
ジ

ア
超

短
期

約
1
週

間
0

0
0

0
2

0

科
学

・
も

の
づ
く

り
推

進
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

モ
ン

ゴ
ル

国
立

教
育

大
学

あ
り

モ
ン

ゴ
ル

超
短

期
約

1
週

間
0

0
0

0
2

0

教
育

実
践

プ
ロ
グ

ラ
ム

上
海

教
育

国
際

交
流

協
会

あ
り

中
国

超
短

期
1
5
日

0
0

0
0

1
0

0
0

2
0

1
2

0
合

計
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別
紙
様
式
6
-8
-1
（教
育
学
研
究
科
)

【
分

析
の

手
順

】

・
標

準
修

業
年

限
内

の
卒

業
（

修
了

）
率

及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1.
5」

年
内
卒
業
（
修
了
）
率
（
過
去
５

年
分
）
（
別
紙
様
式
６
－
８
－
１
）

平
成
3
1
/
令
和

元
年
度

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

平
成

3
1
/
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

修
士

課
程

8
3
.
1
0
%

9
0
.
1
0
%

9
0
.
0
0
%

9
4
.
7
4
%

9
1
.
6
7
%

9
5
.
9
0
%

9
0
.
1
0
%

9
3
.
0
0
%

9
5
.
0
0
%

9
7
.
3
7
%

教
職

大
学

院
－

－
8
7
.
5
0
%

8
6
.
9
0
%

9
8
.
3
0
%

－
－

－
8
8
.
9
0
%

9
0
.
2
0
%

博
士

課
程

0
.
0
0
%

2
5
.
0
0
%

0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

5
0
.
0
0
%

2
5
.
0
0
%

5
0
.
0
0
%

0
.
0
0
%

教
職

大
学

院
（

旧
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）

9
5
.
2
0
%

8
6
.
5
0
%

－
－

－
9
4
.
9
0
%

9
5
.
2
0
%

8
9
.
2
0
%

－
－

分
析

項
目

６
－

８
－

１
　

標
準

修
業

年
限

内
の
卒
業
（
修
了
）
率
及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1.
5」

年
内
卒
業

（
修
了
）
率
、
資
格
取
得
等
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的

及
び

学
位

授
与

方
針

に
則

し
た

状
況

に
あ

る
こ
と

・
学

部
、

研
究

科
等

ご
と

の
標

準
修

業
年

限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率
及
び
「
標
準
修
業
年
限
×
1.
5」

年
内
卒

業
（
修
了
）
率
（
過
去
５
年
分
）
を
算
出
し
確
認
す
る
。

・
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し
た
資
格
の
取
得
者
数
を
確
認
す
る
（
卒
業
が
受
験
資
格
と
な
る
も
の
は
必
須
）
。

・
大

学
院

課
程

に
お

い
て

は
、

研
究

活
動

の
実
績
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

教
育

研
究

上
の
基
本
組
織

標
準
修
業
年
限
内
の
卒
業
（
修
了
）
率

「
標
準
修
業
年
限
×
1
.
5
」
年
内
卒
業
（
修
了
）
率
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別
紙
様
式
6
-
8
-
2
（
教
育
学
研
究
科
)

【
分
析
の
手
順
】

・
就
職
率
（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合

）
及

び
進

学
率

の
状

況
が

、
大

学
等

の
目

的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
確
認
す
る
。

・
就
職
先
、
進
学
先
の
状
況
が
、
大
学
等
の
目
的
及

び
学

位
授

与
方

針
に

則
し

て
妥

当
な

も
の

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
す

る
。

・
就
職
率
(
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合

)
及

び
進

学
率

の
状

況
（

別
紙

様
式

６
－

８
－

２
）

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

平
成

3
1
/
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５
年
度

主
な
進
学
先
/
就
職
先

卒
業
者
（
A
）

7
6

7
5

1
3

4
-

進
学
者
（
B
）

2
2

0
0

-

進
学
率
（
B
/
A
）

2
.
6
%

2
.
7
%

0
.
0
%

0
.
0
%

-

就
職
希
望
者
（
C
）

7
4

7
3

1
3

4
-

就
職
者
（
D
）

6
3

5
6

1
2

3
-

卒
業
者
に
対
す
る
就
職
率

（
D
/
A
）

8
2
.
9
%

7
4
.
7
%

9
2
.
3
%

7
5
.
0
%

-

就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
率
（
D
/
C
）

8
5
.
1
%

7
6
.
7
%

9
2
.
3
%

7
5
.
0
%

-

卒
業
者
（
A
）

2
4

2
1

4

進
学
者
（
B
）

0
0

0
0

0

進
学
率
（
B
/
A
）

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

就
職
希
望
者
（
C
）

2
4

2
1

4

就
職
者
（
D
）

2
4

2
1

4

分
析
項
目
６
－
８
－
２
　
就
職
（
就
職
希
望
者
に
対

す
る

就
職

者
の

割
合

）
及

び
進

学
の

状
況

が
、

大
学

等
の

目
的

及
び

学
位
授
与
方
針
に
則
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と

【
令
和
２
年
度
学
生
募
集

停
止
】

教
育
学
研
究
科
（
修
士
課

程
）

主
な
進
学
先

　
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
研
究
科
 
共
同
教
科
開
発
学
専
攻

主
な
就
職
先

　
愛
知
県
内
公
立
学
校

　
名
古
屋
市
内
公
立
学
校

　
愛
知
県
庁

教
育
学
研
究
科
（
博
士
課

程
）

主
な
就
職
先

　
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校

　
岐
阜
県
立
加
納
高
等
学
校

　
静
岡
県
立
大
学

　
名
古
屋
学
生
大
学

　
中
部
大
学

　
三
重
大
学

　
金
沢
大
学

　
至
学
館
大
学
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別
紙
様
式
6
-
8
-
2
（
教
育
学
研
究
科
)

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

平
成

3
1
/
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５
年
度

主
な
進
学
先
/
就
職
先

卒
業
者
に
対
す
る
就
職
率

（
D
/
A
）

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
率
（
D
/
C
）

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

卒
業
者
（
A
）

5
1

4
1

8
1

-

進
学
者
（
B
）

0
0

0
0

-

進
学
率
（
B
/
A
）

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

-

就
職
希
望
者
（
C
）

5
1

4
1

8
1

-

就
職
者
（
D
）

5
0

4
1

7
1

-

卒
業
者
に
対
す
る
就
職
率

（
D
/
A
）

9
8
.
0
%

1
0
0
.
0
%

8
7
.
5
%

1
0
0
.
0
%

-

就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
率
（
D
/
C
）

9
8
.
0
%

1
0
0
.
0
%

8
7
.
5
%

1
0
0
.
0
%

-

【
令
和
２
年
度
学
生
募
集

停
止
】

教
育
実
践
研
究
科
（
教
職

大
学
院
）

主
な
就
職
先

　
愛
知
県
内
公
立
学
校

　
名
古
屋
市
内
公
立
学
校
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３ 教職課程の点検評価   

No.76 教育理念・学修目標 

評価項目 

① 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画及び「卒業認定・学位授与の方針」、「教育

課程編成・実施の方針」及び「入学者受入れの方針」が、具体的かつ明確な形で設定されているこ

と、また、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と３つの方針との関係が必要に応

じて意識されていること 

② 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定プロセスにおいて、学生や採用権者

の意見や、所在する都道府県・政令指定都市教育委員会の策定する教員育成指標との関係性が考慮

されていること 

③ 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画が、一人一人の学生が教職課程での学修を

通じて得た学びの成果（以下「学修成果」という。）や自己点検・評価の結果、社会情勢や教育環境

の変化等を踏まえ、適切な見直しが行われていること 

 

（１） 実施状況 

【教育学部】 

① 本学の学部における教職課程は、教育学部学校教員養成課程のみに置き、教員養成系の単科大学

として、教員の養成の目標を全学的に愛知教育大学憲章及び学則に定め、教育学部学校教員養成課

程の教育課程全体を当該目標を達成するための計画としている。それを３つのポリシーに落とし込

んで定め、ウェブサイトにおいて公開している。なお、改組等のタイミングにおいて、適宜教員の

養成の目標及び当該目標を達成するための計画及び３つのポリシーの関係に留意して、カリキュラ

ムの見直し等を行っている。 

直近では、令和３年度の教育学部改組に向けて、従前、学級担任制と教科担任制の観点から各校

種・分野に応じた教員養成を目的に、教員養成４課程を組織していたところ、近年、「小学校にお

ける教科担任制導入」、「義務教育学校など新しい学校枠組みの導入」及び「多様性のある高校教

育改革の推進」、並びに、「ICT活用やSDGs・STEAM等を推進する学習指導開発の充実」及び「発

達障害のある児童生徒に対する教育支援の充実」など、校種・分野に共通して学校教育における新

しい取組への対応が求められてきたことを踏まえ、本学が目指す教員養成の実践力育成、現代的教

育課題対応力育成といった重点事項に対して、全学の教職課程の枠組みの共通化の上で、各専攻が

重視する専門性を積み重ね、関連付ける一貫性を持ったカリキュラムとし、学校教育のニーズに合

った専門教育を実現するため、教員養成４課程を１課程５専攻に再編し、再編後の教育組織に合わ

せて、ポリシー及びカリキュラムの見直しを行った。 

 

② 令和３年度の教育学部改組に向けて、ポリシー及びカリキュラムの見直しを行うにあたり、入学

生の出身地の約８割を占める愛知県において、義務教育段階の小学校と中学校との間で教員異動が

定期的に行われるなど、両校種の免許状の所持を前提とした教員人事が行われている背景や、東海

地方で求められている「学校種を越えた特別支援教育ニーズの急増」、「帰国・外国人児童生徒教

育の拡充」など、地域固有の問題への対応等を踏まえて、これからの学校教育を担う教員に求めら
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れる資質能力を育成する観点で、実態に合わせた形で教員養成の４つの課程を統合して１つの課程

に改組する、という方針を決定し、課程を一本化し専攻を設けることで、目指す教員像に基づき体

系性を持った教育課程を編成した。 

なお、これらの検討の際にあたっては、愛知県教員育成指標と本学の授業科目との対応関係を整

理し、本学の目指す、大学での学びと実践を結びつける往還的学修の仕組みを構築しながら、カリ

キュラムマップ等を整備した。 

 

【教育学研究科】 

①② 本学の大学院における教職課程は、教育学研究科教育実践高度化専攻のみに置き、教員養成の

専門職学位課程として、教員の養成の目標を全学的に愛知教育大学憲章及び学則に定め、教育学研

究科教育実践高度化専攻の教育課程全体を当該目標を達成するための計画としている。それを３つ

のポリシーに落とし込んで定め、ウェブサイトにおいて公開している。なお、改組等のタイミング

において、適宜教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画及び３つのポリシーの関係に

留意して、カリキュラムの見直し等を行っている。 

直近では、平成29年8月に公表された「教員需要の減少期における教員養成・研修機能の強化

に向けて―国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する有識者会議報告書―」の指

摘を踏まえ、新たな教育課題に対応した教員養成カリキュラムや学校現場の実情に即した実践的な

教科領域のカリキュラム等を実現するため、教員養成機能をすべて教職大学院に移行し、「国立の

教員養成大学・学部に期待される教員の実践力や現代的課題への対応力の向上と高度化、現職教員

の研修機能の強化」及び「教科領域指導力の高度化、特別支援教育・幼児教育・養護教育の高度

化、地域固有の教育課題等への対応等を主目的とするコースを置くカリキュラムの充実」を行う大

学院改革として、令和２年度から教職大学院を改組し、ポリシー及びカリキュラムの見直しを行っ

た。その際は、併せて学生確保の見通しやカリキュラムのニーズを把握するため、学部学生、現職

教員等にアンケート調査を行い、その結果も踏まえて見直した。 

 

【特別支援教育特別専攻科】 

①② 本学は、特別支援教育現場に対応した実践的な指導力のある教員の養成を目指して、幼稚園・

小学校・中学校・高等学校のいずれかの１種免許状を有する者を対象に専攻科を設置して教職課程

を置いており、教員の養成の目標を全学的に愛知教育大学憲章及び学則に定め、特別支援教育特別

専攻科の教育課程全体を当該目標を達成するための計画としている。それをポリシーに落とし込ん

で定め、ウェブサイトにおいて公開している。学位を取得するプログラムではないため、ディプロ

マ・ポリシーは策定していないが、カリキュラム・ポリシー及びアドミッション・ポリシーを定め

ている。 

なお、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画としての教育課程については、直近

の見直しは行っていない。 

 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 

③ 教員の養成の目標は、教員養成系の単科大学、教員養成の専門職学位課程である本学において

は、憲章及び学則に定める大学の根幹をなす部分であるため、頻繁な見直しには適さないが、社会

情勢や教育環境の変化等を踏まえ、必要に応じて適切に見直していく。 
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また、目標を達成するための計画である教育課程全体についても同様に、社会情勢や教育環境の

変化等を踏まえ、改組等のタイミングで適時に見直している。 

なお、学修成果や自己点検・評価の結果を、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計

画の見直しにフィードバックする仕組みについては、今後検討が必要であると認識している。 

 

《根拠資料・データ》 

76_1_愛知教育大学憲章（https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/outline/charter.html） 

76_2_国立大学法人愛知教育大学学則（第63条、第74条） 

76_3_各ポリシーの紹介（https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/outline/policy.html） 

76_4_教育学部カリキュラム（https://www.aichi-edu.ac.jp/edu/gakubu/curriculum.html） 

76_5_教育学研究科（教職大学院）カリキュラム（https://www.aichi-edu.ac.jp/graduate/files/kyousy

oku_curriculum_checklist_200928.pdf） 

 

（２）改善を要する点 

③に関連して、学修成果や自己点検・評価の結果を教員の養成の目標及び当該目標を達成するた

めの計画の見直しに生かす方策を検討する必要がある。 

 

 

No.77 授業科目・教育課程の編成実施 

評価項目 

【大学全体レベル】 

① ICT（情報通信技術）環境（オンライン授業含む）、模擬授業用の教室、関連する図書など、教

職課程の授業科目の実施に必要な施設・設備が整備されていること 

【学科等レベル】 

② 法令及び教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と対応し、必要な授業科目が開

設され、適切な役割分担が図られているなど、教育課程の体系性が確保されていること 

③ 教員として身につけることが必要なＩＣＴ活用指導力の全体像に対応して各科目間の役割分担

が適切に図られているなど、各科目を横断する重要な事項についての教育課程の体系性が確保さ

れていること（教育学部のみ） 

④ キャップ制が設定され、１単位あたりの学修時間を確保する上で有効に機能していること 

⑤ 学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて教育課程の充実が図られ、適切な見直しが行わ

れていること 

【授業科目レベル】 

⑥ 個々の授業科目の到達目標の設定において、法令、教員の養成の目標及び当該目標を達成する

ための計画、学習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が図られていること 

⑦ シラバスの作成において、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と授業科目と

の関係、授業科目の目的と到達目標、内容と方法、計画、成績評価基準、事前学修と事後学修の

内容等が明確に記載されていること 

第１章　教育活動

92



 

 

⑧ 授業科目の到達目標に応じ、少人数のアクティブ・ラーニングやICTを活用した新たな手法を

導入するなど、「考える」「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が行われているこ

と 

⑨ 個々の授業科目においても、学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて内容の充実が図ら

れ、適切な見直しが行われていること 

⑩ 教職課程において特に重要な役割を果たす教職実践演習、教育実習（学校体験活動含む）が、

事前指導・事後指導を含め、大学の主体的な関与の下で適切に行われていること 

 

（１）実施状況 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 

① 令和２年度の新型コロナウイルス感染症の流行以降、遠隔授業をスムーズに実施できるよう、

LMSの活用促進に向けたマニュアル整備等の取組を加速度的に実施した。令和４年度に「愛知教育

大学遠隔授業実施要領」を定め、緊急時に限らない遠隔授業の活用について、本学の方針を定め

た。 

なお、並行して、感染症の流行以前から、学内ネットワーク環境の充実に努めてきており、ほぼ

全ての講義室・演習室において、無線LANアクセスまたは学内情報ネットワークに接続が可能とな

っている。 

また、模擬授業用の教室及び関連する図書などを含め、教職課程の授業科目の実施に必要な施

設・設備を整備していることを、令和４年度に受審した教職課程認定大学等実地視察における点検

の際に確認した。 

加えて、令和４年度から教職キャリアセンターにICT活用等普及推進統括部門を設置し、教員養

成の教育課程に関連する事項として、教員養成版ICT活用指導力チェックリストの開発や各教科の

指導法科目におけるICT活用の促進等に取り組むとともに、部門の活動拠点として開設した「こら

ぼ」において、各種ICT機器や授業支援アプリの収集、検証、貸し出しや、ICT機器の授業におけ

る活用支援のための学生ICT支援員の育成等を行い、学生のICT活用を促進している。 

 

②③ 法令にのっとって必要な授業科目が開設されていることを、令和４年度に受審した教職課程認

定大学等実地視察における点検の際に確認した。また、毎年度、「履修の手引」（教育学部）及び

「学生便覧」（教育学研究科）に履修課程表を掲載する際に、授業科目の増減の状況を確認すると

ともに、不足のないことを同様に確認している。 

また、教科に関する専門的事項に関する科目、各教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解

に関する科目等などの法令上必履修の科目のほか、大学が任意に開設する科目として、大学が独自

に設定する科目及び複合科目を設け、卒業要件上必修として教職課程を履修する全学生に履修を義

務付けるなど、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と対応して、教育課程の体系

性を確保している。 

ICT活用指導力についても、教育職員免許法施行規則第66条の６の科目をはじめ、教育の基礎

的理解に関する科目等（情報通信技術を活用した教育の理論及び方法に関する科目）、各教科の指

導法に関する科目、教職実践演習など、複数の年次にまたがって様々な授業科目において身に付け

ていけるよう、体系的に授業科目を配置している。 
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④ キャップ制を設定し、各学期の履修登録上限単位数を24単位と定めている。 

 

⑤ 教職課程の教育課程については、前述のとおり教員養成系の単科大学、教員養成の専門職学位課

程及び特別支援教育を担う教員養成のために設置した専攻科を有する本学においてはほとんど学位

プログラムと同義であり、No.76③のとおり、社会情勢や教育環境の変化等を踏まえ、改組等のタ

イミングで適時に見直している。 

なお、学修成果や自己点検・評価の結果を、教育課程の充実・見直しにフィードバックする仕組

みについては、今後検討が必要であると認識している。 

 

⑥⑦⑧ 個々の授業科目について、毎年度、教務に係る学内委員会（教育学部及び特別支援教育特別

専攻科については教務企画委員会、教育学研究科については大学院運営委員会）において、翌年度

のシラバス作成要領を策定し、各項目の記載内容について説明し、担当教員はこれに基づいてシラ

バスを作成し、ウェブ上で公開している。 

 

⑨ 開講するほぼ全ての授業科目について、毎年度受講者アンケートを行い（受講者数が10人未満

の授業科目及び実習科目を除く）、また、任意の授業科目について、FDとして任意の授業回を他

の教員に見学可能とする授業公開を行い、授業科目の内容の充実・見直しを行っている。 

 

【教育学部】 

⑩ 本学の教職課程において「大学が独自に設定する科目」として開設し、全学部生に必修として課

している「学校体験活動」及び教育実習については、前述の教務企画委員会の下に実践力育成科目

運営専門委員会及び教育実践開発科目運営専門委員会を設け、また、教職実践演習については教務

企画委員会において、授業計画、実施方法等について決定している。 

 

《根拠資料・データ》 

77_1_学内情報ネットワーク接続エリア配置図（令和６年３月31日時点） 

77_2_無線LANアクセスエリア（令和６年３月31日時点） 

77_3_愛知教育大学遠隔授業実施要領 

77_4_図書・施設・設備一覧（令和４年４月１日現在） 

77_5_令和４年度教職課程認定大学等実地視察報告書（https://www.mext.go.jp/content/20230524-

mxt_kyoikujinzai02-000029666_4.pdf） 

77_6_令和５年度シラバス作成要領 

 

（２）改善を要する点 

⑤に関連して、学修成果や自己点検・評価の結果を教育課程の充実・見直しに生かす方策を検討

する必要がある。 
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No.78 学修成果の把握・可視化 

評価項目 

【大学全体レベル】 

① 成績評価基準に基づく評語と授業科目ごとに定められている到達目標の達成水準との関係等が

明らかにされているなど、成績評価に関する全学的な基準が策定・公表されていること 

【学科等レベル】 

② 同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している場合に成績評価の平準化を図る工夫

が行われているなど、成績評価に関する共通理解が構築されていること 

③ 教員の養成の目標の達成状況を明らかにするための情報（卒業時の教員免許状の取得状況や教

職への就職状況など）が適切に設定され、達成状況を確認していること 

④ 教職実践演習に向けた「履修カルテ」を適切に活用していること 

【授業科目レベル】 

⑤ 各授業科目の到達目標に照らしてできるだけ定量的又は定性的に達成水準を明らかにし、厳格

に点数・評語に反映することができていること 

⑥ 公正で透明な成績評価という観点から達成水準を測定する手法やその配点基準があらかじめ明

確になっていること 

 

（１）実施状況 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 

① 「成績評価に関する申合せ」を定め、内容を「履修の手引」（教育学部）及び「学生便覧」（教

育学研究科）に掲載して公表している。 

 

② 根拠資料No.77_6_令和５年度シラバス作成要領において、同一名称の授業科目を複数の教員が分担し

て開講している場合に授業目標や評価基準等を確認した上で入力することを明示している。 

 

③ 教育職員免許法施行規則第22条の6に基づく教員養成の状況についての情報の公表として、ウェブ

サイトに卒業時の教員免許状の取得状況や教職への就職状況などを掲載している。 

 

④ 教職実践演習において、「履修カルテ」を活用している。 

 

⑤⑥ シラバスにおいて、成績の評価基準及び方法について詳述している。 

 

《根拠資料・データ》 

78_1_成績評価に関する申合せ 

78_2_卒業者の教員免許状の取得の状況に関すること（令和５年度卒業者）（最新版をhttps://www.aichi

-edu.ac.jp/intro/release/situation_of_teacher_training.htmlに掲載） 

78_3_卒業者の教員への就職の状況に関すること（令和５年度卒業者）（最新版をhttps://www.aichi-ed

u.ac.jp/intro/release/situation_of_teacher_training.htmlに掲載） 

78_4_履修カルテ（学部） 

第１章　教育活動

95



 

 

77_6_令和５年度シラバス作成要領【再掲】 

 

（２）改善を要する点 

特になし 

 

 

No.79 教職員組織 

評価項目 

【大学全体レベル】【学科等レベル】 

① 教職課程認定基準（平成13年７月19日教員養成部会決定）で定められた必要教職専任教員数

を充足していること 

② 教員の、担当授業科目に関する研究実績の状況、学校現場等での実務経験の状況など、当該授

業科目を担当するにあたって適切な業績を有していることを確認していること 

③ 教職課程を適切に実施するため、事務組織を設け、必要な職員数を配置していること 

④ いわゆる教科専門の授業科目を担当する教員や実務家教員も含め、教員の養成の目標及び当該

目標を達成するための計画への理解をはじめ教職課程を担う教員として望ましい資質・能力を身

に付けさせるためのFD・SDを実施していること 

【授業科目レベル】 

⑤ 効果的な授業評価アンケートを実施し、個々の授業科目の見直しに繋がるFDの機会で活用する

など、結果を活用していること 

 

（１）実施状況 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 

①②③ 教職課程認定基準にのっとって必要な教職専任教員数を充足していることを、令和４年度に

受審した教職課程認定大学等実地視察における点検の際に確認した。また、毎年度、教員の異動に

伴い、不足のないことを確認している。その際、異動のある教員について、担当授業科目に関する

業績を適切に有していることも併せて確認している。 

また、前述のとおり教員養成系の単科大学、教員養成の専門職学位課程及び特別支援教育を担う

教員養成のために設置した専攻科を有する本学において、教職課程はほぼ教育課程（学位プログラ

ム）と同義のため、実施のための事務組織として教務企画課全体で運営に当たっている。 

 

④⑤ 授業の内容及び方法の改善を図るためのファカルティ・ディベロップメント（FD）及びスタッ

フ・ディベロップメント（SD）を組織的に実施している。 

また、前述のNo.77⑨のとおり、開講するほぼ全ての授業科目について、毎年度受講者アンケー

ト（受講者数が10人未満の授業科目及び実習科目を除く）を行って結果を授業者にフィードバッ

クし、また、任意の授業科目について、FDとして任意の授業回を他の教員に見学可能とする授業

公開を行い、授業科目の内容の充実・見直しを行っている。 
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《根拠資料・データ》 

79_1_令和５年度愛知教育大学FD活動報告書 

 

（２）改善を要する点 

特になし 

 

No.80 情報公表 

評価項目 

【大学全体レベル】 

① 法令（学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第172条の２のうち関連部分、教育

職員免許法施行規則第22条の６）に定められた情報公表が学外者にもわかりやすく適切に行えて

いること 

② 大学が必要な資質・能力を備えた学生を育成できているかどうかを、エビデンスとともに説明

できていること 

③ 根拠となる資料やデータ等を示しつつ、わかりやすい教職課程の自己点検・評価の評価書を公

表していること 

 

（１）実施状況 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 

①②③ 法令（学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第172条の２のうち関連部分、教

育職員免許法施行規則第22条の６）に定められた情報を、１つのウェブページにまとめ、分かり

やすく公表している。 

また、学部卒業者に占める教員就職者は、数（令和５年度卒業生のうち、正規採用365人・臨時

的任用174人の合計539人。４年連続全国１位）及び割合（令和５年度卒業生について、全卒業者

を分母とする率で71.8%（国立の教員養成系大学・学部44校の平均は62.1％）、進学者と保育士就

職者を除く卒業者を分母とする率で76.8%（国立の教員養成系大学・学部44校の平均は69.0％））

の両面において高い水準を示しており、教師として求められる資質・能力を備えた学生を育成でき

ているといえる。 

大学院については、現職教員学生を除く修了者数に占める教員就職者の割合が、82.6％である。 

なお、教員就職者数や教員就職率以外にも、卒業・修了した学生が必要な資質・能力を身に付け

たことを測る取組を検討する必要がある。 

教職課程の自己点検・評価については、本年が初回の実施となるため、根拠となる資料やデータ

等を示しつつ、分かりやすい評価書を作成、公表していくよう努める。 

 

《根拠資料・データ》 

80_1_教育情報の公表（学校教育法施行規則第172条の2に基づくもの）（https://www.aichi-edu.a

c.jp/intro/release/edu_info.html） 
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80_2_教員養成の状況についての情報の公表（教育職員免許法施行規則第22条の6に基づくもの）

（https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/release/situation_of_teacher_training.html） 

80_3_国立の教員養成大学・学部及び国私立の教職大学院の令和6年3月卒業者及び修了者の就職状

況等について（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kyoushoku/kyoushoku/1413296_000

09.htm） 

 

（２）改善を要する点 

②に関連して、教育学部及び教職大学院の卒業・修了者において、教員就職者数や教員就職率以外に

も、卒業・修了した学生が必要な資質・能力を身に付けたことを測る取組を検討する必要がある。 

③に関連して、教職課程の自己点検・評価について、根拠となる資料やデータ等を示しつつ、分かり

やすい評価書を作成、公表していく必要がある。 

 

 

No.81 教職指導（学生の受け入れ・学生支援） 

評価項目 

【大学全体レベル】【学科等レベル】 

① 教員の養成の目標に照らして適切に学生を受け入れていること 

② 学生に教職課程の学修意欲を喚起するような適切な履修指導が行えていること 

③ 「履修カルテ」を適切に活用できていること 

④ 学生に教職への入職に関する情報を適切に提供するなど、学生のニーズに応じたキャリア支援

体制が適切に構築されていること 

 

（１）実施状況 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 

① 教育学部においては、一般入試（前期日程）の小論文、一般入試（後期日程）の教職志望理由

書、また、総合型選抜や学校推薦型選抜の志望理由書等において、教職に就こうとする意欲を評価

する選抜方法を組み込むことで、適切に学生を受け入れている。 

また、教職大学院及び専攻科においても、筆記試験、口述試験、小論文等を組み合わせ、適切に学生

を受け入れている。 

 

②③ 前述のとおり教員養成系の単科大学、教員養成の専門職学位課程及び特別支援教育を担う教員

養成のために設置した専攻科を有する本学においては、教職課程を置く教育学部学校教員養成課

程、教育学研究科教育実践高度化専攻及び特別支援教育特別専攻科に在学する全学生が教職課程を

履修するが、学生のニーズに応じて効果的に複数免許状を取得できるよう教育課程を編成し、必要

な履修指導を行っている。令和５年度学部卒業者で、93.4％の学生が複数の教員免許状を取得した

ことから、必要十分な履修指導が行えていると言える。 

また、履修カルテについては、主として教職実践演習の授業において十分に活用しているものの、低

年次からのさらなる活用については検討の余地があると認識している。 
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④ 前述のとおり教員養成系の単科大学、教員養成の専門職学位課程及び特別支援教育を担う教員養

成のために設置した専攻科を有する本学においては、教職志望の学生が多く、学部、大学院、専攻

科のいずれにおいても教員就職者が大半を占めることから、教員就職に関する支援体制としてキャ

リア支援課に教員就職支援係を設け、４人の事務職員を配置しているほか、教員採用試験対策講座

として校長経験者等（教員就職特任指導員）による実践的・具体的な講義を開講している（令和４

年度は546人、令和５年度は550人の学部学生が受講した）。また、もともと学部３年次学生を対

象としてきた筆記試験対策講座、小論文対策講座、募集要項説明会、願書の書き方指導、面接指

導、個別相談などを、大学３年次受験を対象とした教員採用試験対策として、新たに２年次学生も

受けられるよう受講枠を調整し、さらに採用試験対策等に関する教員就職ガイダンスを臨時開催す

るなど、学生の試験対策の充実を行っている。さらに、令和４年度から県外の公立学校の校長経験

者を教員就職特任指導員に加え、県外の教員就職を希望する学生に応じた採用試験対策を強化し

た。 

 

《根拠資料・データ》 

81_1_入試情報（愛知教育大学ウェブサイト）（https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/index.html） 

78_2_卒業者の教員免許状の取得の状況に関すること（令和５年度卒業者）【再掲】 

78_3_卒業者の教員への就職の状況に関すること（令和５年度卒業者）【再掲】 

81_2_キャリア支援（愛知教育大学ウェブサイト）（https://www.aichi-edu.ac.jp/career/index.html） 

 

（２）改善を要する点 

③に関連して、履修カルテのさらなる活用について検討する必要がある。 

 

 

No.82 関係機関等との連携 

評価項目 

【大学全体レベル】 

① 教員の採用を担う教育委員会や各学校法人と適切に連携・交流を図り、地域の教育課題や教員

育成指標を踏まえた教育課程の充実や、学生への指導の充実につなげることができていること 

② 教育実習を実施する学校と適切に連携・協力を図り、実習の適切な実施につなげることができ

ていること 

③ 学校体験活動や学習指導員としての活動など学校現場での体験活動を行う機会を積極的に提供

できていること 

④ 学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経験のある教

員又はゲストスピーカー等として活用することができていること 

 

（１）実施状況 

【教育学部】【教育学研究科】【特別支援教育特別専攻科】 
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① 令和２年度の現学長就任後、愛知県内の全54市町村教育委員会教育長を訪問し、教育現場が直面す

る課題等について意見交換を行った。各市町村の御意見で多かった特別支援教育、外国人児童生徒への

日本語教育については、令和３年度の教育学部改組以降、「大学が独自に設定する科目」として「特別

支援教育基礎」「発達障害のある児童生徒理解基礎」「外国人児童生徒支援教育」を開設し、全学必修と

して対応している。また、SC/SSWやコミュニティスクールについては、教職課程の教育課程外となる

が、教育学部教育支援専門職養成課程心理コース、福祉コース及び教育ガバナンスコースにおける養成

や、社会教育主事養成課程の科目等を開講することで、大学全体として対応している。その後も、教育

長の交代時など、継続的に訪問を続け、意見交換を行っている。 

また、意見交換の際に期待を寄せられた本学の中長期ビジョン「未来共創プラン」について、順調に

取組を進め、「戦略１ 子どもキャンパスプロジェクト」については、大学及びその周辺地域を「学

び」と「遊び」を一体化できるエリアとして、実践フィールドと実践プログラムを提供し、年々イベン

ト数及び参加する子ども、学生の数を増やしている。その一部は卒業要件上の選択必修科目である「地

域協働教育体験活動」に組み込んでおり、教職課程の教育課程外の活動として、学生が子どもと触れあ

う大きな機会となっている。 

他に、「愛知教育大学教員養成の質向上に関する会議」を毎年度開催し、本学（主に教育学部）が養

成する人材像、カリキュラム、現職教員の再教育等、本学における教員養成の質の向上に係る事項につ

いて、学外有識者と意見交換している。令和５年度会議では、第４期中期目標期間に本学がどのような

社会的インパクトを創出できるか、すべきか、また、その効果等について今後の検討の参考とするた

め、ステークホルダーの立場から忌憚ない意見と期待を聞かせていただいた。また、教員不足の解消に

向けて、本学が学生の高い教職志望度の維持・向上を図っていくにあたり考慮すべき点として、実際の

教育現場の実情や本学への期待について意見をいただいた。いずれも大きなテーマのため、教育課程等

の改善につなげるための具体化には検討の期間を要するが、今後の本学の方向性について示唆をいただ

く場となった。 

教職大学院においては、「愛知教育大学教職大学院運営協議会」を毎年度開催し、教職大学院の教育

研究及び組織運営の企画・構想、実施、点検・評価、改善・充実等について、学外委員を含めて意見交

換している。令和５年度協議会では、教職大学院の新規プログラムについてや、実習等を含む教職大学

院の運営全般について、意見をいただいた。 

 

② 教育実習の向上と円滑な実施を図るため、毎年度、「愛知教育大学教育実習実施連絡会」を開催

し、教育関係機関として愛知県教育委員会、教育事務所代表、名古屋市教育委員会、教育長代表、愛知

県・名古屋市小中学校長会、教諭代表等に臨席いただき、当該年度の教育実習の結果について、学校種

別の実習者数、辞退者数、学生アンケートから分かる学生の受け止めの傾向等について報告し、また、

次年度の教育実習実施計画について実習予定者数等を報告し、質疑応答、意見交換することで、受け入

れ先学校の要望や実習において本学が育成を企図する能力の内容等について認識を共にし、実習の適切

かつ効果的な実施につなげている。 

また、教育実習開始前に、実施上の具体的な留意点等について説明する動画を作成し、実習生を受け

入れていただく実習校宛てに視聴の依頼を行っている。繰り返し確認できる動画の形で留意点を共有

し、問い合わせ用のフォームを設けることで、実習校と大学でスムーズに意思疎通を行っている。 
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③ 学校体験活動を、「大学が独自に設定する科目」に位置付け、また、卒業要件上の必修科目とするこ

とで、全学生が必ず履修する科目として教職課程の教育課程を編成している。１年次前期に「学校体験

活動入門」として１単位（３時間×５回程度の現場活動）、２年次後期に「学校体験活動Ⅰ」として２

単位（３時間×13回以上の現場活動）の科目として開設し、附属学校園、県内公立学校及び放課後子ど

も教室等の学校外事業において受け入れていただき、活動を行っている。 

 

④ 退職された校長先生等をシニア教員として雇用し、初等教科教育法科目（小学校の教職課程の各教科

の指導法に関する科目）や初等教科内容科目（小学校の教職課程の教科に関する専門的事項に関する科

目）、教職実践演習等を指導している。 

また、卒業要件上「教育実践開発科目」として必修科目に位置付けている科目群において、教職課程

における教育実習の事前事後指導、教育実習、教職実践演習及び複合科目として開講する教科教育開発

科目（教育実習における教科指導の事前事後指導を行う科目として開講）を設定し、これらの科目にお

いて、現職教員をゲストスピーカーとして招き、現場の生の声や状況に触れる授業回を設けている。 

 

《根拠資料・データ》 

82_1_第9次第19回大学改革推進委員会報告第2号資料（令和3年10月6日） 

82_2_第9次第19回大学改革推進委員会報告第2号議事要録（令和3年10月6日） 

82_3_愛知教育大学未来共創プランウェブサイト（https://www.aichi-edu.ac.jp/cocreate/） 

82_4_愛知教育大学未来共創プラン2023活動報告書（https://www.aichi-edu.ac.jp/cocreate/files/mir

aikyousouplanhoukokusyo2023.pdf） 

82_5_愛知教育大学教員養成の質向上に関する会議規程 

82_6_令和５年度第１回愛知教育大学教員養成の質向上に関する会議委員 

82_7_令和５年度第１回愛知教育大学教員養成の質向上に関する会議議事要録 

82_8_愛知教育大学教職大学院運営協議会規程 

82_9_愛知教育大学教職大学院運営協議会令和５年度委員名簿 

82_10_愛知教育大学教職大学院運営協議会令和５年度第１回議事次第 

82_11_愛知教育大学教育実習実施連絡会要項 

82_12_令和5年度愛知教育大学教育実習実施連絡会名簿 

82_13_令和5年度愛知教育大学教育実習実施連絡会次第 

82_14_令和５年度前期教育実習について（教育実習実施の説明動画視聴依頼） 

 

（２）改善を要する点 

特になし 
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第２章 研究活動 

 

８３.教育学部・教育学研究科 

（１）教育学部・教育学研究科の研究目的と特徴 

１.研究目的 

本学は、第４期中期目標において、「学校現場が抱える諸問題に対処する力を持ち、子

どもたちと共に未来を創ることができる教員の養成と学校教育を支援する人材の養成を行

うため、教育委員会や学校現場との対話を通して、多種多様な課題に対応した教育を行っ

ていくこと」を目標に掲げ、特に Society5.0 に向けて、すべての人に共通して求められる

「学習の基盤となる情報活用能力や課題設定・解決能力」を子どもたちに確実に身に付け

させることのできる教員の輩出に取り組み、2021 年３月に策定した本学の中長期ビジョン

目標・戦略である「未来共創プラン」を着実に推進するとともに、戦略的な大学経営を進

めていくこととしている。 

この目標を達成するために、研究においては、広域拠点型教員養成大学であることを鑑

み、より良い学校教育の実現に寄与するため、学校現場・地域等をフィールドとし、基礎

研究のみならず現代的な課題や地域固有の課題に関する実践的・実証的研究を積極的に進

め、教育改革につながる研究成果の学校現場等への還元を目指している。 

   

２．教職実践力向上・教員養成の高度化に資する研究 

新たな学習指導方法及び教員研修プログラム等の開発並びに現代的教育課題を解決す

るための実践的研究を行い、教師としての専門性と自立性を確立するため、教職実践力向

上及び教員養成の高度化を図っている。具体的には、「『主体的・協働的な学び』を実践

できる教員の養成―アクティブ・ラーニングを導入した新たな学習指導方法等の開発―」

プロジェクトや、附属小学校及び附属中学校と本学の心理学及び教育学を専門とする教員

が連携し、いじめ・不登校の早期発見及び防止を目指した「いじめ・不登校プロジェクト」

等、教育実践研究に組織的に取り組んでいる。 

また、現代的教育課題のひとつである、教育における ICT 活用に着目し、ICT を含む先

端技術の活用等を通じて、各種教育課題の解決に資するとともに、SDGs や超スマート社会

に対応した学校・教育現場の実現に寄与するため、ICT に関わる企業等と ICT 技術を活用

した共同研究を行っている。 
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３．未来の教育を創るための研究 

本学でこれまで実施してきた、教職実践力向上・教員養成の高度化に資する研究を踏ま

え、2021 年３月に策定した本学の中長期ビジョン目標・戦略である「未来共創プラン」の

目標１～３に基づき、以下のとおり、未来の教育を創るための研究活動を実施している。 

 

【目標１ 子どもや学生、社会との対話や協働を通して、現代的教育課題の解決に貢献し、

より質の高い教員及び教育支援専門職の養成を実現する】 

１）子どもの興味関心を広げるため、学生、教職員及び地域が協働で、本学の研究を「子

どもキャンパスプロジェクト」により、様々な形で還元している。 

２）教職の魅力を向上させるための取り組みとして、教員採用選考試験の倍率低下の原因

や教職志望動機の分析等の教職を取り巻く環境に関する調査研究を行っている。 

３）グローバル化に対応した教育プログラム整備に向けて、協定校を始めとした海外の教

育機関との共同研究を行っている。 

 

【目標２ 大学と附属学校園との連携強化を図ることで、より質の高い教員研修を実現す

る】 

１）名古屋・岡崎・刈谷の３地区にある７つの附属学校園と連携し、今日的教育課題の解

決に向けた先導的研究を進めている。 

２）多様な他者との共創、協働を通して探究活動を実践できる力を養うため、附属高校と

連携し、「大学と附属高校の連携による『共創的探究活動指導力』育成プログラムの開

発」プロジェクトを実施している。 

３）教育委員会や教育現場等との緊密な連携を通して、附属学校園が今後の公立学校等の

モデルとなる実証研究に取り組んでいる。また、附属学校園同士の交流や大学との共同

研究によってモデル授業を開発し、研究会・研修会で公立学校等に還元している。 

 

【目標３ 広域拠点型教員養成系大学としての意義と価値を高める】 

教科等横断し、協働的に学び合う次世代型プログラムを開発するとともに、教  育効

果を客観的に検証する評価システムを構築するため、「遠隔・オンライン教育」、「ICT を

活用した効果的な学習支援」、「探究的な学習を通じて協働的に学び合う教科等横断学習」

について、調査研究を行い、次世代型教科等横断プログラムを開発している。 

 

４．多様な分野における独創的な学術研究 

本学教育学部・教育学研究科においては、教育諸科学をはじめ、人文、社会、自然、芸

術、保健体育、家政、技術分野等、多岐にわたる学問分野で研究活動が展開されている。
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多様な分野の中で特色ある独創的な研究は、本学附属図書館のパネル・ギャラリーや「AUE

アカデミックカフェ」により、学内外に研究成果等を公開している。 

また、音楽教育法を専門とする本学教員と生理学を専門とする藤田保健衛生大学（現藤

田医科大学）の教員が共同研究として、「イメージ奏法」を研究課題とした医教連携プロ

ジェクトを実施し、新たな学際的分野にも取り組んだ実績がある。 

愛知県及び名古屋市教育委員会、愛知県総合教育センター、愛知県及び名古屋市 内の連

携協力校と常時連携し、現代的教育課題に対応できる新人の実践的力量・指 導力の開発並

びに確かな指導理論と実践力・応用力の開発について研究を進めている。 

 

 

（２）「研究の水準」の分析 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

＜必須記載項目１ 研究の実施体制及び支援・推進体制＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 教員・研究員等の人数が確認できる資料（別添資料 1-i1-1） 

・ 本務教員の年齢構成が確認できる資料（別添資料 1-i1-2） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

（特になし） 

 

 

＜必須記載項目２ 研究活動に関する施策／研究活動の質の向上＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 構成員への法令遵守や研究者倫理等に関する施策の状況が確認できる資料 

（別添資料 1-i2-1） 

・ 研究活動を検証する組織、検証の方法が確認できる資料 

（別添資料 1-i2-2） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○ 「基盤教育研究費配分基準」（令和４年１月２６日役員会決定）を改正し、科研費申

請配分について整備したことにより、第４期中期目標期間からは、科研費の申請数増加

を図るための施策として、科研費の申請をして不採択であった場合でも、審査結果に応

じ教育研究費を配分している。その結果、令和４年度及び令和５年度の科研費の申請率

は、第３期中期目標期間と比較し、１０％程度増加し、前年度不採択で教育研究費を配
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分した者のうち、７名が令和６年度に新たに採択された。[2.0]  

 

○ 学長裁量経費「科研費獲得サポート重点経費」の採択の過程において、一定の評価基

準を設け、３名の外部有識者がすべての応募内容の評価に携わる仕組みを整備し、その

評価結果を学長裁量経費の採択額に反映させている。[2.0] 

 

○ 多くの教員の科研費申請への意欲を高め、それぞれの都合や進捗状況に合わせて科研

費の申請に役立てられるよう、「外部資金獲得のための動画講座」、「過去に科研費が

採択された教員の研究計画調書の閲覧」、「学内の外部資金獲得実績のある教員による

サポート」、「学外有識者による研究計画調書の添削」、「事務職員ＳＤ参加者による

研究計画調書の添削」といった多様な科研費申請サポートを実施し、教員に広く周知し

ている。また、７月に科研費公募要領等説明会を行い、申請時の注意点等を示し、研究

計画調書作成時のポイントを説明した資料等も公開することで、書類作成の効率化を図

っている。科研費申請期間終了後には、「科研費申請サポート」の利用に関するアンケ

ートを実施し、結果を踏まえ、採択率や申請サポートの効果等について検証を行い、よ

り多くの教員が科研費に申請し、採択されるために、次年度の支援活動の方法を改善し

ている。[2.0] 

 

○ 産学官連携の広報活動として、統合報告書に本学の研究内容を掲載し、本学ウェブサ

イトで研究内容を企業や自治体向けに分かりやすく紹介するなど、共同研究に繋がるよ

うな取組を行った。[2.1] 

 

○ 研究インテグリティを確保するため、「国立大学法人利益相反マネジメント規程」、

「国立大学法人愛知教育大学安全保障輸出管理規程」を定めている。また、「愛知教育

大学研究倫理規程」を定め、人を対象とする研究を実施しようとする場合は、事前に研

究倫理審査委員会の審査を受け、学長の承認を得ることとしている。研究者等に対して

は、研究倫理の定着を図ることを目的に、令和５年６月６日に研究倫理教育の実施方針

を策定し、大学教員及び本学で研究活動を行う全ての者に受講を促し、受講対象者全員

の受講を確認している。[2.0] 

 

○ 研究活動における不正行為への対応については、責任体制を明確にし、研究活動にお 

ける不正防止計画を定めている。公的研究費を適正に管理するため、競争的資金等の経

理及び検収確認の取扱いを明確にし、不正行為に関与した業者に対する処置等に関する

基準を制定している。また、相談及び告発等の受付窓口や、モニタリング及び監査体制
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についても本学ウェブサイトで公開している。[2.0] 

 

○ ICT を含む先端技術の活用等を通じて、各種教育課題の解決に資するとともに、SDGs 

や超スマート社会に対応した学校・教育現場の実現に寄与するため、ICT に関わる企業 

等と ICT 技術を活用した共同研究を令和４年度に８件行っている。[2.1] 

 

○ 本学は男女共同参画の取組に力を入れており、平成２０年に次世代育成支援対策推進

法に基づき一般事業主行動計画に定めた目標を達成し、一定の基準を満たした企業が受

けられる「くるみん」認定を取得しており、令和５年１０月４日付で厚生労働大臣より

「プラチナくるみん」認定を取得している。令和２年度には出産、育児、介護等の理由

により、十分な教育及び研究時間が確保できない大学教員に対し、教育研究支援者を配

置し、大学教員の生活と教育研究業務の両立に資することを目的とした、「教育研究支

援者配置制度」を導入した。令和５年度は４人がこの制度を活用し、教育研究活動の一

助となっている。[2.0]  

 

○ 職員に対し、本学の教育・研究・管理運営の向上に寄与する目的で職務を免除し一定

の期間、職員が自己研修に専念するための制度として、最長２年サバティカル・イヤー

を取得できるサバティカル制度を設けている。また、職務に関連する分野等の能力の向

上を図ることを目的として、派遣先からの通知又は要請により、一定の期間，教育研究

機関等において長期に研究又は研修を行うことができる、長期研究・長期研修制度を設

けている。[2.0] 

 

○ 本学は大学をあげてＳＤＧｓへの取組を行っており、２０２０年より「地域創生 SDGs

官民連携プラットフォーム（外部サイト）」にも入会している。[2.0] 

 

 

＜必須記載項目３ 論文・著書・特許・学会発表など＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 研究活動状況に関する資料（教育系） 

（別添資料 1-i3-1,1-i3-2） 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

○ 査読付論文数増加、研究環境の整備及び研究情報提供の充実を図るため、継続して研

究業績の集約及び分析を実施することにより、研究活動の質の向上を目指している。 
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＜必須記載項目４ 研究資金＞ 

【基本的な記載事項】 

なし 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

（特になし） 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

＜必須記載項目１ 研究業績＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 研究業績説明書（別添資料 1-ii1-1,１-ii1-2） 

 

（当該学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準） 

本学部は、学校教員養成課程においては、多様な教員養成プログラムを通して、教育が

直面する現代的課題への対応力や実践的指導力を有した教員の養成、教育支援専門職養成

課程においては、教員とともに教育活動と子どもたちを支援する専門職の養成を目的とし

ている。目的達成のために重要な、基盤となる多様な専門分野及び教育実践分野における、

学校教育の質の向上並びに学術と文化の創造及び発展に貢献する研究成果への貢献度とい

う判断基準で研究業績を選定している。 

 

本研究科の専門職学位課程は、学校教育に関わる理論と実践の融合を基本とし、理論の

応用並びに実践の理論化に関わる諸能力の修得によって実践的指導力を備えた教員を養成

するとともに、一定の教職経験を有する現職教員に対しては、確かな指導理論と実践力・

応用力を備え、指導的役割を果たし得る教員を養成することを目的としている。修士課程

は、学校をプラットフォームとした「チーム学校」体制の実現を目標とする次世代の日本

型教育システムを研究開発し、それを諸外国も含め実践・発展できる人材を育成すること

を目的としている。後期３年博士課程では、高度な教科学と教育環境学を融合した教科開

発学を学び、高度な資質を持った教員養成を行うことのできる者を育成することを目的と

している。 

したがって、目的達成のために重要な、教育学の理論構築と応用に関する国内外におけ

る研究成果の貢献度及び学校現場における教育や教師の現状等の実践的指導力向上を図る

研究成果の貢献度という判断基準で研究業績を選定している。 

 

【第４期中期目標期間に係る特記事項】 

 

〇 学術的意義において[SS]に該当する研究業績 16 件、[S]に該当する研究業績 121 件、

また、社会、経済、文化的意義において、 [S]に 該当する研究業績１件を選定した。こ

れらは、国際的又は全国的に定評あるレフェリー制の学会誌・専門学術誌に掲載された

業績、 国内外の出版社から単著の学術書として出版された業績、国際会議等又は全国規

模の学会等において招待講演を依頼された業績、また、各種の賞を受賞した業績であり、

第２章　研究活動

111



 

 

いずれも当該分野の学会等で高い評価を得ている。（教育学部） 

 

○ 本学は大学をあげてＳＤＧｓへの取組を行っており、２０２０年より「地域創生 SDGs

官民連携プラットフォーム（外部サイト）」にも入会している。本学教員による教育・

研究活動等の状況や成果をインターネットを通じて広く学外へ発信することにより，社

会に対して説明責任を果たすことを目的としたデータベースとして、大学 WEB サイトに

「研究者総覧」を公開している。「研究者総覧」では、各教員の研究内容がＳＤＧｓ１

７の目標のどの目標に対応しているのかがわかるように示されており、１７の目標のア

イコンからも教員の研究キーワードが検索できる工夫をしている。 

 

○ 本学は、地域の企業、自治体等との様々な分野での連携活動を推進しており、教育研

究の成果を通して地域の発展に貢献し、地域から頼られる大学を目指している。企業、

自治体等と新たな産官学連携を構築するため、それを積極的に公開することで地域や企

業のニーズとのマッチングを図り、共同研究等につなげていくことが重要と考え、本学

の研究シーズを集約し、大学 WEB サイトに公開した。また、連携協定を締結している教

科書会社やその他教育環境をビジネスとしている企業に対しても研究シーズを案内し、

共同研究・受託研究等の産官学連携を進める際の一助とした。 

 

〇 学術的意義において、 [S]に該当する研究業績５件を選定した。これらは、国際的又

は全国的に定評あるレフェリー制の学会誌・専門学術誌に掲載された業績、全国規模の

学会等において招待講演を依頼された業績であり、いずれも当該分野の学会等で評価を

得ている。（教育学研究科）
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き
る

取
組

】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。
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   別
紙
様
式
３
－
２
－
３
 

 

基
準

３
－

２
 
管
理
運
営
の
た
め
の
体
制
が
明

確
に

規
定
さ

れ
、

機
能
し

て
い
る

こ
と
 

 分
析
項
目
３
－
２
－
３
 
研
究
の
実
施
に
関
し
て
高
等
教
育
機
関
と
し
て
相
応
し
い
規
程
、
方
針
等
が
整
備
さ
れ
、
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
（
よ
り
望
ま
し
い
取
組
と

し
て
分
析
）
 

 【
分
析
の
手
順
】
  

・
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
に
求
め
ら
れ
る
方
針
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
と
責
任
部
署
を
確
認
す
る
。
 

・
研
究
の
支
援
・
推
進
制
度
等
が
、
大
学
の
目
的
に
基
づ
い
た
研
究
活
動
を
実
施
す
る
上
で
適
切
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

・
当
該
制
度
等
に
よ
り
、
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
こ
の
分
析
項
目
は
、
項
目
の
内
容
を
十
分
に
実
現
し
優
れ
て
機
能
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
分
析
す
る
。
 

 ・
研
究
の
実
施

に
関
す
る
方
針
等
一
覧
（
別
紙
様
式
３
－
２
－
３
）
 

方
針
等
の
名
称
 

方
針
等
の
主
た
る
内
容
 

責
任
部
署
 

備
考
 

愛
知
教
育
大
学
研
究
倫
理
規
程
 

人
を

対
象

と
す
る

研
究

を
実

施
す
る

際
に

、
遵

守
す

べ
き

研
究
者

の

責
務

や
審

査
等
の

事
項

を
定

め
、
本

学
の

研
究

を
倫

理
的

及
び
科

学

的
観
点
か
ら
適
正
に
実
施
す
る
。
 

研
究
倫
理
審
査
委
員
会
 

 

愛
知

教
育

大
学

遺
伝

子
組

換
え

実
験

安
全

管
理

規
程
 

遺
伝

子
組

換
え
生

物
等

の
第

二
種
使

用
等

に
関

す
る

遺
伝

子
組
換

え

実
験

を
計

画
及
び

実
施

す
る

に
当
た

り
、

遵
守

す
べ

き
責

務
や
審

査

等
の

事
項

を
定
め

、
遺

伝
子

組
換
え

実
験

の
適

正
な

実
施

と
安
全

を

確
保
す
る
。
 

遺
伝
子
組
換
え
実
験
安
全
委
員
会
 

 

愛
知
教
育
大
学
動
物
実
験
規
程
 

動
物

実
験

を
計
画

し
、

実
施

す
る
際

に
遵

守
す

べ
き

責
務

や
審
査

等

の
事
項
を
定
め
、
科
学
的
観
点
、
動

物
愛
護
の
観
点
、
環
境
保
全
の
観

動
物
実
験
委
員
会
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   別
紙
様
式
３
－
２
－
３
 

 

点
及

び
実

験
に
携

わ
る

教
職

員
・
学

生
等

の
安

全
確

保
の

観
点
か

ら

適
正
に
動
物
実
験
を
実
施
す
る
。
 

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

職
務

発
明

等
規

程
 

職
員

等
の

発
明
等

に
関

し
、

審
査
等

の
取

扱
い

に
つ

い
て

規
定

し
、

発
明

者
と

し
て
の

権
利

を
保

障
し

、
発

明
及

び
教
育

・
研

究
意
欲

の

向
上
を
図
る
。
 

発
明
審
査
委
員
会
 

 

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

職
務

発
明

等
に

対
す
る
補
償
金
細
則
 

本
学
に
お
け
る
職
務
発
明
等
に
対
し
、
補
償
金
（
出
願
補
償
金
、
登
録

補
償
金
、
実
施
補
償
金
）
を
支
払
う
。
 

発
明
審
査
委
員
会
 

 

愛
知

教
育

大
学

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
 

研
究

活
動

に
お
け

る
不

正
行

為
へ
の

対
応

に
関

す
る

取
り

扱
い
に

つ

い
て

、
責

任
体
制

や
調

査
等

の
事
項

を
定

め
、

研
究

活
動

の
公
正

性

を
厳
正
に
確
保
し
、
公
的
研
究
費
を
適
正
に
運
営
及
び
管
理
す
る
。
 

研
究
活
動
不
正
防
止
対
策
推
進
委
員
会
 

 

愛
知
教
育
大
学
に
お
け
る
研
究
者
の
行
動
規
範
 

研
究

者
個

人
の
自

律
性

に
依

拠
す
る

、
す

べ
て

の
学

術
分

野
に
共

通

す
る

必
要

最
小
限

の
行

動
規

範
を

示
し

、
研

究
者

の
科

学
的

知
識

の

質
を

保
証

し
、
研

究
者

個
人

及
び
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
社
会

か

ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

学
術
研
究
支
援
課
 

 

愛
知

教
育

大
学

研
究

デ
ー

タ
等

の
保

存
等

に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

研
究

デ
ー

タ
の
管

理
・

保
存

等
に
関

し
、

保
存

方
法

や
期

間
等
の

事

項
を
示
し
、
適
正
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
。
 

学
術
研
究
支
援
課
 

 

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

に
お

け
る

公
的

研
究

費
の

不
正

使
用

及
び

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正
行
為
の
防
止
に
関
す
る
基
本
方
針
 

公
的

研
究

費
の
不

正
使

用
及

び
研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為
の

防

止
に

向
け

て
、
不

正
を

誘
発

す
る
要

因
を

排
除

し
、

抑
止

機
能
を

有

す
る
環
境
・
体
制
の
構
築
を
図
る
。
 

学
術
研
究
支
援
課
 

 

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

安
全

保
障

輸
出

管
理
規
程
 

学
術

研
究

の
健
全

な
発

展
に

配
慮
し

つ
つ

、
安

全
保

障
輸

出
管
理

を

適
切

に
実

施
す
る

た
め

に
必

要
な

輸
出

管
理

体
制
や

審
査

等
の

事
項

を
定
め
、
国
際
的
な
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
。
 

学
術
研
究
支
援
課
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   別
紙
様
式
３
－
２
－
３
 

 

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

利
益

相
反

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
 

大
学

に
対

す
る
社

会
的

信
頼

を
維
持

し
、

利
益

相
反

に
よ

る
弊
害

を

抑
え
、
大
学
並
び
に
役
職
員
が
公
正
か
つ
効
率
的
に
業
務
を
遂
行
し
、

利
益

相
反

を
適
正

に
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

す
る

こ
と

で
産

学
官

連
携
活

動

を
推
進
す
る
。
 

利
益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
 

 

国
立

大
学

法
人

愛
知

教
育

大
学

利
益

相
反

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
規
程
 

本
学

並
び

に
本
学

の
役

職
員

に
係
る

利
益

相
反

の
適

切
な

管
理
に

関

し
、

責
務

や
審
査

等
の

事
項

を
定

め
、

産
学

官
連
携

活
動

を
適
正

に

推
進
す
る
。
 

利
益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
 

 

 ・
研
究
の

支
援

・
推
進
制
度
等
一
覧
（
別
紙
様
式
３
－
２
－
３
）
 

研
究
の
支
援
・
推
進
制
度
等
の
名
称
 

支
援
・
推
進
の
主
た
る
内
容
 

責
任
部
署
 

実
績
 

バ
イ
ア
ウ
ト
制
度
 

研
究

者
が

競
争
的

研
究

費
に

よ
る
事

業
の

研
究

に
専

念
で

き
る
時

間

の
拡

充
に

よ
り
当

該
事

業
の

一
層
の

進
展

に
資

す
る

た
め

、
教
員

の

申
し

出
に

よ
り
本

学
と

合
意

の
上
で

、
教

員
が

担
っ

て
い

る
業
務

の

う
ち

研
究

以
外
の

業
務

の
代

行
に
係

る
経

費
を

支
出

す
る

こ
と
が

で

き
る
。
 

学
術
研
究
支
援
課
 

令
和

５
年

度
実

績
：

利
用

教
員

２
名
（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
） 

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
制
度
 

本
学

の
教

育
・
研

究
・

管
理

運
営
の

向
上

に
寄

与
す

る
目

的
で
職

務

を
免

除
し

、
一
定

の
期

間
、

職
員
が

自
己

研
修

に
専

念
す

る
こ
と

が

で
き
る
。
 

人
事
労
務
課
 

令
和
５
年
度
実
績
：
１
件
 

 ※
大
学
の
状
況
に
応
じ
て
、
欄
を
追
加
し
て
記
載

す
る
。
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第３章 
 

地域連携・社会貢献 





第
３
章
　
地
域
連
携
・
社
会
貢
献

Ⅱ
　
基
準
ご
と
の
自
己
評
価

領
域
４
　
施
設
及
び
設
備
並
び
に
学
生
支
援
に
関
す
る
基
準

：
「
該
当
な
し
」

分
析

項
目

分
析

項
目

に
係

る
別

紙
様

式
、

根
拠

資
料

・
デ

ー
タ

欄
備

考
再

掲

・
社

会
か

ら
の

期
待

に
対

応
し

て
行

う
活

動
一

覧
（

別
紙

様
式

４
－

１
－

８
）

4-
1-

8 
社

会
か

ら
の

期
待

に
対

応
し

て
行

う
活

動
一

覧

86
_1

_基
礎

資
料

集
20

23
（

抜
粋

）

86
_2

_第
17

回
科

学
も

の
づ

く
り

フ
ェ

ス
タ

チ
ラ

シ

86
_3

_井
ケ

谷
町

内
大

運
動

会
Ne

ws
&T

op
ic

s

86
_4

_井
ケ

谷
町

新
春

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

Ne
ws

&T
op

ic
s

86
_5

_主
な

体
育

施
設

臨
時

使
用

実
績

（
施

設
臨

時
使

用
申

請
書

）
（

非
公

表
）

86
_6

_愛
知

教
育

大
学

附
属

図
書

館
利

用
案

内
（

学
外

者
用

）

①
　

上
記

の
各

分
析

項
目

の
う

ち
、

根
拠

資
料

で
は

、
分

析
項

目
の

内
容

を
十

分
に

立
証

で
き

な
い

と
判

断
す

る
場

合
に

は
、

当
該

分
析

項
目

の
番

号
を

明
示
し

た
上

で
、

そ
の

理
由

を
40
0字

以
内

で
記

述
す

る
こ

と
。

②
　

こ
の

基
準

の
内

容
に

関
し

て
、

上
記

の
分

析
の

み
で

は
自

己
評

価
で

き
な

い
活

動
や

取
組

に
お

け
る

個
性

や
特

色
、

資
料

を
参

照
す

る
際

に
留

意
す

べ
き
こ

と
等

が
あ

れ
ば

、
根

拠
資

料
と

と
も

に
箇

条
書

き
で

記
述

す
る

こ
と

。

　
■

　
当

該
基

準
を

満
た

す

【
優

れ
た

成
果

が
確

認
で

き
る

取
組

】

【
基

準
に

係
る

判
断

】
　

以
上

の
分

析
内

容
を

踏
ま

え
、

当
該

基
準

を
満

た
す

か
満

た
さ

な
い

か
。

基
準
４
－
１
　
教
育
研
究
組
織
及
び
教
育
課
程
に
対
応
し
た
施
設
及
び
設
備
が
整
備
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

【
特

記
事

項
】

評
価
項
目
８
６
［
分

析
項

目
４

－
１

－
８

］
　

教
育

研
究

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

施
設

・
設

備
が

、
社

会
か

ら
の

期
待

に
対

応
し

て
行

う
活

動
（

例
え

ば
、

公
開

講
座

・
履

修
、

大
学

図
書

館
の

一
般

市
民

利
用

、
技

術
相

談
、

学
習

機
会

と
し

て
の

社
会

貢
献

活
動

）
に

効
果

的
に

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
（

よ
り

望
ま

し
い

取
組

と
し

て
分

析
）

【
改

善
を

要
す

る
事

項
】
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   別
紙
様
式
４
－
１
－
８
 

 

基
準

４
－

１
 
教
育
研
究
組
織
及
び
教
育
課
程

に
対

応
し
た

施
設

及
び
設

備
が
整

備
さ
れ

、
有

効
に
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

 分
析
項
目
４
－
１
－
８
 
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
施
設
・
設
備
が
、
社
会
か
ら
の
期
待
に
対
応

し
て
行
う
活
動
（
例
え
ば
、
公
開
講
座
・
履
修
、
大
学
図
書
館

の
一
般
市
民
利
用
、
技
術
相
談
、
学
習
機
会
と
し
て
の
社
会
貢
献
活
動
）
に
効
果
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
よ
り
望
ま
し
い
取
組
と
し
て
分
析
）
 

 【
分
析
の
手
順
】
 

・
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
施
設
・
設
備
を
、
社
会
か
ら
の
期
待
に
対
応
し
て
行
う
活
動
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
社
会
か
ら
の
期
待
に
対
応
し
て
、
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
施
設
・
設
備
が
効
果
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
こ
の
分
析
項
目
は
、
項
目
の
内
容
を
十
分
に
実
現
し
優
れ
て
機
能
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
分
析
す
る
。
 

 ・
社
会
か
ら
の

期
待
に
対
応
し
て
行
う
活
動
一
覧
（
別
紙
様
式
４
－
１
－
８
）
 

名
称
 

キ
ャ

ン
パ

ス
・
棟
 

主
な
利
用

さ
れ
る

施
設
・

設
備

等
 

想
定
さ
れ

る
受

益
者
 

実
績
 

公
開
講
座
（
一

般
対
象
・
教
員
対
象
）
 

音
楽
棟
、
保
健
体
育
棟
、

陶
芸
実
習

室
等
 

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
・
プ
ー
ル
等
学
内
各

施
設
・
設
備
 

一
般
、
現
職
教
員
 

開
講
数
：（

一
般
）
3
1
講
座
、（

教
員
）
2
9
講
座
 

受
講
者
数
：
7
76

人
 

【
根
拠
：
資
料

8
6_
1
基
礎
資
料
集

6
-2
／
う
ち
一
般

公
開
講
座
・
現
職
教
育
公
開
講
座
・
連
携
公
開
講
座
】
 

免
許
法
認
定
公

開
講
座
 

次
世

代
教

育
イ

ノ
ベ

ー

シ
ョ
ン
棟
、
特
別
支
援
教

育
棟
、
教

育
未
来
館
等
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
・
教
材
・
I
C
T
機
器
（
タ

ブ
レ
ッ

ト
）
・
ス

ク
リ

ー
ン

・
電
子

黒

板
等
 

現
職
教
員
 

開
講
数
：
1
3
講
座
 

受
講
者
数
：
5
19

人
 

【
根
拠
：
資
料

8
6_
1
基
礎
資
料
集

6
-2
／
う
ち
免
許

法
認
定
公
開
講
座
】
 

た
の
し
い
も
の

づ
く
り
教
室
 

木
工

実
習

室
、

 電
気

実

習
室
 

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
・
半
田
ご
て
等
 

小
中
学
生
 

開
講
数
：
4
講
座
 

受
講
者
数
：
4
5
人
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   別
紙
様
式
４
－
１
－
８
 

 

名
称
 

キ
ャ

ン
パ

ス
・
棟
 

主
な
利
用

さ
れ
る

施
設
・

設
備

等
 

想
定
さ
れ

る
受

益
者
 

実
績
 

【
根
拠
：
資
料

8
6_
1
基
礎
資
料
集

8
-7
(3
) 

／
う
ち

実
施
会
場
：
愛
知
教
育
大
学
分
】
 

科
学
・
も
の
づ

く
り
フ
ェ
ス
タ
 

第
一
共
通

棟
 

教
育
用

小
型

ド
ロ

ー
ン

・
ペ

ン
型

3
D

プ
リ
ン
タ
ー
・
各
種
実
験
器
具
等
 

小
中
学
生
 

開
設
数
：
4
0
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

参
加
者
数
：
約

1
60
0
人
 

【
根
拠
：
資
料

8
6
_
1
基
礎
資
料
集

8-
7
(1
)
，資

料
86
_2

第
1
7
回
科
学
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
チ
ラ
シ
】
 

井
ケ
谷
町
大
運

動
会
 

第
一
体
育

館
 

第
一
体
育
館
（
避
難
所
）
 

地
域
住
民
 

1
0
月

15
日
実
施
 

【
根

拠
：

資
料

8
6
_
3

井
ケ

谷
町

内
大

運
動

会

N
e
ws
&T
op
ic
s
】
 

井
ケ
谷
町
新
春

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

第
一
体
育

館
・
講
堂
他
学

内
各
所
 

第
一
体

育
館

（
避
難

所
）
・

防
災
か

ま

ど
等
非
常
用
防
災
設
備
 

地
域
住
民
 

1
月

7
日
実
施
 

【
根
拠
：
資
料

8
6
_
4
井
ケ
谷
町
新
春
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

N
e
ws
&T
op
ic
s
】
 

土
曜
親
子
日
本

語
教
室
 

国
際
教
育

棟
 

机
・
椅
子
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
教
材
 

地
域
住
民
、
小
中
学
生
 

開
講
数
：
前
期

8
回
、
後
期

6
回
 

受
講
者
数
：
2
25

人
 

【
根
拠
：
資
料

8
6_
1
基
礎
資
料
集

8
-1
1(
1)
】
 

心
理
教
育
相
談

 
心
理
教
育

相
談
室
 

心
理
教
育
相
談
室
・
箱
庭
、
プ
レ
イ
ル

ー
ム
等
 

児
童
、
成
人
及
び
そ
の
家
族
 

令
和
５
年
度
相
談
件
数
：
１
０
５
件
（
主
に
教
育
、
発

達
、
人
間
関
係
に
問
題
を
抱
え
た
児
童
や
成
人
等
の
並

行
面
接
）
 

発
達
障
害
に
関

す
る
支
援
相
談
 

特
別
支
援

教
育
棟
 

発
達
支
援
相
談
室
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

屋
外
プ
ー
ル
、
屋
外
遊
具
、
面
接
室
等

 

 

乳
幼

児
か

ら
中

学
生

ま
で

の
子

ど
も

及
び
保
護
者
、
学
校
教
職
員
 

令
和
５
年
度
相
談
件
数
：
５
２
件
（
主
に
発
達
障
害
を

抱
え
た
児
童
等
の
親
子
並
行
面
接
）
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   別
紙
様
式
４
－
１
－
８
 

 

名
称
 

キ
ャ

ン
パ

ス
・
棟
 

主
な
利
用

さ
れ
る

施
設
・

設
備

等
 

想
定
さ
れ

る
受

益
者
 

実
績
 

体
育
施
設
の
一

般
開
放
 

 
第
一
体
育
館
、
第
二
体
育
館
、
陸
上
競

技
場
、
野
球
場
、
運
動
場
 

一
般
、
近
隣
の
地
方
公
共
団
体
 

【
根
拠
：
資
料

8
6
_
5
主
な
体
育
施
設
臨
時
使
用
実
績

（
施
設
臨
時
使
用
申
請
書
）】

 

附
属
図
書
館
の

一
般
利
用
 

 

附
属
図
書
館
 

一
般
 

令
和
５
年
度
入
館
者
数

3
,3
12

人
 

貸
出
冊
数
（
学
外
者
）
8
12

冊
 

【
根
拠
：
資
料

8
6
_6
_
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
利

用
案
内
（
学
外
者
用
）】

 

未
来

共
創

プ
ラ

ン
戦

略
１

子
ど

も
キ

ャ

ン
パ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
 

 （
本

活
動

は
、

愛
知

教
育

大
学

及
び

そ

の
周

辺
地

域
で

本
学

の
教

職
員

や
学

生

が
子

ど
も

た
ち

に
遊

び
や

学
び

を
通

じ

た
実
践
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
。
）
 

自
然
科
学

棟
、
次
世
代
教

育
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
棟
、

美
術
・
技

術
・
家
政
棟
、

第
一
共
通

棟
、
附
属
図
書

館
、
第
一
体
育
館
、
第
二

体
育
館
、
自
然
観
察
実
習

園
、
陸
上
競
技
場
、
附
属

高
等

学
校

運
動

場
及

び

体
育
館
 
等
 

天
文
台
、
A
UE

カ
キ
ツ
バ
タ
ホ
ー
ル
、
 

調
理
学
実
習
室
、
講
義
室
 
等
 

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

教
員
、
保
護
者
 

令
和
５
年
度
参
加
者
数
 

4
,
82
5
人
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第４章 国際交流 

No.87 

中期目標 

学生の海外派遣の拡大や、優秀な留学生の獲得と卒業・修了後のネットワーク化、海外の大学と連

携した国際的な教育プログラムの提供等により、異なる価値観に触れ、国際感覚を持った人材を養成

する。 

中期計画15 

 グローバル化に起因する諸課題に対応できる教員・教育支援専門職を養成するため、全学的な英

語教育の充実を進めるとともに、国際感覚と語学力を高められるような海外教育実践プログラムを

国際学術交流協定締結校と連携して構築する。また、国際感覚を高める学内環境を充実させるた

め、大学院の英語による授業数の増加など優秀な留学生の受入体制を整備する。 

評価指標 

［指標15－１］ ・TOEIC550点取得者数の割合 (目標：第４期中期目標期間の最終年度までに、全

受験者数に対するTOEIC550点取得者数の割合を20％以上とする) 

［指標15－２］ ・連携して海外教育実践プログラムを構築する国際学術交流協定締結校数（目標：

第４期中期目標期間の最終年度までに３校以上とする） 

［指標15－３］ ・大学院（日本型教育グローバルコース）における英語により授業を行うことが可

能な授業数の割合（目標：第４期中期目標期間の最終年度までに同コースの開

講授業数に対する英語により授業を行うことが可能な授業数の割合を20％以上

とする） 

 

（１） 実施状況 

 全学的な英語教育の充実を進めるために、英語が堪能な学生（留学生も含む）による英語学習サポート

チュータリングの実施及び英語が堪能な外国人留学生による「Let's Talk in English at noon」イベン

トの開催を行った。【資料87－１】【資料87－２】 

 また、授業外オンライン英語学習システムを導入し、多くの学生と教職員が活用した。【資料87－３】 

国際感覚と語学力を高められるような「海外教育実践プログラム」の開発に向けて、海外の大学・教育

機関と国際学術交流協定の締結を進めた（令和４年度に１機関、令和５年度に１機関）。また教職員と学

生を協定機関に派遣し、プログラムの実地検証を行った。【資料87－４】【資料87-５】 

大学院（日本型教育グローバルコース）における英語により授業を行うことが可能な授業数の割合を

20%以上維持した（令和４年度29授業のうち14授業、令和５年度32授業のうち14授業）。 
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【資料87―１】英語学習サポートチュータリングの学習者数・学習時間 

年度 学習者数 学習延べ時間 

令和４年度 36名 301時間 

令和５年度 42名 392.5時間 

 

【資料87―２】「Let's Talk in English at noon」イベントの参加人数 

年度 参加延べ人数 

令和４年度 86名 

令和５年度 108名 

 

【資料87―３】授業外オンライン英語学習システムの利用者数 

年度 利用延べ人数 

令和４年度 3957名 

令和５年度 3839名 

 

【資料87―４】国際学術交流協定の締結状況 

年度 締結教育機関 

令和４年度 アメリカ・インディアナ州立大学 

令和５年度 中国・上海教育国際交流協会  

 

【資料87―５】国際学術交流協定機関への派遣実績 

年度 派遣先 派遣者 

令和４年度 アメリカ・インディアナ州立大学 国際交流センター長、教員１名、 

教職大学院生1名 

令和５年度 アメリカ・インディアナ州立大学 教員１名、学生４名 

上海・中国上海教育国際交流協会 学長、国際交流センター長、職員２名、 

教職大学院生１名 

 

（２）評価指標の実績 

指標番号 実績 

［指標15－１］ 令和４年度：29.4% ，令和５年度：17.5% 

［指標15－２］ 令和４年度：１校 ， 令和５年度：１校 

［指標15－３］ 令和４年度：48.3% ，令和５年度：43.8% 

 

（３）改善を要する点 

TOEIC550 点取得者数の割合が伸び悩みを見せているのでスコアの分析と共に対策が必要である。外国語

科目（英語）の担当教員や教務事務部署と連携しながら、ボーダー点数層の実力強化策の検討やカリキュラ

ム・成績評価上の工夫など、対策が必要である。 

海外教育実践プログラムについては、カリキュラムとの関係で学生の時間的な自由度が狭くなっており、
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参加しにくい状況が生じている。あくまで正課をこなしてこその海外実践であるという学生へ意識付けと同

時に、正課と課外活動の学びの双方にバランスよく取り組めるような改善をする必要がある。 

日本型教育グローバルコースに漢字圏以外の国の優秀な留学生を受け入れる体制の整備が必要である。 

No.88 

中期目標 

学生の海外派遣の拡大や、優秀な留学生の獲得と卒業・修了後のネットワーク化、海外の大学と連

携した国際的な教育プログラムの提供等により、異なる価値観に触れ、国際感覚を持った人材を養成

する。 

中期計画16 

 国際理解教育の先導的役割を担う教員を養成するため、教職大学院に入学した教育委員会派遣学

生、附属学校教員が海外研修できる制度を構築する。併せて、国際的な人材の育成のため、オンラ

インを活用して国際学術交流協定締結校と相互に授業を提供するなど教育連携体制を構築する。 

評価指標 

［指標16－１］ ・教職大学院に入学した教育委員会派遣学生、附属学校教員が海外研修できる制度

を令和６年度までに構築し、第４期中期目標期間の最終年度までに海外研修制

度を活用する者を年間４名以上とする。 

［指標16－２］ ・研修参加者に対する能力指標を用いたプレ・ポスト評価を令和６年度までに作成

し、令和７年度から評価結果に基づいた改善策を実行することで、改善のサイ

クルを構築する。 

［指標16－３］ ・研修参加者が所属する教育委員会等に対する国際理解向上等に関するアンケート

を令和６年度までに作成し、令和７年度から結果に基づいた改善策を実行する

ことで、改善のサイクルを構築する。 

 

（１）実施状況 

国際理解教育の先導的役割を担い得る教員養成のための海外教育プログラムとして、教職大学院生 

を本学の海外協定機関に派遣した。帰国後プログラム参加学生と学長、理事及び国際交流センター長と

の意見交換会を行い、これらの学生の海外留学体験談を基に冊子を製作し、教職大学院の在学生へのガ

イダンス及びオープンキャンパスの教職大学院説明会にて配布した。また、参加者の意見を参考にし、

次年度の海外研修制度を構築していく予定である。【資料88―１】 

 

【資料88―１】国際学術交流協定機関への派遣実績 

年度 派遣先 派遣者 

令和４年度 韓国・晋州教育大学校 

ドイツ・フライブルク教育大学 

香港・香港教育大学 

教員２名、教職大学院生1名、学部生２名 

教員２名、学部生３名 

教員１名、学部生６名 

令和５年度 韓国・国立晋州教育大学校 

ドイツ・フライブルク教育大学 

モンゴル・国立教育大学  

教員２名、教職大学院生４名、学部生５名 

教員２名、教職大学院生３名、学部生８名 

教員２名、教職大学院学生２名、学部生９名 
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《根拠資料・データ》 

88_2_私たち（教職大学院生）の留学（リーフレット） 

 

（２）評価指標の実績 

指標番号 実績 

［指標16－１］ 令和４年度：０人 ，令和５年度：９人 

［指標16－２］ 該当者を試行的に派遣し、プレ・ポスト報告書を作成させ、その内

容に基づき、評価案を作成中 

［指標16－３］ 今年度該当者を試行的に派遣し、プレ・ポスト報告書を作成させ、

その内容を分析した上、教育委員会に対するアンケート案を作成中 

 

（３）改善を要する点 

 海外研修プログラムの成果が十分得られるよう、協定機関とのさらなる協議が必要である。また、プレ・

ポストの評価の仕組みや評価対象者（現職教員）の所属先への調査を遅滞なく進める必要がある。 

 

No.89 

中期目標 

国内外の大学や研究所、産業界等との組織的な連携や個々の大学の枠を越えた共同利用・共同研究、

教育関係共同利用等を推進することにより、自らが有する教育研究インフラの高度化や、単独の大学

では有し得ない人的・物的資源の共有・融合による機能の強化・拡張を図る。 

中期計画19 

 国際学術交流協定締結校との間で客員教員・研究員制度や共同研究体制を構築することで、本学

教員及び学生と海外の教員及び学生が教育・研究面で交流できる環境を整える。 

評価指標 

［指標19－１］ ・客員教員及び客員研究員制度による受入・派遣人数（目標：第４期中期目標期間

の最終年度までに年間４名以上とする） 

［指標19－２］ ・共同研究制度による査読付き論文本数（目標：第４期中期目標期間の最終年度ま

でに年間２件以上とする） 

 

 

（１）実施状況 

国際学術交流協定締結校からの教職員招へいに関する学内規程を共同研究の推進に資する内容に改正 

し（2023.４.１）、まず実施体制を整えた。 

これまでの実績からモデルケースとなるカンボジア国立教育研究所（NIE）との共同研究では、令和

５年度にカンボジア教育省及び国立NIEとの５か年計画２年目の「カンボジア健康教育支援プロジェク

ト」を実施し、カンボジア全土で身体測定を普及させるため、新規に現地指導員を115名養成した。今

第４章　国際交流

130



 

 

後身体測定の数値が記録され収集すること、さらには関連領域の企業との連携を進め、共同研究の成果

を発表する予定である。 

 

《根拠資料・データ》 

89_1_愛知教育大学国際学術交流協定校との共同研究に関する取扱要項 

 

（２）評価指標の実績 

指標番号 実績 

［指標19－１］ 令和４年度：１人 ，令和５年度：０人 

［指標19－２］ 令和４年度：０本 ，令和５年度：０本 

 

（３）改善を要する点 

 制度は昨年度までに整えたが、学内でのその制度の周知や進めるにあたっての具体的な手続き（国際学術

交流協定締結校の教員と本学教員の研究テーマの周知方法、学内の財務等の手続きなど）についてはまだ検

討する必要がある。また、共同研究制度による論文作成に向けた支援など、参画しやすい環境整備も進める

必要がある。 
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根拠資料一覧　＜第１章＞

評価
項目

資料番号 資料名 備考

1 1-i1-1 ディプロマ・ポリシー（教育学部）

1 1-i2-1 カリキュラム・ポリシー（教育学部）

1 1-i3-1 教育学部履修の手引（令和５年度入学者用）

1 1-i3-2 履修モデル（大学案内2025抜粋　教育課程とカリキュラム）

1 1-i3-3 自己点検・評価報告書2023

1 1-i3-4 卒業研究に関する取扱要領

1 1-i4-1 令和５年度学部授業開講カレンダー

1 1-i4-2 シラバス検索画面

1 1-i4-3 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数（教育学部）

1 1-i4-4 令和５年度学校・自治体インターンシップ実施要項

1 1-i4-5 MS 学校・自治体インターンシップ シラバス

1 1-i4-6 インターンシップの実施状況

1 1-i5-1 履修指導の実施状況（教育学部）

1 1-i5-2 2022前期_学生への修学支援・指導について 非公表

1 1-i5-3 2022後期_学生への修学支援・指導について 非公表

1 1-i5-4 2023前期_学生への修学支援・指導について 非公表

1 1-i5-5 2023後期_学生への修学支援・指導について 非公表

1 1-i5-6 愛知教育大学授業履修成績取扱要領

1 1-i5-7 【新４年生向け】令和５年度学生ガイダンスの実施について

1 1-i5-8 【新３年生向け】令和５年度学生ガイダンスの実施について

1 1-i5-9 【新２年生向け】令和５年度学生ガイダンスの実施について

1 1-i5-10 【新１年生向け】令和５年度学生ガイダンスの実施について

1 1-i5-11 学習相談の実施状況（教育学部）

1 1-i5-12 愛知教育大学オフィス・アワー実施要領

1 1-i5-13
社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料
（教育学部）

1 1-i5-14 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況（教育学部）



1 1-i6-1 愛知教育大学教育学部教育課程規則

1 1-i6-2 成績評価に関する申合せ

1 1-i6-3 愛知教育大学教育学部教育実習実施要項

1 1-i6-4 愛知教育大学「学校体験活動入門」実施要領

1 1-i6-5 愛知教育大学「学校体験活動Ⅰ」実施要領

1 1-i6-6 愛知教育大学「学校体験活動Ⅱ」「地域協働教育体験活動」実施要領

1 1-i6-7 成績評価分布表_教育学部_2022年度 非公表

1 1-i6-8 成績評価分布表_教育学部_2023年度 非公表

1 1-i6-9 成績に対する申立ての内容及びその対応、申立ての件数等

1 1-i6-10 授業に係る履修学生の情報等取扱要領

1 1-i7-1 愛知教育大学教育学部教育課程に関する規程

1 1-i7-2 国立大学法人愛知教育大学学則

1 1-i7-3 愛知教育大学教授会規程

1 1-i8-1 学部　受入方針

1 1-i8-2 各専攻・専修・コースが望む学生像

1 1-i8-3 入学定員充足率（教育学部）

1 1-ii1-1 卒業（修了）率【教育学部】

1 1-ii1-2 教員免許状取得・保育士登録状況（令和５年度）

1 1-ii1-3 各種資格取得状況（令和５年度）

2 2-i1-1 ディプロマ・ポリシー（教育学研究科）

2 2-i2-1 カリキュラム・ポリシー（教育学研究科）

2 2-i3-1 教職大学院カリキュラム構成図

2 2-i3-2 教職大学院カリキュラムチェックリスト

2 2-i3-3 修士課程カリキュラム構成図

2 2-i3-4 博士課程カリキュラム構成図

2 2-i3-5 博士課程カリキュラムチェックリスト

2 2-i3-6
愛知教育大学大学院教育学研究科専門職学位課程実践研究報告書審査要
領

2 2-i3-7 愛知教育大学学位（修士）論文審査手続要領



2 2-i3-8
愛知教育大学大学院教育学研究科共同教科開発学専攻(後期３年博士課
程)における学位の授与に関する実施要項
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82 82_7 令和５年度第１回愛知教育大学教員養成の質向上に関する会議議事要録

82 82_8 愛知教育大学教職大学院運営協議会規程

82 82_9 愛知教育大学教職大学院運営協議会令和５年度委員名簿

82 82_10 愛知教育大学教職大学院運営協議会令和５年度第１回議事次第

82 82_11 愛知教育大学教育実習実施連絡会要項

82 82_12 令和5年度愛知教育大学教育実習実施連絡会名簿

82 82_13 令和5年度愛知教育大学教育実習実施連絡会次第



82 82_14 令和５年度前期教育実習について（教育実習実施の説明動画視聴依頼）



根拠資料一覧　＜第２章＞

評価
項目

資料番号 資料名 備考

83 1-i1-1 教員・研究員等の人数

83 1-i1-2 本務教員の年齢構成

83 1-i2-1
構成員への法令遵守や研究者倫理等に関する施策の状況が確認でき
る資料

83 1-i2-2 研究活動を検証する組織、検証の方法が確認できる資料

83 1-i3-1 研究活動状況（07_教育系）

83 1-i3-2 研究活動状況（07_教育系）

83 1-ii1-1 研究業績説明書（教育学部）

83 1-ii1-2 研究業績説明書（教育学研究科）

84 84_1 愛知教育大学研究倫理規程

84 84_2 愛知教育大学遺伝子組換え実験安全管理規程

84 84_3 愛知教育大学動物実験規程

84 84_4 国立大学法人愛知教育大学職務発明等規程

84 84_5 国立大学法人愛知教育大学職務発明等に対する補償金細則

84 84_6 愛知教育大学研究活動における不正行為への対応に関する規程

84 84_7 愛知教育大学における研究者の行動規範

84 84_8 愛知教育大学研究データ等の保存等に関するガイドライン

84 84_9
国立大学法人愛知教育大学における公的研究費の不正使用及び研究
活動における不正行為の防止に関する基本方針

84 84_10 国立大学法人愛知教育大学安全保障輸出管理規程

84 84_11 国立大学法人愛知教育大学利益相反マネジメントポリシー

84 84_12 国立大学法人愛知教育大学利益相反マネジメント規程



根拠資料一覧　＜第３章＞

評価
項目

資料番号 資料名 備考

86 86_1 基礎資料集2023（抜粋）

86 86_2 第17回科学ものづくりフェスタチラシ

86 86_3 井ケ谷町内大運動会News&Topics

86 86_4 井ケ谷町新春ウォーキングNews&Topics

86 86_5 主な体育施設臨時使用実績（施設臨時使用申請書） 非公表

86 86_6 愛知教育大学附属図書館利用案内（学外者用）



根拠資料一覧　＜第４章＞

評価
項目

資料番号 資料名 備考

88 88_2 私たち（教職大学院生）の留学（リーフレット）

89 89_1 愛知教育大学国際学術交流協定校との共同研究に関する取扱要項

90 90_1 愛知教育大学国際交流センター委員会規程

90 90_2 愛知教育大学国際交流会館規程

90 90_3 愛知教育大学国際教育棟混住型居住エリア規程

90 90_4 国立大学法人愛知教育大学外国人留学生チューター実施要領

90 90_5 国立大学法人愛知教育大学英語チューター実施要領

90 90_6 愛知教育大学教務企画委員会規程

90 90_7 　愛知教育大学実践力育成科目運営専門委員会内規

90 90_8
愛知教育大学「学校体験活動Ⅱ」「地域協働教育体験活動」実施要
領

90 90_9 令和５年度短期国際交流プログラムの実施一覧
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